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　それは、暖あたたかな春の日のことだった。

　──ドンッ、ドンッ。

　アンフォッシ家の玄関扉とびらが、何者かの手によって激はげしく叩たたかれた。その音があまりに大きかったので、ベッドの上で眠りにふけっていたリリアは、ぱちりと瞼まぶたを開けた。

「……？？　お客さま？」

　ぼけっとしながら上半身を起こすと、部屋の隅すみにある柱はしら時ど計けいが目に入った。

　時刻は午前十時半。カーテンの隙すき間まからは、太陽の光が筋すじ状じようになって差し込んでいる。

　──いけない。つい寝過ごしちゃったわ。

　本日は公休日なため、もともとゆっくり寝るつもりではいた。が、それでもあまりに遅おそい目覚めだった。いくらなんでもオルガが出しゆつ勤きんしてくるまでには身み支じ度たくを整ととのえなければ。そう考えたリリアは、ベッドからひょいと飛び下りる。

　すると、再びドンドンッと激しい音が聞こえてきた。

「……？？　誰？」

　この時間、家や主ぬしであるクラウディオは仕事に行っているはずだ。だからといって、下宿人であるリリアが堂々と応対に出るわけにもいかなかった。

　──でも、すごくしつこく叩いてるし、急ぎの用事だったら大変だし……。

「はーい、今まいります」

　一階に向けて声をかけてから、夜着の上に薄手のボレロを羽は織おる。

　散らかっている足あし下もとから白い室内履ばきを見つけ出し、急いで階段を下りた。薄うす茶ちや色いろの長い髪かみは寝ね癖ぐせがついてぼさぼさに乱れていたが、それを整える余裕はない。

「どちらさまでしょうか？」

　鍵かぎを開け、ドアノブを回す。そして扉を押し開いた瞬しゆん間かん。

「………………」

　リリアは絶ぜつ句くしていた。

　リリアの目の前。超ちよう至し近きん距きよ離りに、馬うま面づらの人間──ではなく、本物の馬の顔があった。

　こちらを見つめてくる瞳は海を映したかのような深い青。太陽の光を浴あびて輝く体毛は銀。そして額ひたいの中央からは、真しん珠じゆ色いろの大きな角つのが生はえている。

　──え？　ちょっと待って、どうしてここにいるの？

　リリアはぱちぱちと目を瞬しばたたいた。

　そして現実を受け止めきれずに、とりあえず一度、扉を閉めてみる。

「……夢？」

　そう、これは夢だ。夢に違いない。起きたつもりでいたけれど、本当はまだ眠っていたのだ。そう判断したリリアは、自分に言い聞かせるように「そうよ、夢よ」と繰くり返した。

　とりあえず落ち着こう。落ち着くにはどうすればいい？

『いいか、余裕がなくなったらまずはディープ呼吸だ！』

　剣術の師の教えをふと思い出し、ふうっと大きく胸を上下させる。けれど。

「おいおまえ、妾わらわを無視するとはいったい何様のつもりじゃ」

　扉の向こうから──ではなく、リリアの頭の中に直接、高い声が響ひびいた。

「早はようここを開けろ！　開けなければ即そつ刻こくぶちやぶるぞ！」

　リリアの頭上でガスッとおかしな音がする。え？　何？　不ふ思し議ぎに思いながら顔を上げると、焦こげ茶色の扉から螺ら旋せん状じようの角が生えていた。

「ちょっ、何するの……！　ていうか、ええっ!?　もしかして夢じゃない!?」

「あたりまえじゃ、このアホが！」

「きゃ──やめて！　角で扉を刺ささないでっ!!」

　リリアは弾はじかれたように外に飛び出した。

　するとそこには、二は十つ日かほど前に出会った水棲馬スイレーナの女王──アズーリが立っている。

「何!?　どうしてここにいるの!?」

「ネプトゥスさまとサラキアさまが旅行に出かけての。その間、主あるじの元に行っていろとサラキアさまに命じられたのじゃ」

「旅行！　海かい神じんと女め神がみなのに!?」

「今回の土産みやげはおそらく黒くろ岩いわ珊さん瑚ごの欠片かけらじゃ。東の海へ行かれたからの」

　アズーリは「楽しみじゃ」と、声を弾はずませている。

　どうやら海神たちにも、旅行に行くという観かん念ねんがあるらしい。土産まで持ち帰る予定だとは、さすがにびっくりだった。

「ということで、しばらくおまえの元にいてやるからの。しっかり妾の世話をしろよ」

「ダメよ！　だってあなたが側そばにいたら……！」

　あまりに悪目立ちすぎる。というか、どれだけ前向きに考えても不自然だ。

　それでなくても先の一件の後、『あの水棲馬ごと神しん殿でん行きだ』だの『本来ならネプトゥス隊を除じよ隊たいだ』だの、クラウディオに散々怒られたのだ。

　申し訳ないが、アズーリには即刻お引き取り願うしかない。

「と、とりあえず場所を変えましょう。誰かに見られたら大変だわ！」

　だがアズーリは、「心配するな」と、ふんっと鼻を鳴らした。

「人間共どもに存在を知られるなと、サラキアさまから命じられているからの──ほれっ」

　そんなかけ声と共に、彼女の前まえ脚あしがカツンッと地面を踏ふみ鳴らす。

　すると次の瞬間、アズーリの大きな体がパッと消えて──。

「どうじゃ、これなら問題ないであろ？」

　彼女の青い瞳が、にやりと笑ったような気がした。
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　海洋国家、バルトランツ王国の心臓部である王宮。

　その一いつ端たんに面する紺こん碧ぺきの海が、きらきらと眩まぶしく輝いている。

　遠くの水平線には大小様々な形の船が浮かび、のんびりと航こう行こうしていた。その上空を飛ぶのは海鳥たちだ。時折強く吹く風に乗って、ふわりと空高く舞い上がる。

　そんな光景を視界の端はしに捉とらえながら、十六歳の少女、リリア・コルテーゼは王宮の敷しき地ち内を駆かけていた。上官に命じられ、審しん議ぎ会かい宮きゆう殿でんに赴おもむいていたのである。

「わっ、もうこんな時間……！」

　用事を終えて王宮広場へ向かうと、ちょうど時計塔とうの正面に出た。

　時計の針はりは今まさに、リリアの目の前で午後二時ぴったりを指し示す。

　いけない。『一時半までには戻ってこい』と命じられていたのに、これでは大遅刻だ。

　──やっぱり宮殿の中で迷まい子ごになったのがいけなかったのかしら。

「あの時、あの角を右に曲がらなければ……!!」

　リリアはくっと唇くちびるを嚙かみしめ、大おお慌あわてでネプトゥス隊の詰つめ所しよへと向かう。

　するとその時、リリアの頭の中に、凜りんとした声が響ひびいた。

「なんじゃ、そのように走って。またあの男にどやされそうなのか」

　風切り音がした方角に顔を向けると、頭上で銀色の鳥がくるりと旋せん回かいした。

　カモメのような姿に、海を映したかのような青い瞳。真しん珠じゆ色いろのくちばしを持つその鳥は、実は水棲馬スイレーナの女王たるアズーリだ。彼女はリリアの側そばにいるため、不ふ可か思し議ぎの力で自らを海鳥に似せている。

「あんな小うるさい男など、蹴けり倒たおしてしまえばいいものを」

　近くまで飛んできたアズーリが、リリアの頭の中でくつくつと笑った。

「ダメよ。悪いのはわたしなんだもの」

　リリアは小さな唇をツンと尖とがらせる。

　アズーリが言う『あの男』とは、リリアの下宿先の家や主ぬしであり、仕事上の上官でもあるクラウディオ・アンフォッシのことだ。彼にこっぴどく怒ど鳴なりつけられている場面を、アズーリにはもう何度も見られてしまっている。

「それにそんなことしたら、すぐにあの家から追い出されちゃうわ……！」

　クラウディオの悪あく魔まのような形ぎよう相そうを思い出し、リリアはぶるると震ふるえ上がった。

「ふん、面倒じゃの。ならばいっそのこと騎き士し団だんなどやめてしまえ」

「それは絶対にしないわ。だってようやく憧あこがれのネプトゥス隊に入隊できたのよ」

　走る速度を速めながらも、自らの服装にちらりと視線をやる。

　今、リリアが身に着けているのは、ネプトゥス隊の女子隊員用隊服だ。黒を基き調ちようとしたスカート風の作りで、腕には従じゆう騎き士しであることを示す腕わん章しようがついている。

「それにやっと剣ももらえたし！」

　腰に巻いた剣けん帯たいには、細身の長剣が下がっていた。そちらもつい先日支給されたばかりの、リリアだけの剣である。鞘さやについている玉たま飾かざりは、リリアの瞳と同じ紫むらさき色だ。

「ねえ見て、アズーリ。前に着ていた白い隊服より似合ってるでしょう？」

　アズーリの前で足を止め、くるりと一回転してみせる。

「それにほら、これも素す敵てきでしょう？」

　鞘から剣を引き抜き、「とりゃあっ！」と何度か素す振ぶりをした。

「妾わらわにはわからぬ。おまえの服が白だろうが黒だろうが、べつにどちらでもよいからの」

　アズーリはつまらなそうに、ふわっと欠伸あくびをする。

「それよりもおまえ、そんなことをしている暇ひまがあるのか？」

「はっ……！　そうだった！」

　指し摘てきされた瞬間、我に返った。浮かれるあまりに余計な時間を使ってしまったが、確かにこんなことをしている場合じゃない。

　何をやっている自分。激しく後こう悔かいしながら、詰所へ向かって全力で走り出す。

「どうか隊長に怒られませんように……！」

　けれどそんな奇き跡せきはありえないと、リリア自身、よくわかっているのだった。
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　ここバルトランツ王国は、国土の前半分を海、後ろ半分を険けわしい山々で囲かこまれた国だ。

　北側の山脈は山越え不可能なため、貿易や交通の全すべてを海から行う海洋国家である。

　周辺諸しよ国こくとの関係はのきなみ良好。他国との貿易産業も盛さかんなバルトランツだが、唯ゆい一いつ、隣りん国ごくのノワール王国とだけは緊きん張ちよう関係にある。

　その理由は、海神ネプトゥスがバルトランツに与えし聖せい獣じゆう『水棲馬』を、ノワール王国が欲しがっているから。つい先日も、水棲馬を盗ぬすみ取ろうとしたノワールと、中規模な海戦が繰くり広げられたばかりだった。

　そんな有事の際には、二つの隊からなる王立騎士団が活かつ躍やくする。

　二つの隊とは、普通の馬に騎き乗じようし、王都フェネツァや各州都を守る『ミネルウァ隊』と、水棲馬に騎乗し、海から迫せまり来る敵を撃げき破はする『ネプトゥス隊』だ。

　とくに後者は、水棲馬に『主あるじ』と認められた者だけが入隊できる、少数精せい鋭えい部ぶ隊たいだ。エリート中のエリートと言われ、騎士団に入団した者たちの憧れの的でもある。

　リリアは幼い頃から、それに入隊することを目指し、数々の稽けい古こに励はげんできた。

　そして願いが叶かなったのがつい最近のこと。二十日間の仮かり配はい属ぞく期間を経へて、からくも正式配属へとこぎつけたのである。




「うう、やっと着いた……」

　リリアは息を弾はずませながら、騎士団長や各隊長の執しつ務む室しつがある建物に飛び込んだ。

　それの内部を抜けて青空の下に出ると、右には水棲馬の馬ば房ぼうがずらりと並んでいる。左には石いし畳だたみの練れん兵ぺい場じようが、その奥には真っ青な海が広がっていた。

　ここがネプトゥス隊の拠きよ点てんであり、水棲馬たちの住すみ処かでもある『詰所』だ。

　そこでは今まさに、隊員たちが水棲馬の世話をしたり、武器の手入れをしたり、練兵場の掃そう除じをしたりと、それぞれの仕事に精せいを出している。

「遅い！　どこで遊んでたんだ！」

　リリアが姿を現すなり、隊長であるクラウディオの怒鳴り声が飛んできた。

「も、申し訳ありません！」

　内心で「ひいっ」と震えながら、すぐにクラウディオの元へと走り寄る。

　こちらに向けられた冷たげな瞳は青。海風に揺ゆれる髪かみは隊服と同じ漆しつ黒こく。驚おどろくほど整った顔立ちには、苛いら立だたしげな色がありありと浮かんでいた。

　どうやら彼は、本日も絶好調に不ふ機き嫌げんなようだ。リリアが「ただいま戻りました」と報告すると同時に、「ちっ」と見せつけるような舌打ちをしてくる。

「おまえは書類の提出すらまともに行けないのか」

「ごめんなさい、審議会宮殿の中で迷ってしまって……」

「どうやったらあそこで迷子になれるっていうんだ！」

「うっ……それは左に曲がるところを右に曲がってしまったからでして……」

「次、同じことをしたら時計塔から吊つるす……!!」

　毎度おなじみの脅おどし文句に、リリアは「はい！」と、ぴしっと敬けい礼れいをした。

　──うう、隊長ってば相あい変かわらず厳きびしい。

　リリアと秘ひ密みつの同居をしているクラウディオだが、彼はいつだってこの調子だ。一緒に住んでいるからといって、リリアを特別視するようなことは絶対にしない。

　ではなぜアンフォッシ家に下宿することになったのかというと、その理由はリリアの家庭事情にある。

　実はリリアは、つい最近まで宮廷貴族の娘として生活していた。けれど父親が失しつ職しよくしたことにより、コルテーゼ家は没ぼつ落らく。家族揃そろって田舎いなかに引っ越すことになったのだ。

　しかし騎士団への入団を希望していたリリアは、一人、王都に残ることを決意した。そして伝つ手てを頼りに探した下宿先が、偶ぐう然ぜんにもクラウディオの家だったのである。

「おい、何ぼけっとしてる。仕事はまだまだあるぞ」

　弾んだ息を整えていると、クラウディオが呆あきれ口調でそう言った。

　彼は足あし下もとに置いてある馬ば具ぐを抱かかえ上げ、リリアの両手の上にドサッと乗せてくる。

「わっ……」

　いきなり負荷がかかり、リリアの華きや奢しやな膝ひざがかくっと折れた。

　とはいえ、一人分の鞍くらや鐙あぶみを持つことなど、リリアにとっては朝あさ飯めし前まえだ。幼い頃から剣術や体術の稽古に励んできたので、腕力にはそこそこ自信がある。

「おまえの馬具だ。今すぐこれの手入れをしろ」

「えっ、でもそろそろ剣術の訓くん練れんの時間なのに……」

　そこまで言ってから、リリアはハッと口を閉じた。

　おそるおそる顔を上げると、案あんの定じよう、青い瞳にぎろりと睨にらみ付けられる。

「今、何かふざけたことを言ったか？」

「い、いえ！　何も言ってません」

　そう否定しつつも、つい練兵場の方角を羨せん望ぼうの眼まな差ざしで見つめていた。そちらではネプトゥス隊の騎士たちが、剣術の訓練をするべく準備運動を始めているのだ。

　──いいな。

　素す直なおにそう思った。本当はリリアだって、『騎士』としてあの場に参加したい。

　けれど『女子隊員は従騎士』という隊の方針のせいで、参加できるのは三日に一度程度だ。リリアが優先すべきは、隊長や副隊長の身の回りの用事を済ませることである。

　──しかたがないことだって、ちゃんとわかってるわ。

　そう。従騎士としてでも、入隊できただけマシだ。今はそう思っている。

　けれどリリアは、幼い頃からネプトゥス隊の『騎士になること』を夢見てきたのだ。『女なのに』とか『淑しゆく女じよが騎士なんて』とか陰かげ口ぐちを叩たたかれながらも、抱いた夢をあきらめることはしなかった。だからこそどうしても、現状に満足する気にはなれない。

　──絶対いつか、ネプトゥス隊初の女性騎士になってみせるんだから。

　心の中で決意をあらたにし、ぐっと唇を嚙みしめる。

　するとリリアの頭上で、クラウディオがふうっと長い息を吐はいた。

「従騎士として与えられた仕事に全力で挑いどむ。──そう言ったのは誰だ？」

「それは……わたしです」

　バツの悪さを感じながらも、こくりと頷うなずく。

　確かに以前、リリアはクラウディオの前でそう宣言した。その上で、騎士になるべく努力をすると誓ちかったのだ。

「だったらさっさと働け。馬具の手入れが終わったら自分の水棲馬にとりつけておけよ」

「ええと、騎乗訓練でもするんですか？」

　確か本日の予定には、水棲馬に乗るような仕事は入っていなかったはずだが。

「違う。──が、明日から始まる新しい訓練の説明をする」

　クラウディオは沖の方角をちらりと一いち瞥べつする。

「新しい訓練……ということは、隊の皆さんも一緒に？」

「おまえとオリヴィエの二人だけだ」

「オリヴィエと……」

　そう繰り返した直後、リリアの背後で「わわっ」と、頓とん狂きような声が上がった。

　ふと振り返ると、リリアより少し背せ丈たけのある少年が、馬具を抱えてふらふらしている。

　薄うす茶ちや色いろの髪に、表情のない深緑色の目。何の変へん哲てつもない形の眼鏡めがねをかけた彼は、当のオリヴィエだ。十四歳という若さを危き惧ぐされ、従騎士からのスタートとなったが、再来年には騎士になることが決まっている少年である。

　ちなみに今年、水棲馬から主だと認められたのは、リリアを含ふくめて四人。そのうちの二人は騎士として、すでに先せん輩ぱい隊員たちと行動を共にしている。

　そしてリリアは、何かとオリヴィエと一緒にいることが多かった。二人だけの従騎士同士、仕事や訓練内容がほぼ同じなのだ。

「わわっ、リリアさん、危ないからどいて。ぶつかっちゃう……」

　そうこうしている間に、オリヴィエはふらつきながらもこちらに近寄ってきた。

　おそらく両手に持った馬具の重みに、押し潰つぶされそうになっているのだろう。なんとかしてあげたいが、リリアも自分の馬具を抱えているため不可能だ。

「だ、大丈夫？　とりあえず一度、下に置いたほうがいいんじゃないかしら」

　するとオリヴィエは、「大丈夫……」と呟つぶやきながら、リリアの横に並ぼうとした。

　けれどその直後、彼の体がぐらりと傾かたむき、あろうことかリリア目がけて倒れ込んでくる。

「わわっ……」

「きゃあっ！」

　何がどうなったの？　と考える間もなく、二人分の手た綱づなや鞍がリリアに襲おそいかかってきた。さらにリリアは、オリヴィエの細い体に押し倒されてしまう。

「いったぁ……」

　と思ったが、あれ？　なぜだかちっとも痛くない。

　オリヴィエが覆おおい被かぶさっているため身動きはとれないが、体の下にあるはずの石畳の堅さを全まつたく感じなかった。それどころか背中には、柔やわらかな感かん触しよくすら覚えている。

　──どういうこと？

　右に左に首を捻ひねっていると、耳元で低い声が響いた。

「──重い」

　続いて吐き出された吐と息いきに、リリアの両肩がびくりと反応する。

　まさか、と思いながら振り返れば、すぐ目の前にクラウディオの仏ぶつ頂ちよう面づらがあった。

　どうやらリリアは、クラウディオの体を下した敷じきにしているらしい。彼はリリアが倒れる寸すん前ぜんに、リリアのことを抱きとめてくれたようだった。

「た、隊長……！　大丈夫ですか!?」

　クラウディオの顔を覗のぞき込むと、青い瞳と視線が交まじわった。

　その瞬しゆん間かん、リリアの心臓がドキッと跳はね上がる。

　ダメ。このままじゃ絶対に頰ほおが赤くなる。そう予感して、大慌てで顔をうつむける。

　けれどその時にはすでに、リリアの白い頰や小さな耳は、若じやつ干かんの熱を帯び始めていた。

「オリヴィエ、早くどいて……！」

　まだ覆い被さったままのオリヴィエに、即刻、自分の上からどくように願った。

　しかし彼は、「わわっ」とあたふたするばかりで、なかなか立ち上がろうとしない。

　──やだ、心臓がばくばくして、どうにかなっちゃいそう！

　実はリリアは、最近、ふとした時にクラウディオのことを意識してしまうようになっていた。きっかけはノワール王国との戦せん闘とうの最中に、クラウディオからされたキス──彼の唇がふれた場所はリリアの額ひたいだったが、それでもリリアにしてみれば、『超』がつくほどの大事件だった。

　あれはご主人様が飼かい犬にするような軽いキスだ。だから深く考えてはいけない。

　そう思っては忘れようとするのだが、なかなかうまくいかない。

　そして最終的に、この疑問に辿たどり着くのだ。

　──どうして隊長は、わたしにあんなことをしたのかしら、と。

「この……バカ共が！　おまえらいつまで俺の上に乗ってる気だ！」

　そのうちに、頭の上から苛立った声が落ちてきて、リリアは我に返った。

「え？　あれ？　す、すみません……！　オリヴィエ、早く！」

　早く早く！　と急せかしまくると、オリヴィエがやっとまともに起き上がった。

　リリアも慌ててクラウディオの上からどき、その場にすっくと立ち上がる。

「ごめんね、リリアさん。隊長も、本当にすみませんでした……」

　オリヴィエはのんびりとした動作で、頭を下げ始めた。

「わたしは大丈夫だけど……オリヴィエは？　怪け我がしてない？」

　彼は無表情のまま、「大丈夫……」と、首を縦に振る。

　実はこのオリヴィエ、仮配属時から何かと面倒なことばかり起こしていたので、先輩隊員たちからは恐おそれられている。『騎士団長とオリヴィエにはなるべく関わるな』──それがここ最近の、先輩隊員たちの合い言葉だった。

　ではオリヴィエの何が面倒かというと、彼はまず、視力が悪いのですぐに迷子になる。

　そしていつでもぼーっとしているので、誰かとぶつかったり、誰かを巻き込んで転倒したりすることが日常茶さ飯はん事じなのだ。

　さらに極きわめつけは──。

「リリアさん、ごめんね。ドジでマヌケで人として全く価か値ちのない僕で本当にごめんなさい。おわびに好きなだけぶっていいから……というか隊長も、ぜひこの手綱で！」

　といった調子で、ことあるごとに隊服の上着を脱ごうとする。

　どうやら彼は、身体的苦痛を進んで受けたがる、ちょっとおかしな人物らしいのだ。

　クラウディオ曰いわく『あいつの将来けっこうヤバイだろ』で、騎士団長曰く『あいつの将来をぜひとも見届けたい。主おもに性的な意味で』だ。

「ちょっ、オリヴィエ、服を脱ぐのはやめて！」

　そうこうしているうちにオリヴィエが胸元をはだけ始めたので、リリアは青くなった。

「てっめぇこのバカやろうが！　それはやるなと言っただろうが！」

　クラウディオも即刻、オリヴィエを叱しかりつける。

「ですが僕は、こうされることでしか価値のない人間で……」

「ないない！　そんなこと絶対にない！」

「でも姉にはいつもそう言い聞かされていて……」

「姉の仕し業わざか、これは！　というかどうでもいいから今すぐ黙だまっとけ！」

「ですが……」

「黙らないなら無理矢理黙らせるぞ……!!」
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　クラウディオが極ごく悪あく面づらで凄すご味みをきかせると、オリヴィエはさすがにおとなしくなった。しゅんと項うな垂だれ、「すみません……」と、隊服の胸元を整え始める。

　──オリヴィエ恐るべし、だわ。

　ものすごい倦けん怠たい感かんを覚えながら、リリアは地面に落ちた手綱や鐙に手をのばした。

　ちらりと視線をやると、一方のクラウディオもぐったりとしているようだ。よほど苛ついているのだろう。眉み間けんに深い縦たて皺じわを寄せ、こめかみの辺りを揉もんでいる。

「あ、リリアさん、それ僕の腹はら帯おび……」

　やがてリリアに倣ならうようにして、オリヴィエも散さん乱らんした馬具を拾い始めた。

　そしておおむね片付いた頃、クラウディオが仕し切きり直すように咳せき払ばらいをする。

「命令だ。馬具の手入れをして、水棲馬に騎乗する準備をしろ。二十分後にここに集合、沖に停てい泊はくしている中型船に向かう」

「はい！」

　リリアとオリヴィエは、両足を揃えて背筋を正した。

「沖に着いたら明日からの訓練の説明をする。ネプトゥス隊に入隊した以上、絶対に必要な技術だからな。なるべく早く習得できるよう心してかかれ」

　なぜかクラウディオは、オリヴィエだけに向けて説明している。

「それの名は『ロンディネ』──ネプトゥス隊独自の乗船技術だ」

　ロンディネ。それはバルトランツ語で、『ツバメ』を意味する言葉だった。
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　ネプトゥス隊の重要な仕事の一つに、海上警備がある。

　水棲馬に騎乗し海を駆け、バルトランツの海かい域いきを取り締しまるのだ。

　海を航行している船の中には、時におかしなものが紛まぎれていることがある。

　例えば隣国ノワールの偽ぎ装そう船せんや、間諜スパイを乗せた船。それから取引が認められていない品目を積んだ商船や、略りやく奪だつ行為を働く海かい賊ぞく船せんなどだ。

　怪あやしげな船を発見すると、ネプトゥス隊はすぐに対象船に乗り込む。その時に必要となるのが、『ロンディネ』と呼ばれる乗船技術らしい。




「どういうものなのかしら……ツバメに関係あるのかな」

　馬房の中。リリアはぶつぶつ呟きながら、『ファヴィ』と名付けた水棲馬の前に立っていた。隊内で『リリアの水棲馬』とされているファヴィは、出かけるの？　とでも問いたげに、こちらに顔を向けてくる。

　いつ見ても何度見ても、水棲馬という聖獣は本当に美しい。

　水飲み用の桶おけを横にどけながら、リリアは一時、ファヴィの姿に見とれた。

　──きれい。

　黒光りする体毛は驚くほどつややかで、しなやかな体は繊せん細さいな芸術作品のよう。長いたてがみや尾は、窓から差し込む陽よう光こうに照らされ、きらきらと輝いている。

　そして水棲馬と言えば、やはり額の中央から生える螺ら旋せん状じようの角だ。灰色の大きなそれが、ファヴィの存在をより圧あつ倒とう的てきに見せている。

　けれどこのファヴィ、実はリリアの『本当の』水棲馬ではない。

　リリアの水棲馬は、女王たるアズーリただ一頭なのだ。その証あかしにリリアの右の手の平には、『レジーナ・アズーリ』との名前が刻まれている。

　だがアズーリは、『海の宝石』と呼ばれる伝説上の存在。しかも彼女は、他の水棲馬を従える特とく殊しゆ能力を持っているのだ。そのためもし彼女のことが明るみに出てしまえば、リリアもろとも神殿という名の研究所行きになってしまう。

　だからこそリリアは、その存在を隠かくし通すことに決めた。そしてアズーリを通してこのファヴィに願ったのだ。『わたしのことを、主に選んだふりをしてほしい』と。

　そうしなければ、ネプトゥス隊への入隊が不可能だったからである。

「なんじゃ、今からこやつに乗るのか？」

　リリアが馬具の手入れをしていると、馬房の窓から一羽の鳥が入ってきた。

　その途と端たん、辺りの空気がぴんと張り詰つめたような気がして、リリアは目を見み張はる。

　海鳥の姿に化けていても、水棲馬にはそれが自分たちの女王であるとわかるらしい。アズーリは馬房を一回りしてから、ファヴィの背中の上にふわりと舞い降りた。

「アズーリ、今までどこにいたの？」

　リリアは声を潜ひそめて問うた。二つ向こうの房ぼう室しつに、オリヴィエがいたからだ。

「時計塔の上で寝てた。天気がよいからの」

「そう。わたしは今から沖に行くの。ファヴィに乗せてもらうわ」

　するとアズーリは、リリアの頭の中でくつくつと笑った。

「妾ならば風よりも速く駆けてやるものを」

「それはわかってるけど、あなたに乗るわけにはいかないし……」

　アズーリの銀色の馬体を思い出して、リリアは複雑な心ここ地ちになる。

　本当はリリアだって、自分の水棲馬であるアズーリに騎乗したい。

「でも体の色を黒くしてもらったって、馬房にいない水棲馬だってバレたら大変だもの」

「ふん、人間共は細かいことじゃの。アホらしい」

　アズーリはつまらなさそうにそう言って、再び外へと飛び出して行った。

　いったい何しに来たのかしら？　リリアは首を傾かしげた。

　アズーリがリリアの元に訪おとずれてから早十日。彼女は朝、リリアと共に王宮に出しゆつ勤きんし、午前中は時計塔の上で過ごしているようだった。

　そして午後になると、思い出したようにリリアの元へ飛んできては、一言二言交わして去って行く。さらにリリアの勤務が終わる頃にはネプトゥス隊の詰所周辺に現れ、夜には一緒にアンフォッシ家へと戻るのだ。

　──わたしの側にいても、暇なだけだと思うんだけれど。

　だが女神サラキアの命令は、アズーリにとっては『絶対』らしい。彼女は決して、海の底の世界へ戻ろうとはしなかった。

「ネプトゥスとサラキアは、いつになったら帰ってくるのかしら……」

　そう独りごちりながら、リリアはファヴィの体に鞍や手綱を取り付け始める。

　そして大方の準備を終えたところで、オリヴィエの様子を見に行くことにした。

「オリヴィエ、どう？　そろそろ行けそう？」

「えっと、もう少しかかるかも……」

　オリヴィエは水棲馬の背中に鞍を乗せるのに、悪あく戦せん苦く闘とうしているようだった。

「ごめんね、リリアさん。僕が遅いから、いつも迷惑かけちゃって……」

　その後ろ姿は、どことなく元気がなさそうにも思える。もしかすると彼は、先ほどリリアを巻き添えにして転んでしまったことを、気に病やんでいるのかもしれない。

「そんなことないわ。わたしだっていつも迷惑かけてるもの。お互い様でしょう？」

　リリアはなんでもないことのように、わざと声を明るくした。

「それにオリヴィエ、馬具の取り付けなんかは苦手みたいだけど、剣術の腕はあるし、課題で出された暗号なんかも全部覚えてるし……」

　いくらぼけっとしていても、やはりこの若さで入隊するだけの実力は持っているのだ。

　するとオリヴィエは、「ありがとう」と、珍めずらしく口元に弧こを描いた。

「僕はドジでマヌケでのろまな人間だから、どうして水棲馬に選ばれたのか不思議なくらいなんだけど……でも選ばれたからには、頑がん張ばろうと思って」

　そこでリリアは、ふと聞いてみたくなった。

「ねえ、オリヴィエはどうして騎士団に入団しようと思ったの？」

　彼の年ねん齢れいは十四歳。入団試験に年齢制限はないが、十四歳での受験はやはり若いほうだ。

「うん……実は、姉の影えい響きようなんだ」

　姉。というと、彼にドジだのマヌケだの言い聞かせているという人物のことだろう。

「僕の姉は、もうずっと宮殿で侍じ女じよとして働いていて……だからいつか僕も、姉のように王宮で働きたいなと思ってて……」

　それで騎士団に入団するべく、剣術や馬術の腕を必死に磨みがいたらしい。

「試験に受かってネプトゥス隊に入れて、それでも姉は、僕にはなんの価値もないって言うんだけど……でも一人前の騎士になれるよう、努力してみようと思って……」

　オリヴィエのその言葉に、リリアは「うんうん」と、思いきり共感する。

「わたしも努力しようと思ってるの。女子隊員だけど、やっぱり騎士になりたいから」

「そっか……じゃあリリアさん、一緒に頑張ろうね。従騎士同士、協力し合って……」

　リリアは「ええ、もちろん！」と、声を弾ませる。

　一人でも頑張れるけれど、目標を共にする存在がいれば、もっと頑張れる。そんな気がして、自然と頰が緩ゆるんでいた。

「じゃあまずは『ロンディネ』だよね……どんな乗船方法かはわからないけど」

「ええ。今から隊長に説明してもらって、それで──」

　そこでリリアは、顔色をサッと青くした。

「忘れてた……！　隊長に二十分後って言われてたのに！」

　ついお喋しやべりに夢中になってしまったが、こんなことをしている場合じゃなかった。

　馬房の時計を確認すると、すでに二十二分が経過していた。まずい。遅刻は大決定だ。

「オリヴィエ、とりあえず行きましょう！　隊長に怒られちゃうわ！」

「あっ、待って、リリアさん……」

　リリアとオリヴィエは、馬房にかけられた柵さくを猛もうスピードでどかし始めた。

　そしてそれぞれの水棲馬を連れて、馬房の外へと向かったのだ。




　馬房から出ると、すでにクラウディオは自分の水棲馬に騎乗して待っていた。

　彼の相あい棒ぼうの名はイウラート。他の水棲馬よりも、一回り体が大きな馬である。

　その斜ななめ後ろには、一人の中堅隊員が控ひかえている。彼も一緒に海に出るのだろう。自分の水棲馬にまたがっていた。

「遅い！」

　クラウディオに一いつ喝かつされ、リリアとオリヴィエは小走りで彼の元へと向かった。

「すみません、遅れました！」

　目の前に立つクラウディオは、苛立たしげに眉根を寄せている。

「何をやってるんだ、おまえらは。まったく……今年の従騎士はバカばっかりだ！」

「ちょっ、隊長、いくらなんでもそれはひどすぎです！」

　さすがに黙っていられなくて、リリアは口を開いた。

「確かにそうかもしれませんけど、そのぶん成長する余地がたっぷりあるというか……」

「成長してもたかが知れてる」

「でも、わたしもオリヴィエも全力で頑張ってますし！」

「だったら俺が泣いて喜ぶほど成長してみせろ！」

　クラウディオは吐き捨てるようにそう言った。

　──悔くやしい！

　リリアのやる気に火が灯ともった。

　体の奥底から、今に見てろ、という気持ちがふつふつと湧わき上がってくる。

　──こうなったら絶対に、『成長したな』って隊長に言わせてみせるんだから！

　そのために今、自分にできることはなんだろう？　できれば最短距離で成長して、クラウディオのことをあっと驚かせてやりたい。

　そんなことをぼんやり考えていると、やがてクラウディオがキッと目を吊つり上げた。

「オリヴィエ、手綱が汚よごれてるぞ。ちゃんと拭ふいておけ！」

　ぴしっと叱りつけられて、オリヴィエはあたふたと狼狽うろたえ始める。

「ご、ごめんなさい……馬具の手入れができなくてごめんなさい。ドジでマヌケでダメ人間で本当にごめんなさい。なんならその怒りを僕の体に……というかぜひこの鞭むちで！」

「いいから行くぞ、ついて来い！」

　クラウディオは沖に視線をやるなり、イウラートの胴どうを「はっ！」と蹴った。

　その途端、イウラートは超高速で海上を駆け、あっという間に波の向こうへ消えていく。

「わっ、隊長、速い……！」

　リリアは大急ぎでファヴィにまたがった。鐙をきっちり履はいて、手綱をぐっと握にぎり、胴を蹴る代わりにファヴィの首の付け根を右手で叩く。

「ファヴィ、走って！」

　ファヴィは大きくいなないたのち、すぐにイウラートを追って走り始めた。

　頰ほおに生暖かな空気がぶつかり、薄茶色の髪が忙せわしく揺れる。真っ青な海面がこちらに迫ってくるような感覚がして、リリアはぞくりと肌を粟あわ立だたせた。

　アズーリほどではないが、このファヴィだって充じゆう分ぶんに速い。辺りに飛び散った水しぶきが、周りの景色と共に背後に流れていく。

　気づけばリリアのすぐ後ろには、オリヴィエと中堅隊員が迫っていた。

「オリヴィエ、まっすぐだ！　首を一ミリも動かさずにまっすぐ走れ！」

　中堅隊員は、オリヴィエが迷子にならないよう声をかけ続けているようだ。三人はクラウディオを追って、ひたすら水棲馬を走らせ続ける。

　そしてイウラートの足そく跡せき──海面にできた波は紋もんをたどって行くと、やがて前方に一いつ隻せきの船が現れた。それは中型の木造船だった。その船の前で、クラウディオが待っている。

「ここが訓練の場所だ。明日からは許可をとらずに好きに使え」

「はい！」

　リリアとオリヴィエは、水棲馬の鞍あん上じようでぴしっと敬礼した。

「先ほども言ったが、『ロンディネ』とはネプトゥス隊独自の乗船技術だ。怪しげな船を見つけたら、すぐにロンディネで船に乗り込む。──おい、手本を見せてやれ」

　クラウディオに命じられ、中堅隊員が「はっ」とその場から離れて行った。

　それを視線で追いかけながら、クラウディオは説明を続ける。

「水棲馬は、実はそれほど跳ちよう躍やく力りよくがない。飛べてもせいぜい人の背せ丈たけの倍ほどの高さだ」

　リリアは思わず、「えっ」と声を上げていた。

「でもアズーリは……」

　ノワールの大型軍船の甲かん板ぱんにも、ひょいとジャンプしてみせた。その高さはおそらく、この中型船の三倍以上──人の背丈六人分くらいはあったような気がする。

　──それなのに、跳躍力がない？

　不思議に思って首を傾げていると、クラウディオにじろりと睨み付けられた。

「ごく稀まれにもう少し飛べる個体もいるかもしれない──が、本当にごく稀だ！」

　言げん外がいに「あの水棲馬は異常だ」と言われたような気がして、リリアはハッとする。

　考えてみれば確かに、アズーリは何かと規格外だった。銀色の体毛を持つのも、主と人語で意思疎そ通つうを図れるのも、風より速く走れるのも彼女だけだろう。

「ロンディネはまず、水棲馬を船と並行に早はや駆がけさせる。そして跳躍させ、跳躍の頂上点に達した所で水棲馬から対象船に乗り移るんだ」

　その折には『アンカナ』と呼ばれる専用の道具を使用するらしい。

「これだ」

　クラウディオの手には、真っ赤なロープの束たばが握られていた。ロープの先についた二本爪づめの小さな錨いかり。それを船の縁ふちに引っ掛け、固定するのだとか。

「今、手本を見せる。──やってくれ！」

　クラウディオは中堅隊員に向けて、すっと右手を上げた。すると彼は、ものすごいスピードで水棲馬を走らせ、中型船の船体ぎりぎりに馬体を寄せていく。

「うそ、あれじゃ船に……！」

　ぶつかってしまう。そう予感して、リリアの心臓がどくりと嫌いやな脈を打った。

「飛べっ！」

　クラウディオが命じると同時、中堅隊員と水棲馬がふわりと宙に浮いた。

　そして数秒の滞たい空くう時間のうちに──。

「アンカナを投げろ！」

　アンカナの錨を船の縁に掛け、それを頼りに水棲馬から飛び降りる。勢いを殺さぬようロープにぶら下がり、そのまま船の縁までぐんと体を持ち上げた。と、次の瞬間、彼は黒い隊服の裾すそをひるがえし、甲板の上にひらりと着地する。

　その姿はさながら、空中を舞うツバメのようだった。

「だから『ロンディネ』……」

　リリアはなるほど、と内心で唸うなった。確かに名前のとおりの乗船方法だ。そして何より一連の動作が早い。あれなら速度の出ている船にも、あっという間に乗り移れるだろう。

「これはネプトゥス隊の隊員ならできてあたりまえの技わざだ。逆に言えば、これができなければ海上警備に参加させることはできない」

　クラウディオは、真剣な表情をオリヴィエに向けていた。

　──だったら絶対に習得してみせるんだから！

　期待していた以上にやりがいのある訓練に、リリアは闘とう志しをめらめらと燃もやし始める。

「で、これがおまえのアンカナだ。受け取れ」

　クラウディオはまずオリヴィエに向けて、赤いロープの束たばを放り投げた。

　──さあ来い、わたしのアンカナ。

　リリアはわくわくしながら、クラウディオに向けて自分の両手を差し出した。

　しかし彼は、リリアのことを一瞥するなり眉間に皺を寄せた。

「なんだその手は。おまえの分はないぞ」

「……は？」

「これはおまえには必要ないものだからな」

「え……？」

　予想外の展開に、リリアは小さな口をぽかりと開ける。

　おまえには必要ない？　けれどそれがなければロンディネの訓練ができないではないか。

「じゃあどうやってロンディネを習得しろっていうんですか！」

　半なかばキレ気味に問うと、クラウディオは「あぁ？」と、眉や頰をぴくぴくさせた。

「何を勘かん違ちがいしてるのか知らんが、ロンディネの訓練はオリヴィエだけだ！」

「──はぁ!?　って……えええっ!?」

　リリアの調子外れな声が、真っ青な空に響き渡っていく。

　ちょっと待て、それはいったいどういうことだ。

「だってさっき、それができないと海上警備に出られないって……！」

　そこでリリアは、まさか、とごくりと息をのんだ。

　ものすごく嫌な予感を、胸に覚えていたのだ。

「た、隊長、まさかわたしって……」

「おまえは通常の警備に出る必要はない。おまえの出動は、海上で女子隊員の手が必要になった時のみ、だ」

　やっぱりそうか！　不吉な予感が見事に的中して、リリアは大ダメージを受けた。

　そんなのは嫌だ。リリアだって皆と一緒に海に出たい。本来、従騎士は海上警備への参加を認められているはずなのに、リリアだけ置いてけぼりとはどういうことだ。

「で、でも！　どちらにしろロンディネは習得しないといけませんよね？　だって何事かあって出動した時、わたしはどうやって船に乗ればいいんですか！」

　リリアはファヴィを動かし、わたしにもアンカナをよこせ、とばかりにクラウディオに近寄っていった。けれど彼は、しれっとした顔で中型船の後部を指差す。

「安心しろ。おまえには縄なわばしごがある」

　クラウディオの人差し指の先には、縄と木で作られたはしごが掛かっていた。

「船を完全に止めた後、おまえのためにあれを下ろす。そこから普通に上がってこい」

「そんな……！」

　いくらなんでもひどすぎる！　リリアはぎりりと歯は軋ぎしりをした。

　同じ従騎士だというのに、一方はネプトゥス隊独自の乗船方法。そしてもう一方はただのはしごなのだ。男子と女子で、あまりに差がありすぎるのではないだろうか。

「隊長、ひどいです！　隊長が新しい訓練だって言うから、楽しみにしてたのに……！」

　するとクラウディオは、「うるさい！」と、声を大きくした。

「間違ったことは言ってないだろうが。おまえも明日から訓練だ。あのはしごに水棲馬を寄せ、海に落ちないよう船に上がる練習をしろ」

「訓練ってそういうこと!?」

「何か文句があるのか、このバカ娘が！」

「あります！　ありますけど……」

　これ以上楯たて突ついたら、この場で海中に沈しずめられてしまいそうだ。そんな恐きよう怖ふが先に立ち、喉のどまで出かかった言葉をぐっとのみ込む。

　クラウディオはよほど苛ついているのか、握った拳こぶしをぷるぷるさせていた。キッと吊り上げられた目元は凶きよう悪あく。辺りには禍まが々まがしい空気が漂ただよっている。

「今すぐ泣かされてもいいんだったら文句を言ってみろてめぇ！」

「え、遠えん慮りよしておきます！」

　そう返しつつも、リリアは心の中で罵ば詈り雑ぞう言ごんを吐き出していた。

　──隊長のバカ！　アホ！　万年仏頂面の超絶ブラコン男！

　こうなったら後でこっそり仕返しに及び、溜たまったストレスを発散するしかない。

　──この間、居間で『アドルフォ成長日記』とかいう記き録ろく簿ぼを見つけたけれど。

　確かアホみたいに分厚いのが三十五冊ほどあったが、それを物置部屋にでも隠してしまおうか。あるいはクラウディオが毎朝『今日も行ってくるぞ、アドルフォ』と挨あい拶さつしている弟の姿絵。それに気づかれない程度の落書きをしてもいい。

　──もしくは弟からの手紙を一日遅れで渡すとか！

　そんなどうしようもない仕返し計画を、頭の片かた隅すみで考えていた時。

「アンフォッシ隊長！」

　陸の方角から、波音を切り裂さくような声が聞こえてきた。

　ふと首を巡めぐらせると、とある隊員が水棲馬に乗ってこちらにやって来るところだった。

「アンフォッシ隊長、大変です！　至し急きゆう、詰所にお戻りください！」

「どうした、何があった！」

　クラウディオはイウラートを操あやつり、隊員のほうへと向かって行く。

「たった今、騎士団長から連絡が入りました。なんでも王おう太たい子し殿でん下かが詰所に視察にいらっしゃるとのことです！」

「……なんだと？」

　予想外すぎる報告だったのだろう。さすがのクラウディオも啞あ然ぜんとしているようだった。

　訝しげな顔をして、「王太子殿下が……？」と、繰り返している。

　そのうちにオリヴィエが、リリアの隣となりでぽつりと呟いた。

「ジルバルトさまがいらっしゃる……」

　それをどこか遠くに聞きながら、リリアは王太子に関する記憶をたぐり寄せていた。

　──ジルバルト・ダニエレ・バルトランツ。

　それが王太子の名前だ。国の名を姓せいに持つ彼は、二人の王子のうちの長ちよう子しで、御おん年とし二十五歳の優しげな顔立ちをした青年だという。

　彼の姿を一度も目にしたことのないリリアだが、人となりはそれとなく知っている。なぜなら宮廷貴族であったリリアの父が、王家に関する話題をよく口にしていたからだ。

　父は、いずれリリアを王家主しゆ催さいの夜会などに連れて行くつもりだったのだろう。王族に対する礼儀作法だけでなく、その成り立ちや構成などを勉強させた。──といってもリリアは机き上じようの勉強は大嫌いだったので、途中で放ほう棄きしてしまったのだが。

　とにかくそれによると、ジルバルトは品ひん行こう方ほう正せいな王子らしい。さらに紳しん士し的てきで善意の塊かたまりのような性質なので、臣しん下かたちから大いに支持されているのだという。

「ねえオリヴィエ、あなたジルバルトさまにお会いしたことあるの？」

　先ほどオリヴィエは、感慨深げに王太子の名を呟いていた。

「うん……さっき、僕の姉が宮殿で働いてるって言ったでしょう？　その関係で何度か」

「えっ、すごい！」

　意外な答えに驚いて、リリアはつい声のボリュームを大きくしてしまう。

　するとクラウディオが、刺とげ々とげしい眼差しをこちらに向けてきた。

「おまえは少し静かにしてろ。──というか、おまえたちも一度、詰所へ戻れ」

　リリアとオリヴィエは、水棲馬の鞍上で「はい！」と敬礼した。

「訓練は明日からだ。ちょうどジュゼが出てくる予定だからな、あいつに見てもらえ」

『ジュゼ』とは、ネプトゥス隊の副隊長である青年だ。彼は隣国との一件で怪我を負い、ひと月ほど仕事を休んでいたのだが、明日から復職する予定となっている。

「俺は一足先に騎士団長の所へ行く。従騎士はおまえが連れて帰れ」

　クラウディオがそう命じると、中堅隊員が「はっ」と返事をした。その途端クラウディオは、イウラートの胴を蹴って走り去っていった。

　──ロンディネの件が、中途半端になってしまったけれど。

　リリアは内心でがっかりしつつも、「大丈夫よ」と自分に言い聞かせた。

　後でもう一度、クラウディオに頼み込んでみよう。今から彼は、いつも以上に忙いそがしくなるだろうから、アンフォッシ家に帰った後のほうがいいかもしれない。

『いいか、あきらめたらそこでおまえのドリームはエンドだぞ！』

　以前、剣術の師から贈られた言葉。それが脳のう裏りにふとよみがえった。

「はい、師匠。絶対にあきらめません！」

　リリアは自らを奮ふるい立たせるべく、大きな独り言を呟いた。そしてオリヴィエが手にしているアンカナを、絶対手に入れてみせる、と思いつつ眺ながめたのだった。
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　その頃、クラウディオは超高速で海の上を駆けていた。

　──どうして王太子が？　なぜ今の時期に、いきなりネプトゥス隊に？

　疑問に思うことはたくさんあった。けれどまずは、何をおいても騎士団長の元へ行かなければならない。そう考えて、とにかく精神を落ち着けることに集中する。

「イウラート、急いでくれ」

　立ち上がった耳元に向けて願うと、イウラートはいつも以上に速度を出してくれた。

　吹きつける潮風をよけて、波の上を滑すべるように走り、あっという間にネプトゥス隊の詰所までクラウディオを乗せて行く。

　そして陸に戻った直後、クラウディオが騎士団長の執務室を訪ねると──。

「やあ、アンフォッシ隊長。早かったね」

　中にはすでに、王太子であるジルバルトがいた。

　濁にごりのない銀色の髪に、落ち着いた赤茶色の瞳。口元に微び笑しようを浮かべる彼は、いつ見ても温厚そうな印象の人物だ。

　彼は白いシャツの上に、コート風の濃のう紺こんのジャケットを着ていた。革のブーツを履いた足を肩幅に広げ、団長室に置いてあるソファに腰をかけている。

　──なんでいきなり視察に来た？

　釈しやく然ぜんとしない気持ちを抱えたまま、クラウディオはジルバルトの前に進み出た。

「申し訳ございません。お待たせいたしました」

　隊服の襟を正し、両足を揃えて敬礼する。

「王立騎士団ネプトゥス隊、隊長、クラウディオ・アンフォッシ。参上いたしました」

　するとジルバルトの対面に座っていた騎士団長が、がははと豪ごう快かいに笑った。

「やっと来たか、待ちくたびれたぞ」

　笑った拍ひよう子しに、左頰にある古傷がわずかに形を変える。

　クラウディオの直属の上司である騎士団長は、茶色の髪に黒い瞳を持つ、四十半なかばの中年男だ。騎士団内では賭かけ事中毒者として、皆に恐れられている。

　団員たち曰く、『団長に捕まると、団長が文もん無なしになるまで付き合わされる』──そう、彼は賭けゲームが好きなくせに、チェスやカードがアホかと思うほど弱いのだ。

「クラウディオ、おまえどこまで行ってたんだ」

「沖に停めてある訓練用の中型船に行っておりました」

「ふーん。だったらもっと早く帰ってこられるはずだがな」

　言外に「海を駆ける速度が遅い。おまえの騎乗技術のせいで」と指摘されたような気がして、クラウディオはむっとする。

　この騎士団長、今は机上の仕事や各隊への指示ばかりの毎日だが、元はネプトゥス隊の凄すご腕うで騎士だ。十六年ほど前までは、隊長として海の上を駆け回っていたのだという。

　ちなみに今、クラウディオの腰にある銀色の飾り帯は、騎士団長のネプトゥス隊時代のものだ。名隊長と名高かった彼にあやかろうと、クラウディオが願って譲り受けたのだ。

「沖の中型船──ということはあれか、ロンディネの訓練か」

「はっ、おっしゃるとおりです」

「あの変態少年と跳ねっ返り娘は使えそうか？」

「──団長、早さつ速そくですが本題に入りましょう。殿下をお待たせしていますので」

　クラウディオは強引に話題を変える。

　第二王子、アルフレード・レオ・バルトランツの例もある。ジルバルトの前で、リリアの話題は出さないほうがいいだろうとの判断だった。

「殿下が視察なされるとのことですが……」

　するとジルバルトが、にこりと笑いかけてきた。

「視察というほど大おお袈げ裟さなものでもないんだよ。ただネプトゥス隊が今、どのような状況にあるのか見てみたいと思ってね」

「はっ、ありがたいことでございます。──この忙しい時期に」

　クラウディオは無表情の上に棒読みで言った。

　ちなみに最後の一言は、もちろん『自分が』という意味だった。

「今年の新隊員も無事入隊したと聞いたし……それにアンフォッシ隊長、君ともいろいろ話をしてみたいと思っていたからね」

「……私と、ですか」

　ただならぬ雰ふん囲い気きに、クラウディオは内心で大いに警けい戒かいした。

　なんだこれは。ジルバルトはいったい何の話をするつもりだ？　問いかけるような眼差しを騎士団長に向けるが、彼は「俺は知らん」とでも言うように、顔を背そむけてしまう。

　念のため、紅茶や菓か子しが置かれているテーブルに視線をやった。

　王立騎士団では有ゆう事じの際を見越して、食器やら本やら服やら、あらゆるものを使った『コディチェ』と呼ばれる暗号方法を用意してある。

　ちなみに団員数人で賭けゲームをする際などにも、このコディチェを駆く使ししてチームを組んだり、イカサマをしたりもする。

　だがもちろん騎士団長のテーブルには、何のコディチェも見当たらないのだった。

　──タヌキじじいめ。面おも白しろがってるな。

　クラウディオは騎士団長をぎろりと睨み付けた。

　すると彼は、にやにや笑いながら、テーブルの上に置かれているカップに手をのばす。

「さて、殿下が持ってきてくださったリヴァフィールド産の紅茶でもいただくかな」

　騎士団長は目を閉じて、紅茶の香りを楽しむような真似をし始めた。

　──じじいめ。香りや味の違いなど、わかりもしないくせに。

　クラウディオは胸の中で、そう毒突いていた。
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　その夜。リリアはアンフォッシ家の階段裏で、膝ひざを抱えて座っていた。

　ロンディネの訓練を自分にもさせてほしい。クラウディオにそう直じき訴そするべく、彼の帰りを待っていたのだ。

　──昼間はつい、隊長のこと怒らせちゃったけれど。

　落ち着いて向かい合えば、彼はきっとリリアの話に耳を傾けてくれるはずだ。

　なぜならクラウディオは、なんだかんだ言いつつも、わりとリリアのことを気に掛けてくれている──ような気がするのだ。気がするだけかもしれないけれど。

「隊長、早く帰ってこないかしら……」

　けれどその夜、アンフォッシ家の玄関扉はなかなか開かなかった。

　帰宅時間はいつだって遅いクラウディオだが、それにしたって今日は遅すぎる。王太子が視察に来たことで、クラウディオの仕事が増えてしまったのだろうか。

　──王太子殿下、すぐには帰られなかったみたいだし。

　本日、ジルバルトは、水棲馬の馬房や騎士たちの訓練を見学したようだった。『ようだった』というのは、彼が滞在している間、リリアは詰所から離れていたのである。

　ジルバルトが現れる直前、リリアは山のような所用をクラウディオから与えられた。

　各宮殿への書類提出やら、ミネルウァ隊への武器の発注やら、先輩騎士たちの公休の申しん請せいやら。そしてそれを済ませる頃には、ジルバルトは宮殿へと戻っていたのだ。

「隊長、遅いな……」

　リリアはふわっと欠伸あくびをした。

　時刻は深夜十二時近く。いつもならばもちろん、ベッドの中にいるはずの時間だ。

　アズーリはすでに、リリアの部屋でぐうぐう眠っている。部屋の隅に作ってあげた寝床がお気に入りのようで、たまに寝言まで言い出す始末だ。

「アズーリの寝言って、面白いのよね……」

『妾も大変なのじゃ』やら『サラキアさまがわがままでの』やら『ワカメ……！』やら。一度は『妾はもう実家に帰る！』という、新にい妻づまみたいな台詞セリフもあった。

　水棲馬の女王は、いったいどんな夢を見ているのだろうか。

　ぷぷっと思い出し笑いをしながら、抱えた膝の上に頭をのせる。するとすぐに、強きよう烈れつな睡すい魔まがリリアの元へ忍び寄ってきた。

　──ダメ。ちゃんと起きて、隊長の帰りを待っていないと。

　しかしリリアの意識は、意志に反して現実と夢の狭はざ間まを彷徨さまよい始めた。

　そして結局、そのまま眠りの世界へと引きずり込まれてしまったのだ。




　──が、それからおよそ数十分後。

「おい、起きろ」

　リリアの五感が、クラウディオの低い声によって揺り起こされた。

「まったく、なんでこんな所で寝てるんだ……」

　彼のクセでもある舌打ち。その音を耳にすると同時に、頰をぺちりと叩かれる。

「……？　隊長？」

　重い瞼まぶたをなんとか引き上げると、リリアの視界いっぱいにクラウディオの顔があった。

　冷たげな青い瞳に、引きしまった頰。どこか色いろ香かを感じさせる唇が、「起きろ」という言葉を素っ気なく紡つむぎ出す。

　──隊長、やっと帰ってきてくれた。

　それが嬉うれしくて、リリアは寝ぼけながらも口元をほころばせた。

「隊長、おかえりなさい……」

　この家に下宿し始めた頃、リリアが『おかえりなさい』と出迎えただけで、彼は『俺に関わるな！』不機嫌になった。けれど最近は、戸と惑まどいながらもこう答えてくれる。

「──ああ」

　たった二文字。『ただいま』だなんて絶対に言ってくれない。けれどそんなちょっとした変化が、リリアにとってはものすごく嬉しく感じられた。

「というか、おまえはここで何してる。風か邪ぜでも引きたいのか」

　クラウディオはぶつぶつ文句をこぼしながら、リリアの前にしゃがみ込んだ。

「しかもまたそんな格好をしやがって……おまえはアホか？」

　バサッと音がすると同時に、リリアの目の前が「わっ」と真っ黒になる。

　どうやらクラウディオが、隊服の上着をリリアの頭に被せたらしい。あたふたしつつも顔を出すと、彼は白いシャツ姿になっていた。

「でも、今日はちゃんとボレロも着てるんですよ？」

　やっと目が覚めたリリアは、ボレロの裾を両手で摑つかんで主張した。

　しかしクラウディオは、「いいから着てろ」と、有う無むを言わせぬ口調で命じてきた。

「で、いったいなんなんだ」

「隊長を待ってたんです。ちょっと聞いていただきたいことがありまして」

「そうか、よく待ってたな」

「えっ」

「──とでも言うと思ったか、このバカ娘が！」

　怒鳴りつけられると同時、頭とう頂ちよう部ぶをがしっと鷲わしづかみにされた。クラウディオの大きな手が、お仕し置おきとばかりにリリアの頭を揺さぶってくる。

「や、何するんですか、やめてください……！」

　リリアは亀かめのように首を竦すくめたが、それでもクラウディオは手をどけてくれなかった。

「風呂上がりにそんな薄着でいたらどうなるかわかってんだろてめぇ。あぁ？　それとも体調を崩して仕事を休みたいのか？」

「まさか……そんなわけありません！」

「しかも今、何時だと思ってやがる。明日、遅刻したら全員対おまえで剣術大会やるからな、覚悟しとけよ！」

　剣術大会はむしろやりたいくらいだが、全員対リリアではあまりに分ぶが悪すぎる。

　リリアの実力を考えると、まともに斬きり結べたとしても十二、三人程度だろう。もしそこにクラウディオやジュゼが加われば、一いち撃げきでやられてしまうかもしれない。

「ち、遅刻だけはしないよう気をつけます……」

　ロンディネの件を認めてもらえたら、すぐにベッドに入ろう。絶対にそうしよう。

　そう決意していると、クラウディオの手がやっとリリアの頭から離れていった。

「で、話とはなんだ。三分だけ時間をやる」

　クラウディオはすっくと立ち上がり、居間のほうへと歩いて行った。

「あっ……隊長、待ってください！」

　リリアは慌ててそのあとを追う。

「あの、ロンディネの件なんですけど……」

　するとクラウディオは、「あぁ？」と、ものすごい形相でこちらを振り返った。

「おまえ、まだその話をするつもりか」

　わずらわしげにそう言われて、リリアはしまった、と息をのむ。

　怒らせないよう気をつけるつもりだったのに、この時点ですでに失敗気味だ。階段裏でうたた寝をしていたことで、彼の機嫌を損そこねてしまったのかもしれない。

「ごめんなさい。でもわたし、どうしてもロンディネをやりたくて……」

「俺はまたてっきり、鳥の件かと思ったがな」

「え？　鳥？」

　その瞬間、リリアは「あっ！」と口元を手で押さえていた。

　アズーリがリリアの部屋で眠るようになって、早十日。その件をまだ、家主であるクラウディオに報告していなかったのだ。──というか、実はすっかり忘れていた。

「ごめんなさい、実はわたしの部屋に海鳥がいるんです。それでその鳥は──」

　姿を変えたアズーリなんです。そう告白するつもりだった。

　しかしクラウディオは、「べつにどんな鳥でもいい」と、リリアの話を遮さえぎってくる。

「鳥を飼うこと自体はかまわん。が、そういうことはあらかじめ俺に報告しろ」

「あ……はい。すみません」

　強い口調で言われて、うっかり普通に返事をしてしまっていた。

「それからおまえ、扉を壊したことも黙ってただろう。あれはさすがにふざけすぎだぞ。あんなに穴を開けやがって……というかあれは嫌がらせか？　あぁ？」

　今度は、アズーリが壊した玄関扉の件に話が移行する。

　そういえばそれもまだ謝っていなかった。──というか、これもすっかり忘れていた。

「応おう急きゆう処しよ置ちはしておいたが、後で扉を取り替える必要があるからな。その時の費用はおまえもちだぞ。せいぜい金を貯ためておけよ」

「うっ……はい、すみませんでした」

　リリアはがくりと肩を落とした。

　そんなことにお金を使うのなら、田舎に引っ越した家族に仕送りをしたいくらいだ。しかしアズーリの主はリリアなのだ。彼女の粗そ相そうの責任は、やはりリリアがとるべきだろう。

「ていうか隊長、わたしの話はそれじゃなくて……！」

　この際、アズーリの話は後回しだ。

　まずはロンディネの件を、クラウディオに認めてもらわなければいけなかった。

「わたし、どうしてもロンディネを習得したいんです！」

　リリアはクラウディオの元へ走り寄り、揺るぎのない視線を彼に向けた。

　ここで急きゆう遽きよ、『熱意を見せつけて折れてもらおう作戦』に変更する。

「お願いします。十日……一週間でもかまいません。わたしにも練習させてください」

　しかしクラウディオは、シャツの襟えり元もとを緩めながら「ダメだ」と即答した。

「あれは女子隊員には必要ないものだ」

「でも、習得しておいて損はないと思うんです！」

「しつこい。邪じや魔まだ。どけ」

　彼はリリアを押し退のけ、居間のソファにどかっと腰を下ろす。

「隊長、話を聞いてください！　わたし、本気でお願いしてるんです！」

　リリアはなんとか食い下がろうとした。

「従騎士の仕事はちゃんとします。なんなら朝、仕事が始まる前に練習しますから」

　だがクラウディオは、野良犬を追い払うような動作で「しっしっ」と右手を振ってきた。

「ダメだと言ったらダメだ」

「そんな、どうしてですか……！　だったらわたしが納得する理由を教えてください！」

「──危ないからだ!!」

　ぴしゃりと怒鳴りつけられ、リリアはびくっと体を震わせた。

「あれは男子隊員でも相当苦労する。手の皮はボロボロ、体は痣あざだらけ、それに失敗する度たび海に落ちる！　そんなものをやらせられるかっつうんだこのアホが！」

　ドンッ。クラウディオの拳がテーブルに叩きつけられた。

「おまえが女扱あつかいされたくないのはわかってる。──が、おまえは女だ。自覚しろ」

　気づけばクラウディオの瞳がこちらに向けられていた。

　目が合った瞬間、心臓を射い貫ぬかれたような気がして、リリアはパッと視線を逸そらす。

　女子隊員だからといって、特別扱いはされたくない。それはずっと前から抱き続けているリリアの本心だ。けれどクラウディオが、予想以上に自分を異性として扱っている──その事実に動揺して、リリアはどうしたらいいのかわからなくなった。

「……わたし、騎士になりたいんです」

「耳にタコだ」

「でもロンディネを習得できなければ、騎士になんて絶対なれないじゃないですか……！」

　それでもクラウディオは、「ダメだ」と繰り返すばかりだ。しれっとした顔で、テーブルの上のワイン壺つぼに手をのばしている。

　──これだけお願いしても認めてもらえないなんて。

　真っ当に願えばなんとかなるだろうとの考えは、どうやら甘かったらしい。

　だがそれでも絶対にあきらめたくはない。まずは従騎士として一人前にならなければ、リリアの夢に未来はないのだ。

　となったら作戦を変更し、別方向から攻めてみるしかない。そして、その手始めに。

　──泣き落としよ！

　リリアはカッと目を見開いた。

「うっうっ……隊長、お願いです。どうかわたしにもロンディネをやらせてください！」

　わあっと泣きながら目元を覆い、ずずっと洟はなを啜すする真ま似ねをしてみせる。けれどそれがあまりにひどい出来だったので、「ちょっと待った！」と、ストップをかけた。

「あの……ごめんなさい。やっぱり今のはなしにしてもらってもいいですか？」

　こっぴどく叱られるのが目に見えていたので、あえて取り消しを自己申告する。

「懸けん命めいな判断だな」

　クラウディオは顔色一つ変えずに、赤紫色の液体を口に含んでいた。

「で、次は何をするつもりだ？　せいぜい楽しませてくれよ」

　嘲あざけるようにそう言われて、さすがにリリアはイラッとする。

　熱意を見せてもダメ。泣き落としは使えない。──だったらこれだ。リリアに残された、最後で究極で勝率の高い手段。もうこれを使うしかない！

「隊長、こちらを見てください」

　リリアは夜着のポケットから、一通の手紙を取り出した。それは何の変へん哲てつもない、白い横長封ふう筒とうだった。けれどクラウディオには、その手紙がなんであるのか一目でわかるらしい。

「そ、それは……っ!!」

　彼は雷かみなりに打たれたような顔をして、ソファから腰を浮かした。

「おまえそれ、アドルフォからの……！」

「隊長、ここ最近、弟さまからのお手紙は届いていましたか？」

　リリアがちらりと視線をやると、クラウディオは一瞬、言葉に詰まったようだった。

「いや、それは……十一日前から途と絶だえているが……」

　もちろんオルガから聞いて知っていた。

　そしてクラウディオが、催さい促そくの手紙を弟に送りまくっているということも。弟が『クラウ兄を止めてくれ』という趣しゆ旨しの手紙を、オルガに送ってきたということも。

「可哀想な隊長……しつこくしすぎて、弟さまを怒らせちゃったんですね」

　するとクラウディオは、「うるさい！」と、声を尖らせ始めた。

「あいつは照れてるだけで、べつに俺のことを怒ってなど……怒ってなど！」

「そんな隊長にこのお手紙です。これは昨日、オルガさん宛あてに届いたもので、弟さまの近況が記しるされているそうです」

「なにいっ!?」

　クラウディオはもう完かん璧ぺきに立ち上がって、リリアのほうに手をのばしてきた。

　──食いついた！

　エサを投げ入れるや否や、大物が針にかかってくれた。

　あとはエサだけを食い逃げされないよう、気をつければいい。

「この手紙、オルガさんがくれたんです。『何かあった時には使ってください』って」

　昨日、リリアが帰宅した時。自室のドアにはこの手紙と、オルガからの『何かありましたらこれで坊ぼつちゃんを黙らせちゃってくださいな』というメッセージが挟はさまれていた。

　まさかこんなに早く使うことになるとは思わなかったが、念のためポケットに忍ばせておいて正解だった。オルガには後で、何か賄わい賂ろでも贈っておこう。

「どうですか隊長、この手紙が欲しいですよね？」

「ほ、欲しい……」

　クラウディオは熱に浮かされているかのように、リリアの前までふらふら歩いてきた。手紙をじっと凝視し、両手を前にのばすその姿は、さながら生ける死体のようだ。

「頼む、その手紙を俺にくれ……！」

「でしたらわたしにロンディネの訓練をさせてくれますか？」

「も、もちろんさせてやる……！」

　その瞬間、リリアは「きゃ──っ！」と歓かん喜きの声を上げていた。手紙をエサにすれば結果的にこうなるだろうとは思っていたが、あまりにちょろすぎてびっくりした。

「ありがとうございます！　わたし、絶対に習得してみせますから！」

　そう宣言した直後、クラウディオはハッと我に返ったようだった。

「ちょ、ちょっと待ちやがれ！　俺は今、何を……！」

　彼は血相を変えて、あたふたと狼狽え始める。

　けれどもう遅い。クラウディオははっきり『させてやる』と言ってしまったのだ。そしてこの手紙をエサにすれば、結局、彼は何度だって『いい』と言ってしまうのだから。

「くっ……おまえ！　また汚い手を使いやがって……！」

「ごめんなさい。でもどうしてもロンディネの訓練をしたかったんです」

　申し訳ありませんでした。そう口にしながら、クラウディオに向けて深々と頭を下げる。

　すると彼は、忌いま々いましげに「ちっ」と舌打ちをした。

「──一週間だ。それでダメだったら騎士になるのをあきらめろ！」

「えっ……!?　ロンディネだけじゃなくて、騎士になるのもダメなんですか!?」

　まさかそこまでの覚悟を要求されるとは思わなくて、リリアは大いに面めん食くらった。

「それは嫌です！」

「アホか。ロンディネができなければどっちにしろ騎士にはなれないだろうが」

　そうだった。しかもリリアは、先ほど自分でそう口にしていたのだ。

「この先、いちいち騒がれるのも面倒だからな。おまえも覚悟を決めろ」

　クラウディオは、再びソファにどかっと腰を下ろした。

　その横に突っ立ったまま、リリアはひとしきり考え込む。

　──ネプトゥス隊の騎士になることをあきらめる。

　その重大すぎる決意をするには、ロンディネの訓練期間が短いことが気掛かりだった。

　昼間、先輩隊員に聞いたところによると、ロンディネを習得するまでの平均期間はだいたい半月程度。だとしたらリリアもそのくらいは欲しい。

　しかしクラウディオは、期限をのばすことはしてくれないだろう。自分が一度口にしたことには、よくも悪くも責任を持つ。彼はそういう人だ。

　だからこそ訓練を『させてやる』と言ったことだって、撤てつ回かいしないでいてくれる。

「──わかりました」

　覚悟を決めたリリアは、クラウディオの前で重々しく頷いた。

「そのかわり明日からの一週間は、なるべくロンディネの訓練をさせてください」

　各所への伝令や武器の手入れ、そして馬房の掃除など、雑用が山ほどあることはわかっている。しかし自分の夢を賭けるなら、できるだけ訓練に没ぼつ頭とうさせてもらいたかった。

　するとクラウディオは、「わかった」と、首を縦に振ってくれた。

「できる限り時間は作ってやる。だが、怪我した時点で訓練は強制終了にするからな、せいぜい気をつけてやれよ」

「え……!?」

「返事は！」

「は、はい！　了解です！」

　リリアは反射的に敬礼をしてしまっていた。

　となったら今、リリアがするべきことは一つだけだ。即座にベッドに入って、明日の朝までに体力を回復させる。疲つかれて怪我などしてしまわないように。

　──絶対の絶対にロンディネを習得してみせるんだから！

　あらためてそう決意したリリアは、夜着のスカート部分をつまんで優ゆう雅がに膝を曲げた。

「ありがとうございました。ではおやすみなさいませ」

　だがすぐに、クラウディオに「おい」と呼び止められる。

「おまえふざけるなよ。アドルフォからの手紙を今すぐここに置いていけ！」

「はっ……そうだった」

　ロンディネの件で頭がいっぱいで、エサを渡すのをすっかり忘れていた。

「ごめんなさい。これがエサ──じゃなくて、弟さまからの手紙です」

　白い封筒を差し出すと、クラウディオはひったくるようにしてそれを受け取った。

　そして再び、リリアに向けて「しっしっ」と右手を振ってきたのだ。
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　翌日、リリアはいつになくご機き嫌げんだった。

　今日の午後からオリヴィエと共に、ロンディネの訓くん練れんに入れる。そう思うだけで口元が緩ゆるみ、自然と笑顔になっていた。

　午前中、クラウディオから所用を頼まれたが、その時もリリアはにやけ顔だった。あまりに上機嫌すぎて、『気味悪いな』と、クラウディオにひかれてしまったほどである。

　そして昼休みの今も、鼻はな唄うたを口ずさみながら神しん殿でんへと向かっている。

　クラウディオから『午後一番に書類を持って行け』と命じられていたのだが、昼休みのうちに済ませてしまえば、すぐにでも訓練に入れるだろうと思い立ったのだ。

「神殿の受付にいる神官に、この書類の束たばを渡してくればいいのよね」

　書類の束は一つ。それをしっかり胸に抱かかえて、飛び跳はねるようにして神殿へと向かう。

　するとその時、背後からいきなり話しかけられた。

「ずいぶんとご機嫌ですね」

「え……？」

　足を止めて振り返ると、そこには金色の髪かみと水色の瞳の、気品ある青年が立っていた。

　真っ白な神官服をその身にまとった彼は、口元に輝くばかりの笑みを浮かべている。

「レオさん……！」

　彼の名前はレオ。海かい神じんネプトゥスの神殿に勤つとめる神官であり、イタいほどの自じ己こ陶とう酔すい者しやだ。そして彼は、アズーリの存在を知る数少ない人物でもある。

「レオさん、お久しぶりです！　お元気でしたか？」

　リリアが興こう奮ふん気ぎ味みに歩み寄ると、レオは「もちろん」と頷うなずいた。

「僕はいつだって元気ですよ。──全世界の乙女のためにね」

　そんなことを言いながら、彼は頭が取れてしまいそうなほどの勢いで前髪を搔かき上げる。

「僕に会っただけでそんなに興奮してしまうなんて、相あい変かわらず可か愛わいい子こ猫ねこちゃんですね」

　ぞぞぞぞっ。リリアの全身に、拒きよ絶ぜつ反はん応のうともとれる鳥とり肌はだが立った。

「れ、レオさんも相変わらずですね……」

　相変わらずイタい人ですね。そういうつもりで言ったのに。

「そんな、相変わらず海神ネプトゥスのように美しいだなんて、わかりきっていることをおっしゃらなくても」

　彼は額ひたいに手をあてて、何やら悩なやましげなポーズをとっている。

「いえ、そんなことは言ってませんけど……」

「では相変わらず女め神がみサラキアのように美しい、とおっしゃったんですね？」

「それも言ってません」

　リリアは即そく座ざに否定した。

　というか正直そんなことはどうでもいい。それよりももっと、大切なことがあるはずだ。

「わたし、レオさんにお会いしたかったんです。でも何度神殿を訪たずねても、レオさんはいらっしゃらなくて……」

　そう、実はリリアは、ここひと月の間に八度ほどレオを訪ねていたのだ。けれどそのたび、受付の神官に『外出中です』と告げられ、彼と会うことはできなかった。

「ああ、それはすみませんでした。実は受付には、僕のファンが来たら外出中だと応こたえるように命じてあるのですよ」

「そうなんですか!?　えっ、ていうか『ファン』て……」

　本当に実在しているのだろうか。レオの頭の中だけではなく、この現実世界に。

「ファンが訪ねてくる度たびに呼び出されていたら、仕事にならないでしょう？」

　レオは「はははは」と笑って、再び前髪をパサッと搔き上げる。

「それで？　リリアさんは僕に何の用だったんですか？」

「お礼を言いたかったんです」

「僕がこの世に存在していることに？　それとも僕があなたの心の恋人であることに？」

「そうじゃなくて……！　あの時、わたしを助けてくださったことに」

　ひと月ほど前。隣りん国ごくノワールとの海戦の際に、リリアを助けてくれたのはレオだった。

　アズーリの存在を知らず、海に出られずにいたリリアに、彼はアズーリの召しよう還かんの仕し方かたを教えてくれたのだ。

「本当にありがとうございました。……レオさんのおかげでアズーリに乗ることもできましたし、ネプトゥス隊に入隊することもできたんです」

「アズーリ……青の女王レジーナ・アズーリのことですね」

「はい。その名のとおり、彼女は水棲馬スイレーナの女王でした」

　するとレオは、熱に浮かされたようにほうっと熱い息を吐はいた。

「やはりそうでしたか。あの銀色に輝く馬体……僕より美しいものを見たのは初めてです」

　そんなアズーリが、海鳥に化けて辺りをうろついていると知ったら、彼はどう思うだろう。そして彼女が、恐おそろしいほどの毒どく舌ぜつ女王だと知ったら。

「水棲馬にさわれない隊員がいる──そんな報告を受けた時に、僕はもしや、と思いました。そしてあなたの右の手の平にある『レジーナ・アズーリ』との文字。それを見て確信したんです。──水棲馬の女王を手に入れている者が、今の世にいるのだ、と」

「……どうしてですか？」

　リリアは首を傾かしげた。

「レオさんはどうしてアズーリの存在を知っていたんですか？」

　ネプトゥス隊の隊長であるクラウディオですら、アズーリの存在どころかリリアが水棲馬にさわれない理由もわからなかった。それなのになぜレオは知っていたのだろう。

「本で読んだんです」

「本……？」

「それは選ばれし者だけが手に取ることができる本なんですよ」

　レオは悪いた戯ずらっ子のように、片方の目をぱちりと閉じた。そして雲一つない青空を仰あおぎ、いきなり両手をパッと大おお袈げ裟さに広げる。

「そう、僕は選ばれし人間なんです。この美び貌ぼう！　この頭脳！　全人類の至し宝ほうとして生まれ、性格までもが聖人のように優すぐれているなんて……まさに奇き跡せきっ!!」

　──うわっ、なんか前よりひどくなってる！

　その勢いきおいに気け圧おされ、リリアはつい二、三歩後あと退ずさってしまっていた。

　これはさっさと立ち去ったほうがいいかもしれない。彼への感謝の気持ちは、きっと充じゆう分ぶんに伝わったはずだ。あとは折おりを見て、お礼の品でも贈おくっておけばいいだろう。王都フェネツァの銘めい菓か『水棲馬クッキー』、それならみんな大好きなはずだ。

「そ、そうですか……ではわたしはこのあたりで。仕事がありますので」

　にこやかに笑って、ぺこりと一礼する。そのまま踵きびすを返し、早さつ速そく歩き出した。

　けれどすぐに、「リリアさん」と名を呼ばれ、肩を並べられる。

「あなた、神殿に行かれるのでしょう？　どうせだったら一緒に行ってあげますよ」

「くっ……」

　脱出失敗だ。距離にしてあと数百メートル。早足で歩いたとしても、数分はかかる。

「じゃあなるべく急いで……というか、競きよう争そうしません？　どっちが早く着けるか！」

　そんな子供のような提案をしつつ、リリアはすたすたと歩き続けた。

　しかしそこで、レオがいきなりピタリと足を止めた。

「……？？　レオさん？」

　どうしたのかと振り返ると、彼は強こわ張ばった顔で神殿の方角を見つめている。

　初めて目にしたその表情に、リリアは若じやつ干かんの緊張を覚えた。レオは人が変わってしまったかのように、険けわしい眼まな差ざしをただまっすぐ前に向けていたのだ。

「レオさん、どうかしたんですか……？」

　リリアは彼の視線を追った。

　すると神殿の方角から、こちらに向かって四人の男たちが歩いてくることに気がついた。

　先頭に立っているのは銀色の髪の青年だ。歳としは二十代半なかばくらいだろうか。品のある顔立ちに、上質そうなシャツやジャケットがよく似合っている。

　その後ろに従うようにして控ひかえているのは、白い隊服を着たミネルウァ隊の隊員たちだ。一見して中堅どころのベテラン隊員。ということは、先頭にいる青年は、よほど身分の高い者なのだろう。

　リリアは道の端はしにサッと身を寄せた。しかしレオは、その場から微び動どうだにしなかった。

　それどころか表情をよりいっそう険しくして、青年のことを睨ねめ付けている。

「レオさん？　どうかなされたんですか？」

　そうこうしているうちに、件くだんの一行がリリアたちの前までやって来た。

「やあ、レオ。久しぶりだね」

　その青年がレオに向かってすっと右手を上げたので、リリアはびっくりした。

「最近おまえに会う機会がなかったけれど、元気だったかい？」

　青年が足を止めると、ミネルウァ隊の隊員たちも即座に立ち止まった。揃そろって一礼し、青年とレオからやや距離をとる。

　──今、レオさんに向かって頭を下げたような？

　リリアは内心で、んん？　と首を捻ひねった。

　リリアの勘かん違ちがいだろうか。あるいはレオは、リリアが予想するよりもずっと身分の高い神官なのかもしれない。中堅隊員たちから、うやうやしく頭を下げられるほどに。

　そんなことをぼんやり考えていると、レオがやっと口を開いた。

「ええ、僕はいつだって元気ですよ。──たとえあなたに、どれほど疎うとまれていようともね」

　予想外に発せられた刺とげ々とげしい言葉。

　驚おどろくあまりに、リリアはつい「レオさん？」と、彼の名を呼んでしまう。

「目め障ざわりな僕とこうして顔を合わせてしまうなんて、あなたもとんだ不運ですね。さぞかし忌いま々いましく思っていらっしゃることでしょう」

「レオ、私はそんなことは……」

「ですがお互い様だということを忘れないでくださいね？　僕だって今、反へ吐どが出そうなくらいに気分が悪いんですよ？」

　レオは眩まぶしいほどの笑顔で、けれど口からは殺さつ伐ばつとした言葉を吐き続けていた。

「これに懲こりたらどうぞ神殿の辺りはうろつかないでくださいね」

「待ってくれレオ、私はいつだっておまえのことを気にかけていて──」

「さあリリアさん、早く行きましょう。僕との夢時間の途中でしたでしょう？」

「え……」

　いきなり話を振られて、リリアは大いに面めん食くらった。

　このささくれ立った空気の中、どんな返事をすればいいのか、さっぱりわからなかった。

　するとレオは、こちらの反応も待たずに「行きますよ」と、その場を後にした。

「す、すみません……失礼いたします」

　銀色の髪の青年に向かって一礼。リリアは慌あわててレオの背中を追いかける。

　だがすぐに、その青年に呼びとめられた。

「君、ちょっと待って」

「はい？」

　反射的に振り返れば、その青年と間近で向き合う形になった。

「その黒隊服……君はネプトゥス隊の今年の新隊員だね？」

「はい。リリア・コルテーゼと申します」

「君はあの子とは……レオとは親しくしているのかな？」

　親しいとは、そもそもどの程度の関係を指すのだろうか。その基き準じゆんがよくわからなくて、リリアはしばし考え込んだ。そして答えを出せぬまま、口を開きかけた時。

「彼女にちょっかいを出すのはやめていただきたい！」

　背後からぐいと腕を摑つかまれ、そのままレオのほうに引き寄せられる。

　どうやらレオは、リリアがついてこないことに気づいて引き返してきたらしい。青年から遠ざけるように、リリアのことを自分の背後に押しやった。

「レオ、私はべつにちょっかいなど出す気はないよ」

「知っています。僕から全すべてを取り上げたいだけなんですよね。──けれど彼女はダメだ」

　リリアの腕を摑むレオの手に、ぎりりと力が籠こめられる。

「ちょっ、レオさん、痛っ……」
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　よほど余裕がないのか、レオは力を加減することを忘れてしまっているようだった。

　それにしたって痛すぎる！　リリアは唇くちびるの隙すき間まから、呻うめき声を漏もらす。

「よく覚えていてください。このタヌキみたいな娘は、僕が見つけ出したんです」

「レオさん、それわたしに失礼っ！」

「ですから手出ししないでください。このタヌキは僕だけのもので──」

　タヌキみたいな娘から、ただのタヌキになった！　そのことに驚きよう愕がくした時。

「──違う」

　さらに背後から、リリアの腰が抱かれるようにしてさらわれた。

　不意をつかれたのだろう。その拍ひよう子しにレオの手が、リリアの腕から離れていった。

「これは俺の──俺の隊のものだ」

　耳元で囁ささやかれた言葉に、リリアの背筋がぞくりと粟あわ立だつ。

　ふと振り返ると、リリアのすぐ背後にクラウディオがいた。彼は相変わらずの不機嫌顔で、リリアを抱えるようにして立っている。

「隊長……？　どうして？」

　呆ぼう然ぜんと問うた直後、心臓がひやりと凍こおりついた。

「えっ！　もしかして昼休みってもう終わっちゃったんですか!?」

　また怒られる！　そう予感して、リリアは完全に落ち着きをなくしてしまう。

「ごめんなさい！　でも書類を持って行こうとしたのでこれはある意味すでに仕事に入っている状態であり、一いち概がいに遅刻したと判断されるのはちょっと……！」

　怒ど濤とうの勢いで言い訳をすると、リリアの腰からクラウディオの手が離れていった。

　彼は銀髪の青年を見て、その後にレオを一いち瞥べつして、そして最後にリリアに視線をくれる。

「休きゆう憩けい時間はまだ終わってない。──が、こんな所でなに遊んでやがる。そろそろ戻らないとどっちにしろ遅刻だぞ！」

「はい、すみませんでした！」

　クラウディオは、審しん議ぎ会かい宮きゆう殿でんから詰つめ所しよに戻る途と中ちゆうのようだった。偶ぐう然ぜんにもリリアの姿を見つけたので、この場に入って来てくれたらしい。

「午後からはロンディネの訓練だろうが。ほら、さっさと行くぞ。書類は別のやつに届けさせる」

　早口で急せかされ、リリアは「はい」と、書類を片手に敬けい礼れいした。

「お二方とも、そういうわけになりますので、どうかご容よう赦しやくださいませ」

　クラウディオはリリアの背後に向けて、深々と頭を下げている。

「何かお叱しかりの言葉がございましたら、騎き士し団長を通して私をお呼びください」

「叱る？　君の何を叱ればいいのかな？」

　銀髪の青年が、穏おだやかな微び笑しようを浮かべた。

「仕事中の彼女を呼び止めてしまったのは私たちだ。彼女にも君にも何の落ち度もない」

「はっ、そうおっしゃっていただけること、感謝いたします」

　では失礼いたします。そう言って、クラウディオは流れるような動作で敬礼する。

　──わっ、隊長が敬礼するなんて。

　その姿は、ごく稀まれにしか見ることのできない貴重なものだった。ということはやはり、あの青年は相当に身分の高い人物なのだろう。

「行くぞ。沖の船でジュゼが待っているはずだ」

　クラウディオに腕を摑まれ、リリアは引きずられるようにしてその場から離れた。

「隊長……あの銀色の髪の方って、どなたなんですか？」

　しかしクラウディオは、「高い地位にある方だ」とだけしか答えてくれなかった。すぐに無言になって、リリアの前をすたすた歩き続けている。

「隊長、レオさんのこともご存知なんですか？　……わたし、レオさんが偉えらい神官だって知らずにお話ししてたんですけど」

「あちらも身分の高い方だ。だからおまえも迂う闊かつに近寄るなよ」

「そうですよね……何か粗そ相そうしたら大変ですものね」

　一度、レオに向かって『このケチ男っ！』と暴ぼう言げんを吐いたことがあるのだ。知らなかったとはいえ、なんて恐ろしいことをしてしまったのだろう。

「というか、おまえしばらく詰所から出るな。宮殿にも神殿にも近寄るのは禁止だ。書類の提出はしばらく他のやつに行かせる」

「えっ、どうしてですか？」

「嬉うれしくないのか？　その分ロンディネの訓練に時間をあてられるんだぞ」

　それは当然、嬉しいに決まっている。

　けれど詰所からの外出自体を禁止される理由がわからなかった。

「もしかして……偉い方相手に、わたしが失礼を働きそうだから、とかですか？」

　試しにそう問うてみたら、「そうだ」と即答された。

「おまえがへまをやらかせば、まず間違いなく俺も罰ばつせられるからな」

　リリアの直属の上司はクラウディオとジュゼだ。だからこそ彼らには、いつだってリリアを監かん督とくする義務がある。そしてもちろん、失しつ態たいを犯おかした時の責任をとる義務も。

「でも、いくらなんでも、そう簡単に身分の高い方に失礼は働きませんよ？」

　リリアは小さな唇をツンと尖とがらせた。

「……そういえば、おまえもそうだったんだよな」

「え？」

「身分。高かったんだろう？」

　クラウディオは、コルテーゼ家が没ぼつ落らくする前のことを言っているようだった。

「でもうちは……貴族と言っても、職を持ってこその宮廷貴族でしたし。それに父以外は宮殿に出入りしてませんでしたから」

　というよりも、リリアが宮殿に出入りする前に落ちぶれてしまったのだ。おかげで淑しゆく女じよとしてのマナーやダンスの技術などは使わずじまいだ。

「だが本来なら、おまえもあの方たちと会話を楽しめるような立場だったはずだ」

「どうでしょう。わたしは身分の高さなんて、あまり感じることなく過ごしてましたけど」

　むしろ貴族の娘としては、あまり厳きびしくされることなく育ててもらったような気がする。

「……あの、隊長。助けてくれてありがとうございました。実は困ってたんです。どうしていいのかわからなかったから……」

　ひと月ほど前にレオと出会い、顔を合わせたのはまだたったの数度。それでも今日のレオが普通の状態じゃなかったということは、リリアにもわかる。

　あの青年となんらかの確かく執しつがあるのだろう。レオは青年のことを、一方的に憎んでいるようだった。もしかしたら彼は、リリアが考えているよりも複雑な人物なのかもしれない。

　──レオさん、どうしちゃったんだろう。

　リリアの腕を必死に摑んできた彼の手の感かん触しよく。それを思い出し、胸が締しめつけられるような心地になった。彼の険しい表情が、リリアの脳のう裏りに焼き付いて離れない。

　リリアは無意識のうちに、「大丈夫かしら……」と呟つぶやいていた。

　すると頭上で、クラウディオが呆あきれたように息を吐く。

「ぼけっとしてるならロンディネの訓練は中止だな。怪け我がする確率が上がるだけだ」

「え……!?」

　そこでようやく、リリアの頭の中のスイッチが切り替わった。

「だ、大丈夫です！　絶対に怪我なんてしませんから……！」

　怪我をしたら即刻終了。そんな約束をクラウディオとしていたことをすっかり忘れていた。もうすぐ訓練が始まるというのに、確かに頭の中をぼんやりさせている場合ではない。

「だったらいい。が、訓練中に少しでもぼけっとしたらどうなるかわかってんだろうな」

「それは……もしかしてその場合も、『即刻中断』ってことですか？」

「正解だ」

　クラウディオは「いくぞ」と、歩く速度をさらに速めた。
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　ネプトゥス隊の詰所に戻ると、クラウディオは早速、リリアとオリヴィエに命じてきた。

「従騎士二人は五分以内に水棲馬に騎き乗じようする準備をしろ」

　そのためリリアは、自分専用の馬ば具ぐを揃えてすぐに馬ば房ぼうに飛び込んだ。鞍くらやら鐙あぶみやら手た綱づなやらを一通り点検し、慣なれた手つきで次々とファヴィに取り付け始める。

「リリアさん、これって何に使う道具だっけ……」

　二つ向こうの房ぼう室しつでは、オリヴィエが同じ作業をしていた。

「それは手綱以外のなんでもないと思うの」

「あ、そうか……そうだよね。僕を叩たたく鞭むちじゃないよね……」

　あまりに視力が悪すぎて、似ている道具と見間違えてしまったらしい。彼は何度も眼鏡めがねをずり上げながら、数々の馬具と格かく闘とうしていた。

「オリヴィエ、あとどれくらいで行けそう？」

「うん、もう大丈夫……今ちょうど終わったから」

「じゃあ今日からロンディネの訓練、怪我しないように頑がん張ばろうね！」

「お互い気づいたことがあったら言うようにしよう……そのほうが上達も早いと思うし」

　やがて準備を終えた二人は、クラウディオと共に沖の中型船へと向かった。

　途中、オリヴィエが何度か別方向に水棲馬を走らせかけたが、その度にクラウディオが軌き道どう修正していた。彼はあっちに行ったりこっちに来たり、何かと忙いそがしそうだった。

「おーい、こっちこっち！　ここだよー！」

　沖に出ると、船の前で一人の隊員が待っていた。

　焦こげ茶色の髪と黒い瞳の、優しげな顔立ちの青年──ネプトゥス隊の副隊長であるジュゼだ。彼は自分の水棲馬にまたがり、両手をこちらに向けてぶんぶん振り続けている。

　どうやら彼は、昼食をとり終えるなり一足先にここに来ていたらしい。リリアとオリヴィエのために、船の側面や縁ふちに異常がないか、確認作業をしてくれたようだった。

「副隊長！」

　元気そうなジュゼを見て、リリアの頰ほおは自然と緩んだ。

「副隊長、お久しぶりです！」

「リリアちゃん！　わー久しぶり。元気だったー？」

　ジュゼは相変わらずの軽い調子で、にこりと笑いかけてきた。

「ええ。それよりも副隊長のほうは？　怪我はもう大丈夫なんですか？」

「超大丈夫！　ていうかもっと早く出てきたかったんだけどねー。医者がオッケーしてくれなくてさ。あっ、でも女医さんだったんだよね！　それは楽しかったんだけど」

　元気がありあまっている様子の彼は、話しながらも右腕をぐるぐる振り回している。

「ジュゼ、そのくらいにしておけ。傷口が開いたらどうするんだ」

　見るに見かねたのか、クラウディオが口を挟はさんできた。

「えー大丈夫だって。誰かさんがびっくりするほど綺き麗れいに斬きってくれちゃったからさ、くっつくのも早かったんだよねー」

　ジュゼはリリアに向けて、「ね？」と、悪戯な笑みを閃ひらめかせる。

　実はジュゼの怪我は、クラウディオに斬りつけられたものなのだ。

　けれどそれを知っているのは、当の本人たちとリリアの三人だけ。ネプトゥス隊の皆は、ノワールの間諜スパイに負おわされた怪我だと思っている。

「そういえばリリアちゃんもオリヴィエも正式配属されたんだったよねー。おめでとう」

　ジュゼはぱちぱちと祝福の手て拍ばたきをしてきた。

「で、クラウから聞いてるよね？　今日から俺が二人の訓練を見ることになったからさ」

　リリアとオリヴィエは、ジュゼに向かって「よろしくお願いします」と頭を下げる。

「二人ともアンカナはもらったんだよね？」

「いえ、それが……わたしはまだいただいてなくて」

　リリアはクラウディオのことをちらりと覗のぞき見た。

「えーそうなの？　クラウ、リリアちゃんの分どうするつもりー？」

　するとクラウディオは、リリアに向けて右手をすっと差し出してくる。

「落とすなよ」

　彼の右手が再び動いた瞬しゆん間かん、赤いロープの束が勢いよく宙に放り投げられた。

　それは綺麗な放物線を描き、リリアの両手の上に危なげなく着地した。

「わっ、ありがとうございます……！」

　リリアはもらったばかりのアンカナを、まじまじと眺ながめた。

　頑がん丈じようそうなロープの先に、二本爪づめの錨いかりが付いたロンディネ専用の道具──だがそれは、昨日オリヴィエが与えられたものとは、少し違っているような気がした。

　確か昨日のアンカナの錨は、ぴかぴかに光る真新しいものだった。けれど今、リリアが渡されたそれには、細かな傷が無数に付いている。もう何年も使用された後のように。

「隊長、このアンカナって……」

「俺のだ」

「えっ！」

　リリアは紫むらさき色の目を丸くした。誰かのお下さがりかもしれないとは思ったが、まさかクラウディオのものだとは思いもしなかった。

「おまえにロンディネをさせる予定はなかったからな、アンカナも用意してなかったんだ」

　そのため一時的に、クラウディオのそれを貸してくれるらしい。

「使い古しは嫌いやだろうが、新品が届くまで我が慢まんしろ」

「そんな……！　嫌だなんて、そんなことありません！」

　リリアは嚙かみつくように言い返した。事実、新品のアンカナよりも、クラウディオのアンカナのほうが価値があるように思っている。

「でも隊長は？　アンカナがなくても大丈夫なんですか？」

「問題ないよねー。クラウはアンカナなしでもロンディネができちゃうし！」

　そう言ったのはジュゼだ。彼はクラウディオに向けて、「ねー？」と同意を求めている。

「アンカナなしって……どうやってやるんですか？」

「クラウは短剣を使うんだ。外がい壁へきにこんな感じでグサッと刺さして、体をひるがえしてね」

　ジュゼは身み振ぶり手て振ぶりを加えて説明をしてくれた。

　しかしそれで本当にロンディネができるのだろうかと、リリアは首を捻っていた。

「俺の話はいい。それよりも早く始めろ」

　不機嫌顔のクラウディオが、ジュゼのことをじろりと睨にらみ付ける。

「りょーうかい！　じゃあ早速いこうか。まずはオリヴィエからね！」

　ジュゼはオリヴィエに、中型船の後方に向かうよう指示を出した。

　訓練の第一段階として、まずは船体と並行に水棲馬を早はや駆がけさせるらしい。その時にある程度、船の横よこ壁かべに水棲馬を寄せなければいけないとのことだった。

「恐こわがらないでやってみてねー。水棲馬は自ら船にぶつかっていくことはしないから」

「はい、僕なりに頑張ります……」

「じゃあスタート！　とにかく怪我しないよう気をつけて！」

　ジュゼがそう合図すると同時、オリヴィエは水棲馬の胴どうを蹴けって走り出していった。彼は船の外壁ぎりぎりにまで馬体を寄せ、そのまま颯さつ爽そうと駆かけ抜けていく。

　──わっ、初めてなのにすごい！

　そう思ってぱちぱちと手を叩いたリリアだったが。

「うーん、やっぱり一発目ではそんなに寄せられないかー」

　ジュゼの採点が厳しかったので、思わず「え？」と口を開けていた。

　リリアがいる場所からは、オリヴィエはかなりいい位置を走っていたように見えた。しかしジュゼが判断するには、まだまだ甘いらしい。

「おい、あまり焦あせらせるなよ。初日からうまくいくわけがないからな」

「大丈夫！　ちゃんとわかってるってー」

「なんだったら今日は恐きよう怖ふを克こく服ふくさせる程度にしろ」

「うん、そのつもり。走らせて飛ぶ──それだけにしとくよ」

　クラウディオとジュゼは、今後の方ほう針しんについて相談しているようだった。と、そうこうしているうちに、無表情のオリヴィエがリリアの隣となりに戻ってくる。

「オリヴィエ、どうだった？　難しい？」

　こっそり問うと、彼は「うん」と、珍めずらしく即答した。

「けっこう恐かったから、リリアさんも気をつけてね……ぶつかったら痛いと思う」

「そうなんだ……うん、ありがとう。とりあえず行ってくる」

　リリアはオリヴィエに向けて、騎士団の記き章しようが下がる左胸をトンッと叩いてみせる。するとオリヴィエも、ゆっくりながらも同じ動作を返してくれた。

　これは騎士団内での挨あい拶さつや激げき励れいのようなものだ。通常、上司に向けては敬礼、同期や部下に向けては左胸を叩く動作で応じることになっている。

「じゃあ次はリリアちゃん、いってみよっか」

　ジュゼに促うながされ、リリアは「はい！」と元気よく返事をした。

「あの辺りから走ってみてねー。無理しない程度に頑張って！」

　そんな言葉に送り出され、ファヴィを中型船の後方に進める。

　昼下がりの今、風は穏やかで海も凪ないでいた。これなら水棲馬がぐらつく心配はないだろう。ということは、船体ぎりぎりを走っても、ぶつかる恐れはないということだ。

『いいか、やる前から恐がるなよ。何事も前向きに、まずはチャレンジだ！』

　頭の中に響ひびいた剣術の師の教えに、「はい！」と頷きを返す。

　とは言っても、初めての挑ちよう戦せんにやはり緊張してしまっていた。リリアはスタート地点でファヴィを止め、ふうっと深い呼吸を何度か繰くり返した。

「なんじゃ、何やらくだらぬ遊びをしているようじゃの」

　その時、リリアの視界に、いきなり一羽の鳥が飛び込んできた。

「わっ、びっくりした！　あとをついてきてたの？」

　こちらにやってきたカモメのような鳥はアズーリだ。彼女はリリアの目の前でその身をひるがえし、ファヴィの頭の上に着地する。

「おまえが出かけるのが見えたからの。妾わらわも久しぶりに海に出てみようと思ったのじゃ」

「そうなの……でもここにいたら危ないわ。船の上にでも行っててくれる？」

「危ない？　おまえはアホか？」

　アズーリは威い嚇かくするように、真しん珠じゆ色いろのくちばしをくわっと開いた。

「ここは海の上じゃ。妾に危ないことなどあるわけないだろうが」

「でも船の上に飛び移る訓練をするのよ。ぶつかっちゃうかもしれないじゃない」

　するとアズーリは、リリアの頭の中に嘲あざけるような笑い声を響かせる。

「おまえも何かと面倒じゃの。妾の主あるじであることを明かすことができれば、このようにバカげた訓練などしなくてよいものを」

　確かにアズーリの言うとおりだ。並外れた跳ちよう躍やく力りよくを持つ彼女は、リリアの命令に従い、どれだけ高い所にでも飛び上がってくれるだろう。

　けれどロンディネは、ネプトゥス隊の全隊員が習得するべき技術なのだ。

「もしあなたと海の上を自由に走れたとしても……」

　きっとリリアは、ロンディネの訓練をしたいと申し出ただろう。

「まあよい。では妾は見物させてもらうとするかの。せいぜい頑張ることじゃ」

　アズーリはそう言い残して、リリアの元から飛び立っていった。そのまままっすぐ船に向かい、木造のマストの上にひらりと着地する。

「おい！　何をぶつぶつ呟いているんだ。怖おじ気け付いたのか？」

　ふと気がつくと、クラウディオとジュゼとオリヴィエが、三人揃ってこちらを見ていた。

「すみません。──リリア・コルテーゼ、まいります！」

　声こえ高たからかに宣せん言げんし、ファヴィの首元を右手で叩く。

　するとファヴィは、中型船に向かって超高速で突進していった。

　全身に風を感じたと同時、木造船がどんどん間近に迫せまってくる。なるべく外壁に寄せなければ。そう思いながら、リリアはファヴィの手綱を操った。──しかし。

　──恐い。壁が切り立った崖がけのようだわ！

　恐怖に全身を支配され、手足がガチガチに固まってしまう。

　もし船にぶつかってしまえば、打ち身程度では済まないだろう。そんな考えが頭を過よぎり、背せ筋すじに嫌な寒さむ気けが走った。

　スピードを落とせばいくらでも近づける。けれどそれでは何の意味もない。

　──ただ船の近くを早駆けすることが、こんなにも恐ろしいなんて。

　ロンディネの難しさを痛感しながら、リリアは船の横を呆然と駆け抜けていく。

「ごめんなさい。緊張しちゃって、全然寄せられなくて……」

　やがて三人の元へと戻ったリリアは、額に浮かんだ脂あぶら汗あせをこっそり拭ぬぐった。

「一度目は誰でもそうだよ。でも練習すればそのうちにできるようになるからさ」

　ジュゼがこちらを気き遣づかうように、「大丈夫！」と笑う。

「ええ……そうですよね」

　こくりと頷きながらも、リリアは不安に苛さいなまれていた。

　ジュゼが言ったとおり、本当にそのうちにできるようになるのだろうか？

　ただでさえリリアには、一週間という短い期間しか与えられていないのだ。その中でロンディネを習得し、あの甲かん板ぱんの上にツバメのごとく降り立つことができるのだろうか。

　──違う。できるかできないかじゃないわ。

　なんとしてでもやる。リリアに残された道はそれだけだ。

　勢いよく頭を振って、余計な不安を胸の内から追い立てる。絶対に大丈夫。心の中でそう呟き、自分の気持ちを奮ふるい立たせた。

「よし、じゃあもう一本いってみよっか。またオリヴィエからね」

「はい、頑張ります……」

　オリヴィエは顔色一つ変えずに、再び水棲馬を走らせ始める。

　彼はリリアほど恐怖を感じていないのだろう。今度は一度目よりも、確実に船体に水棲馬を近付けた。そしてさらに、スピードも上げてきたような気がする。

「うん、その調子で少しずつやってこうか。もし余裕があったらジャンプさせてみてねー。外壁との距離と、タイミングをはかるだけでいいからさ」

　そうだ。水棲馬を走らせて終わりじゃないのだ。

　あの状態からさらに、ファヴィを跳躍させなければいけない。

「じゃあ次、リリアちゃん。これはもう数をこなすしかないからね、どんどん行くよー」

「はい！」

　リリアは船の後部に下がり、そこから再びファヴィを走らせた。

　──恐い。けれど一本目よりは恐くないはず！

　恐れるな、わたし。自分にそう言い聞かせながら、震ふるえる指にぐっと力を籠める。

　鞍から腰を上げて鐙の上に立ち、重心を取りつつ前ぜん傾けい姿勢になる。そうすることでファヴィとの一体感が生まれ、一本目よりは船の側そばを走ることができた。

　そこで試しに命じてみることにした。

「ファヴィ、飛んで！」

　するとファヴィは、ぐんと体を沈しずみ込ませ、空を駆けるような勢いで飛び上がる。

「おっ、いいね！」

　ジュゼの声が聞こえたと同時、胃がふわりと持ち上がるような、嫌な感覚がした。波立つ水面があっという間に視界から消え、青空が少しだけ近くなる。

　やった、飛べた!!　と、リリアは表情をぱっと明るくした。

　けれどその直後、無意識に気を抜いていたのか、馬上でぐらりと体勢を崩してしまう。

　ハッと息をのんだがもう遅い。リリアはファヴィの背中から滑すべり落ちていた。

「バカが、何してやがる！」

　クラウディオの怒鳴り声と、リリアの悲鳴が重なった。

　目の前が一瞬、海色に染まる。そしてリリアの体は、海面に思いきり叩きつけられる。

　──失敗した！

　内心で歯は嚙がみしつつ、リリアは「ぷはあっ」と海上に顔を出した。──顔を出して、あれ？　と、心臓をひやりとさせた。

　──そういえばわたしって、泳いだことあったかしら？

　思い返してみれば、足が着かないほど深い海に入った記憶がなかった。ひと月ほど前、アズーリを召還した時に落ちた場所だって、せいぜい腰程度の深さだったのだ。

　──泳ぐのってどうやればいいの!?

　急に焦あせり始めたリリアは、とりあえず両手足をじたばた動かしてみた。

　けれど水を吸った隊服が体に絡からみつき、ちっとも思い通りに動いてくれない。そのうちにまた沈みそうになって、余計にじたばたする。

「なんじゃ、おまえ泳げないのか？」

　頭の中にアズーリの声が響いた。

　リリアはつい、「助けて」と言ってしまいそうになる。

　だがそう願えば、アズーリは水棲馬の姿に戻ってしまうだろう。海鳥の姿のままでは、リリアを助けることなどできないからだ。

　──それだけはダメ！

　クラウディオだけならまだしも、ここにはジュゼやオリヴィエもいる。

「た、隊長！　わたし、泳げなっ……！」

　リリアは「助けて！」と叫さけびながら、クラウディオに向けて両手をぶんぶん振った。

　するとクラウディオは、こちらの異い変へんにすぐさま気づいてくれたようだった。

「おまえ……！　まさか泳げないのか!?」

「は、はい、そうなん……」

　です。と言い切る前に、口の中に潮しお水みずが入り込んでくる。

　ぎゃあっ、しょっぱい！　そう思いつつも飲み込んでしまい、ケホケホと咳せき込んだ。

「ちくしょう、ふざけるなよ……！」

　その直後、リリアが溺おぼれるすぐ近くで、バシャリと大きな音がした。

　えっ、ジュゴン!?　と動どう揺ようしていると、目の前にいきなりクラウディオの顔が現れる。

　彼はリリアの体を抱き寄せ、そのままひょいと持ち上げた。顔に張り付いた髪を、手袋をはめた手で懸けん命めいにどけようとしてくれている。

「おい、大丈夫か！」

　リリアはゲホゴホと咳せきをして、飲み込んでしまった海水をなんとか吐き出した。

「た、隊長……！　苦しっ、死ぬかと思いました……！」

　安あん堵どするあまりに、思わず彼の首元に必死にしがみつく。

「おまえ……泳げないくせにネプトゥス隊とは、いくらなんでもふざけすぎだぞ！」

　クラウディオは、リリアの耳元でふうっと長い息を吐き出した。そしてどういうつもりなのか、リリアの体をぎゅっと抱きしめてくる。痛いくらいの力で。

　──って、これって支えられてるっていうより抱きしめられてるんじゃっ!!

　非常事態ながらも、リリアは目を白黒させていた。額にふれた彼の吐と息いきが、やけに熱い。

「おい、なんとか言ったらどうなんだ」

「ご、ごめんなさい。でも……」

　まさか泳げないとは、リリア自身、思ってもいなかったのだ。
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「このバカ。アホが。泳げないだと？　くだらない冗じよう談だんもたいがいにしろよ？」

　二人きりの医務室の中には、重苦しい雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。

「………………」

　リリアは沈ちん黙もくしたまま、濡ぬれた髪をせっせとタオルで拭い続けている。

「しかも自覚してなかっただと？　ネプトゥス隊の隊員が？　水棲馬には乗れるのに？」

　クラウディオはさっきからずっと、この調子で小言を口にするばかりだ。よほど苛いらついているのだろう。たまに目が合うと、殺される!?　と思うほどの眼がん力りきで睨んでくる。

「バカだバカだとは思っていたが、まさかここまでバカだったとは……！」

「もう……！　だからごめんなさいって何度も言ってるじゃないですか！」

　悪いのは自分だ。それはもちろんわかっている。

　けれどこうも文句を言われ続けては、さすがに我が慢まんの限界だった。

「わたしも知らなかったんです。まさか自分が泳げないだなんて……」

　するとクラウディオは、自分の頭にタオルを乗せたまま、「ちっ」と舌打ちをしてきた。

「足りない」

「え？」

「その程度の謝しや罪ざいじゃ足りないって言ってんだ。今日はもうずっと俺に謝っとけ！」

「そんな……！」

「ちなみにおまえに拒否権はない」

　その暴君ぶりに、さすがにリリアは啞あ然ぜんとする。

　いったいどうすれば彼の怒りは収まってくれるのか。予想がつかなすぎて途と方ほうにくれた。

　──そりゃあ隊長まで巻き添えにしたのは悪かったけれど。

　つい数十分前。溺れているところをクラウディオに助けられたリリアは、陸に戻るなり宮殿の医務室へと連行された。『もう大丈夫です』と何度も言ったのに、だ。

　そこで予備の隊服に着替えさせられ、椅い子すに座らされ、タオルで髪を拭ふくよう命じられた。と思ったら、小言の連発だ。

　着替えを終えたクラウディオは、医務室の壁に寄りかかるようにして、ずっとリリアを責せめ続けている。彼自身も、濡れた髪をタオルで乾かしながら。

「なんだその目は。それで睨んでいるつもりか？」

「べつに睨んでなんか……！」

　クラウディオは何かとリリアに言い掛がかりをつけてきた。ということはやはり、相そう当とうに腹を立てているのだろう。だが彼が怒っているのは、自分がびしょ濡れにされたことに対してではない。おそらく、リリアが危ない状況に陥おちいったことに対して、だ。

「……隊長、本当にごめんなさい。次からはちゃんと気をつけますから」

　クラウディオの顔色を窺うかがいながら、もう一度、心からの謝罪をする。と、彼は、少しは怒りを収めてくれたようだった。むすっとした顔のまま、やっと口を閉じる。

　そしてその場に、しばしの沈黙が訪れる。

　クラウディオは頭にタオルを乗せたまま、何やら考え込んでいるようだった。

「……おまえ、なんで泳げないんだ？」

「えっ、そんなこと聞かれても……」

　泳ぐ機会がなかったから、としか言いようがない。

「泳げなくてこの先、どうするつもりだ」

　それについては、ここに来るまでにちゃんと考えておいた。クラウディオから、絶対にその質問をされると思っていたからだ。

「とりあえずこの一週間は、救命用のフロートを使って凌しのごうと思ってます。ロンディネに失敗して海に落ちたら、副隊長かオリヴィエに投げてもらって……」

　そもそもこの時期に泳ぎを習得するのは不可能だ。

　春とはいえ海水はまだ冷たく、水泳をするには適てきしていない。ということは念のためのフロートを用意し、訓練にあたるしかないだろう。なるべく海に落ちないよう、最さい善ぜんの注意を払いながら。

「泳げるようになるまでロンディネの訓練はやめておけ」

「えっ！」

「──と言っても、どうせおまえは受け入れないんだろうな」

　うんざり顔のクラウディオに向けて、リリアは「はい」と頷いた。

「夏までなんて待てません。それにフロートがあれば危険はないはずです。とりあえず今すぐフロートを持って、副隊長とオリヴィエの所に──」

「ふざけるな！」

「ごめんなさい！」

　いきなり叱りつけられて、リリアはわけもわからずに謝っていた。

「三十分でもいい。少し休んでからにしろ！」

「でも、もう大丈夫なのに……」

　こうしている間にも、時間は刻一刻と過ぎていく。だからこそ一分一秒でも無む駄だにしたくない。そう思うあまりに、リリアはつい唇を尖らせていた。

　すると殺さつ気きをみなぎらせたクラウディオが、リリアの前まで歩いてくる。

「おまえ、あの時どんな状況だったかわかるか？」

　彼は自分が使っていたタオルをこちらに向けて投げつけると、その上からリリアの額の辺りを鷲わしづかみにしてきた。

「隊長……!?」

　タオルで視界が閉ざされる。目の前が急に真っ白になって、リリアは激しく狼狽うろたえた。

　やがてクラウディオの怒りを秘ひめた声が、リリアの鼓こ膜まくにそっとふれる。

「じたばた暴れて、水を飲んで咳き込んで、死にそうな声を出して……一瞬、海の中に沈みかけたんだ。それを俺がどんな気持ちで見ていたかわかるか？」

「それは……」

　心配してくれたのだろうか。リリアが想像するより、もっとずっと。

「隊長命令だ。……少し休んでから行け。俺に泣かされたくないならな」

　命令だと前置きしつつも、その声はびっくりするほど優しかった。まるで「お願いだ」とでも言うような調子で。

「……はい。わかりました」

　リリアは自然と頷いていた。するとクラウディオは、リリアの頭の上からタオルをどけてくれた。

「ジュゼには俺から言っておく。完全に落ち着いたら、まずは俺の執しつ務む室しつに来い」

　リリアは座ったまま、「はい」と敬礼した。

　と、その時。医務室のドアが、外側から何度かノックされた。

「アンフォッシ隊長、いらっしゃいますか」

　声の主はネプトゥス隊の中堅隊員だった。どうやら彼は、クラウディオを探してここまでやってきたらしい。その声から察するに、どことなく焦っているようにも感じられた。

「俺はここだ。何かあったのか」

「はっ、騎士団長からの伝言を持ってまいりました。なんでも王おう太たい子し殿でん下かが、本日もネプトゥス隊の詰所にいらっしゃるとのことで……」

「なんだと……？」

　その途と端たん、クラウディオがぎりりと歯は軋ぎしりをしたように思えた。

「あの男、懲こりずにまた来たのか……！」

　クラウディオは苛立ちをぶつけるかのように、医務室の扉を勢いよく開け放つ。

　──あの男？　って、まさか王太子殿下のこと？

　もしそうならなんて言い様だ、と思っていると、クラウディオがこちらを振り返った。

「おい、さっきの命令はなしだ。ここで休んだら直接ジュゼの元に行け」

「はい、了解です」

「いいか、俺が呼ぶまで詰所には戻ってくるなよ。ジュゼにもその旨むねを伝えておけ」

　彼はタオルを適当に放り投げると、あっという間に医務室から飛び出して行った。

　──王太子殿下が、また詰所にいらっしゃる？

　いったい何の用事があるのだろう。ぼんやり考えながら、リリアは髪を乾かし始めた。

「隊長、大変そう……」

　視察は昨日限りだと思っていたが、そうではなかったらしい。

　ということは本日も、クラウディオの帰宅時間は遅くなりそうだと思えた。

　目一杯仕事をして、王太子の相手もして、海に落ちたリリアを救助するためずぶ濡れになって──本来だったらクラウディオのほうこそ休憩が必要なはずだ。

　──さっき、隊長、すぐに助けてくれたっけ。

　ふと自分が溺れた時の光景を思い出して、リリアは胸を熱くした。

　クラウディオは、ためらうことなく海に飛び込んでくれた。リリアのことを怒鳴りつけながらも、青い瞳はこちらを気遣ってくれていた。

　そして痛いほどの力で抱きしめられたような気がしたけれど、あれはなんだったのだろう？　リリアの勘違いだろうか？　──気になるけれど、絶対に聞けるわけがない。

　リリアはクラウディオが出て行った扉に向けて、そっと問いかけた。

「隊長……どうして抱きしめたんですか？」

　──そしてあの時、どうしてわたしにキスなんてしたんですか？

　けれどその答えは、もちろん返ってくることなどないのだった。
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「リリアちゃん、危あぶない！」

　ジュゼの声が青空に響ひびいたと同時、リリアは「わっ！」と海に転落した。

「オリヴィエ、リリアちゃんにフロート！」

「はい……どうぞ、リリアさん」

　目の前に投げ入れられた、細長い救助用フロート。それにわき目もふらずに手をのばして、「ぷはあっ」と息を吐はく。危ない。今ちょっとだけ沈しずみかけたかも。

「わー惜しかったねー。アンカナはちゃんと船の縁ふちに掛かかってたんだけどなー」

　ジュゼは水棲馬スイレーナの鞍あん上じようで、「あとひと息！」と拳こぶしを握にぎっていた。

「どうしても手が痛くて、途中でロープを放しちゃって……」

「うん、もう少し我が慢まんできると甲かん板ぱんに上がれるんだけどねー。まあのんびりいこっか！」

「……はい」

　リリアは真っ青な海面にぷかぷか浮かびながら、こくりと頷うなずく。

　リリアとオリヴィエがロンディネの訓くん練れんを始めてから、今日で四日目。

　ひたすら練習を積んだリリアは、それなりの形を作れるまでに成長していた。

　ファヴィを船と並行に走らせ、タイミングよく跳ちよう躍やくさせる。そしてアンカナを投げ、船の縁に錨いかりを掛けてファヴィから飛び降りる──そこまでは完かん璧ぺきにできるようになった。

　けれどその先。ロープを握って甲板に飛び移るところで、足踏み状態だ。

　まずロープにぶら下がる際、両手で自分の全体重を支えなければいけないのが辛つらい。そして何より、船の外がい壁へきに突つっ込んでいくようにして飛び移るのが恐こわいのだ。

　──オリヴィエはもうできるようになったっていうのに。

　ジュゼ曰いわく、オリヴィエは素す晴ばらしく筋がいいらしい。思わぬ速度で成長し、昨日にはもう完かん璧ぺきにロンディネを決められるようになっていた。

　やはり十四歳という若さで入隊を認められただけのことはある。普段どれほどぼけっとしていても、恐おそろしくのみ込みが早い。そして身しん体たい能のう力りよくも抜ばつ群ぐんに高いのだ。

　今日のオリヴィエは、念のための復習半分、リリアの補助としての参加半分だ。リリアが海に落下した際のフロート投げ入れ要員として、船の近くに控ひかえてくれている。「リリアさん頑がん張ばって」と、常に励はげましてくれながら。

「リリアちゃん、どうする？　一度、着替えてこようか」

「いえ、大丈夫です。このままいきます」

　リリアはファヴィの背せ中なかにまたがった。

　全身から海水がぼたぼたと滴したたり落ちて、ファヴィの漆しつ黒こくの体を濡ぬらしてしまう。

　ロープを握っていた両手に、刺さすような痛みが走った。ふと視線を落とすと、白い手袋に朱しゆ色いろの血が滲にじんでいる。いつしかマメが潰つぶれていたらしい。これで何個目だろう。

　──でも、まだできる。

　頑張れわたし。そう自分を奮ふるい立たせて、リリアはスタート地点へと向かった。

「なんじゃ、今日もやってるのか」

　え？　と顔を上げると、木造のマストの上にアズーリが留まっていた。

　どうやらリリアが気づかぬ間に、船まで飛んできていたようだ。

「よくも飽あきずに繰くり返すことじゃの、アホらしい」

　そんな悪口を叩たたいているが、アズーリだってよくも飽きずにリリアの訓練を眺ながめている。

　午前中は時計塔とうの上で寝ているものの、午後からはああしてマストの上に陣じん取どっていることがほとんどだ。一応、主あるじの側そばにいようと心がけているのかもしれない。

「──リリアちゃん、ちょっと待って」

　リリアがアンカナを握り直していると、ジュゼが水棲馬を操り、こちらにやってきた。

「少し休んだほうがいいかも。顔色悪いし、息もあがってるし……」

「えっ、そうですか？」

　リリアはきょとんとした顔をジュゼに向ける。

「調子悪いとか、ない？　なんだか目も潤うるんでるような気がするけど」

　実はちょっとだけ、体がだるかった。

　だがそれは、何も今に始まったことじゃない。ここ三日間ずっとだ。冷たい海に落下することで、体力を消しよう耗もうしてしまいがちなのだろう。たまに寒さむ気けを感じることもあった。

　──でも、休んでる暇ひまなんてないし。

　ロンディネの訓練ができるのは、あと三日だけ。オリヴィエがさっさと習得してしまっただけに、『のばしてほしい』とは口が裂さけても言えなかった。

　だからこそ最後まで訓練に没ぼつ頭とうしたい。不調のサインも今だけは無視だ。──が、体調を崩し、ジュゼに心配をかけているようでは元も子もなかった。

「ごめんなさい。体調管理も仕事のうちなのに……」

　リリアは自然と顔をうつむけていた。

「うん、それがわかってるならまだいいんだけど」

　ジュゼは珍めずらしく真ま面じ目めな面おも持もちをしている。

「でもべつに風か邪ぜを引いたとかじゃないんです。少し疲つかれてるだけというか……」

「だったらなおさら、今日はマメに着替えたほうがいいかもね。風も強いからさ」

　ジュゼの言うとおり、確かに今日は海が荒あれ気味だった。

　空には晴天が広がっているものの、冷たい風がびゅうびゅう吹いている。海面も乱れていて、そこかしこで白しら波なみが立つ。まだ午後の二時だというのに、気温も低い。

「そうですよね……じゃああと一本だけやったら着替えてきます」

　びしょびしょになって、体に張り付いている隊服。それを替えるだけでも、だいぶ元気になるだろう。ついでに詰つめ所しよで少し休きゆう憩けいすれば、顔色も回復するかもしれない。

「うん、じゃあそのまま休憩に入って。その後は状況を見て判断するってことで」

　ジュゼは「気をつけてね」と言い置いて、その場から離れていった。

　午後の訓練、十二本目──そろそろ甲板に降り立つくらいはしてみたい。ツバメのようにあざやかに、とまではいかなくても。

　どうすればいいだろう。ファヴィの速度を限界まで上げてみようか。それとも背中から降りる時に、もう少し勢いきおいをつけたほうがいいだろうか。

　リリアは頭の中で、ロンディネの手順をあれこれおさらいし始める。

「リリアさん、フロートはちゃんと投入するから、心配しないでね……」

　オリヴィエがゆっくりとした動作で、大きなフロートを抱かかえ上げた。

「うん、ありがとう」

　その直後、リリアはファヴィの首元を叩いた。するとファヴィは、大きくいなないたのちに船に向かって疾しつ走そう、抜群のタイミングで跳躍する。

　──いける！

　手早くアンカナを投げ、船の縁に掛ける。両手でロープを握り、今までよりも勢いよくファヴィの背から飛び降りた。──が、その瞬間、なぜかリリアの視界がぐにゃりと歪ゆがむ。

「え……？」

　空と海面とがぐちゃぐちゃに混まざり合い、時間の流れがゆっくりになった。

　まるで自分が空を飛んでいるかのような、あるいは海の中を泳いでいるかのような、不ふ思し議ぎな心地に陥おちいる。と思ったら、いつしか目の前には巨大な船体が迫せまっていた。

　──恐い……!!

　ハッとした時には、リリアは船の外壁に背中を擦こすりつけていた。これは何？　どちらが空でどちらが海面？　それすらもわからないまま、ドボンッと海に落下してしまう。

「リリアちゃん……！」

　ジュゼの声がリリアの鼓こ膜まくを揺ゆらした。けれどその頃にはもう、リリアの意識は曖あい昧まいになっていた。ただ冷たい水の感かん触しよくに、全身を包まれたような気がしていた。
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「今日で約束の一週間。──だがロンディネは結局、習得できなかったな」

　真っ青な海の上に、なぜかクラウディオが立っていた。

　黒い隊服を整せい然ぜんと着こなした彼は、表情のない顔で、こちらをじっと見つめている。

「ロンディネができなければ、騎き士しになるのをあきらめる。そう約束したはずだ」

　クラウディオは右手をすっとのばしてきた。

「俺のアンカナを返せ」

　その瞬しゆん間かん、リリアの胸に、刺すような痛みが走り抜ける。

　そう、確かにクラウディオと約束していた。けれど訓練終了までには、あと三日あったはずだ。それなのにどうしてこんなことになっているのだろう。

　──隊長、ちょっと待ってください。

　リリアはそう言った。だがなぜか、上じよう手ずに声を出すことができなかった。

　あれ？　どうしたの、わたし。不思議に思いながら、必死に口を開けたり閉じたりする。

「騎士になれなければ、騎士団にいる意味もないだろう？」

　クラウディオの足あし下もとにある海面が、ざわざわと波立ち始めた。

　真っ青だった春空に、突然、鈍にび色いろの雲が立ちこめる。雨粒が混じった風がびょうっと吹きつけ、辺りが一気に薄うす暗ぐらくなった。

「騎士団にいる意味がないということは、王都にいる必要もないな？」

　リリアの心がびくっと震ふるえた。

　嫌いやだ。そんなことを言わないで。声にならない言葉を、喉のどの奥で必死に叫さけび続ける。

　──お願いです、隊長。わたしはまだここにいたいんです。だから。

「この家から即そつ刻こく、出て行ってくれ」

　お願いだからそんなことは──。




「言わないでって言ってるでしょうが──っ!!」




　その瞬間、リリアはぱちっと目を開けた。

「えっ、何、今の……！　世界の終わり!?」

　自分が上げた大声にびっくりして、意識がはっきりと覚かく醒せいする。

　ふと気がつけば、目の前にいたはずのクラウディオが消えていた。代わりにリリアの瞳には、見慣れた白い天てん井じようが映っている。

　──どういうこと？

　わけがわからなくて呆ぼう然ぜんとした。目を何度もぱちぱち瞬まばたいて、そしてやっと気がついた。

「夢……」

　そう、全部夢だったのだ。一週間という期限が訪おとずれてしまったことも、ロンディネができなかったことも、クラウディオに『出て行ってくれ』と言われたことも。

「夢……そっか、よかったぁ」

　リリアは肺はいが空からっぽになるほどの息を吐き出した。

　ここはどこだろう？　何の気なしに上半身を起こそうとして、強きよう烈れつな目め眩まいに襲おそわれる。

　どうやらリリアは、自室のベッドに横になっているらしい。西日に照らされる天井は、よく見ればアンフォッシ家のリリアの部屋のものだった。

「──リリアさん、お目覚めですか？」

　その時、リリアの目の前に、皺しわが刻まれた顔がぬうっと現れた。

「のわ──っ!!　って……えっ!?　オルガさん？」

　奇声を上げた後に気がついた。真っ白い髪を品良くまとめ、深緑色のドレスに白いエプロンをかけたその老ろう婆ばは、アンフォッシ家の家か政せい婦ふであるオルガだったのだ。

「あらまあ、びっくりさせちゃいましたね。すみません」

　彼女は紅べにをさした頰ほおに手をあてて、心配そうにリリアのことを見つめてきた。

「オルガさん、わたし……」

「覚えていませんか？　リリアさん、お仕事を早そう退たいしてきたんですよ」

　そう説明されて、ぼんやりとしていた記憶が少しずつはっきりしてくる。

　確かリリアは、ロンディネの訓練中、気を失いかけて船体に衝しよう突とつ。そのまま海に落下してしまったのだ。

　だがその後、幸いにもたいした怪け我がをしていなかったので、自力で詰所まで戻ったような気がする。そしてジュゼに早退するよう指示されて、王宮を後にして。

　──確か途中までは、オリヴィエに送ってきてもらったような。

　そう。『どうか家まで送らせて……ストーカーになんてならないから』と主張する彼を途中で追い返し、なんとか一人でここまで帰ってきたのだ。

　そして玄関扉とびらを開けるなり、安心してしまったリリアは──。

「びっくりしましたよ。リリアさんってば、玄関口でいきなり倒れるんですから」

　オルガは頰に手をあてたまま、表情を曇らせている。

「ごめんなさい……体力の限界だったみたいで」

「お疲れなんでしょうね。リリアさんが寝ている間にお医者さまに来ていただきましたけど、疲ひ労ろうからくる発熱とのことでしたよ。それで気を失ったんだろうって」

「え……」

　医者を呼んでくれたことにも、診しん察さつをされたことにも全まつたく気づかなかった。

　オルガはリリアのことを夜着に着替えさせてくれたようだったが、その時にも目を覚まさなかったらしい。

「わたし、どのくらい眠ってましたか？」

「帰ってきてから二時間くらいですよ。今、午後五時を過ぎたところですから」

「そうですか、もう五時で……えっ」

　リリアはハッと息をのんだ。

　通いの家政婦であるオルガ。彼女の退たい勤きん時刻が、とっくに過ぎてしまっていたからだ。

「オルガさん、競けい馬ばは？　行かれなかったんですか!?」

　実はこのオルガ、大の競馬好きなのだ。

　残ざん業ぎようは絶対にしない主義の彼女は、午後三時きっかりにアンフォッシ家を退勤、そのまま近くの競馬場へと向かい、レースを楽しむのを日につ課かとしている。

「ごめんなさい、わたしが倒れたから……今すぐ競馬場に行ってください！」

　オルガを送り出すべく、リリアは上半身を起こした。まだくらりと目眩がしたが、それでも先ほどよりはずいぶんマシだった。

「今日は競馬はいいんですよ。リリアさんを一人で置いてはおけませんからね」

　オルガはその顔に、柔やわらかな笑みを浮かべている。

「でも申し訳ないです。わたしはもう大丈夫ですから」

「まあまあリリアさん、ちょっと落ち着きましょう。ね？　まずはお水を飲んで、そうしましたらこのリンゴを食べてくださいね」

　オルガはベッドの上に上半身を乗り出し、「大丈夫ですか？」と、リリアの背を支えてくれた。そして水が入ったカップを、こちらに差し出してくる。

「ありがとうございます……」

　彼女に言われるまま、ごくごく水を飲み干す。続いて切り分けられたリンゴを受け取り、二個ほど齧かじった。潮水で痛いたんだ喉に、冷たい水と甘い果汁が染み入っていく。

「次はお薬ですよ。熱を下げる効果がありますから」

　粉状のそれは、口の中に入れると予想以上に苦かった。つい吐き出したい衝しよう動どうに駆かられるが、再び手渡された水で、喉の奥になんとか流し込む。

「では最後にタオルを取り替えましょう。横になってくださいね」

　オルガは水に浸ひたしていたタオルを固く絞しぼると、リリアの額ひたいの上に乗せてくれた。

「これでもう大丈夫ですよ。あとはゆっくり眠れば、すぐに元気になりますから」

「はい……ありがとうございます」

　心からの感謝を覚えながら、深い呼吸を繰り返す。

　まさか自分の体がここまで弱っていたとは驚おどろきだった。午前中、ロンディネの訓練をしていた時には、ちょっとだるいかな、と感じる程度だったのに。

　──全身が、熱い。

　そして船体に擦りつけた背中が、じんわりと痛んでいる。頭の中は靄もやがかかっているかのようにぼんやりとしていて、思考が覚おぼ束つかない。

　それにしても体調管理に失敗するなんて、ネプトゥス隊の一隊員としてあるまじきことだ。先せん輩ぱい隊員たちは有ゆう事じの際を見越して、いつだって万全に体調を整えているのに。

「オルガさん……ごめんなさい」

　激しい自己嫌悪に陥り、オルガに謝った。

　するとオルガは、「いいえ」と首を横に振ってくれた。

「不ふ謹きん慎しんですけど、久々に誰かの看かん病びようができて嬉うれしいくらいですよ。坊ぼつちゃんも幼い頃はよく風邪を引いていましたが、最近はめっきりなくなりましたからね」

「え……隊長も？」

　リリアはごろりと寝返りを打って、オルガのほうに顔を向けた。

「隊長も熱を出したり、寝込んだりしたんですか？」

　クラウディオの子供の頃の話を、聞いてみたいと思った。

「もちろんですよ。……ですが幼い頃の坊ちゃんは、苦いお薬が大嫌いでしてね。私がちょっと目を離すと、窓から捨ててしまうんですよ。『飲んだ』と噓うそを吐ついてね」

　クラウディオには両親がいない。彼の親は、クラウディオが十一歳、弟のアドルフォが五歳の時に行方ゆくえをくらましてしまったのだという。

　だからもうずっと、家政婦であるオルガが彼らの側にいた。クラウディオが風邪を引いてしまった時にも、母親の代わりに看病をして。

「隊長、わがままっ子だったんですね。……可愛い」

　熱でぼうっとしているリリアは、ただそれだけのことでくすくす笑った。感情が高ぶっていて、ちょっとしたことをものすごく面おも白しろいと感じてしまっている。

「坊ちゃんは子供の頃から我がが強かったので、熱があるのに起きていたり、ふらふらしてるのに出かけようとしたり、何かと面めん倒どうだったんですよ。あまりに寝ようとしないので、私がよく枕まくら元もとでお話を聞かせてあげたりして……」

「どんなお話ですか？」

　この国に昔から伝わる海かい神じんネプトゥスの神話だろうか。それともネプトゥス隊の伝説の騎士の話だろうか。男の子に話して聞かせるのであれば、後者かもしれない。

「リリアさんにも聞かせてさしあげましょうか。とっても楽しいお話ですよ」

「ええ、ぜひお願いします」

「では瞼を閉じていてくださいな。そのうちにきっと眠くなりますからね」

　リリアはわくわくしながら目を閉じた。

　柔らかな掛け布ぶ団とんを口元にまで引き上げ、まどろむ準備を万ばん端たんにする。

「これは今から四年前のことなのですが……」

　オルガは穏おだやかな口調で話し始めた。──四年前？　意外と最近の話だ。

「あるところにアゴスティーノという牡ぼ馬ばと、クレメンティーナという牝ひん馬ばがいました。この二人の子として生まれたオルトレマーレという牡馬ですが、この馬はエヴァルドファームで育成され、そして一歳になった時に馬ば主ぬしを募集したところその価格が……」

「ちょっ、ちょっと待ってくださいオルガさん！」

　リリアは思わず頭を上げていた。どんなに素す敵てきな話が始まるのかと期待していたら、主人公がまさかの『馬』だったのでびっくりした。

「オルガさんのお話って、物語とかではないんですか？」

　するとオルガは、「ええ違いますよ」と、あっさり否定した。

「──物語ではなく伝説です!!」

　そして彼女は、すぐに伝説の続きを語り始める。

「そのオルトレマーレ、二歳での競馬デビュー、初戦がフェネツァ競馬場の芝しば、千八百メートルの新馬戦でした。そのレース内容が道どう中ちゆう後方に控え第四コーナーを曲がったところから一気に先頭を差し切っての劇げき的てき勝利なのですが、私、その時オルトレマーレ単勝に賭かけて買い込んでいたので見事に大当たりしてまさに伝説の幕まく開あけという──」

「ごめんなさいオルガさん、今すぐ競馬に行ってくださいお願いします……!!」

　リリアは咄とつ嗟さにそう願っていた。上半身はもう、完全に起こしてしまっている。

「わたし、なんだかすごく眠くて……！　きっとこのまま夜まで寝ちゃうと思うんです」

　しかしオルガは、「いえいえ」と首を横に振った。

「でしたらリリアさんが眠られるまでここにいますよ。伝説の続きもございますしね」

　リリアは内心で「ひいっ」と震え上がった。

　お願いだから、それだけはかんべんしてもらいたかった。

「いえ、もう充じゆう分ぶんです……！　おかげさまですっかり眠くなりましたから！」

　あたふたと狼狽うろたえながら、横になって目を閉じる。瞼の裏側では、数頭の馬が追い越し追い越されの競馬らしきものを繰り広げていた。

「わたし、実は人がいると寝付けなくて……ですから一人にしてもらいたいというか」

　ついそんな噓を吐くと、オルガは「そうですか？」と、やっと心を動かしてくれる。

「ですがこの状態のリリアさんを置いて帰るのは……」

「夜になれば隊長が帰ってきますから、大丈夫です」

「でももし何かあったら……」

「ありません！　もうぐっすり眠るだけですから！」

「そうですか……リリアさんがそこまでおっしゃるのなら、では……」

　渋しぶ々しぶながらもオルガは立ち上がった。リリアが困らないよう態勢を整えてくれるつもりなのだろう。水が入ったカップやタオルを、テーブルの上に並べている。

「オルガさん、競馬のほうはどうなんですか？　今からでも勝負できそうですか？」

　するとそこで、オルガの顔つきががらりと変わった。

　実は彼女、当日の勝負事に話題が及ぶと、人が変わったようになってしまうのだ。そして今も、ようやくそのスイッチが入ったようだった。

「五時……今からなら終しゆう盤ばんのレースには間に合いますね。ということは先ほど話したオルトレマーレが出しゆつ走そうする最終レース、あいつに全財産ぶちこんでの大勝負にいける!!」

「そ、そうですか……よかったです」

「ではリリアさん、私はこれで退勤させていただきます。そして今から立ち会ってまいりますね。伝説の続きが生まれる瞬間に……！」

　オルガは腕まくりをしながら、リリアの部屋を後にした。去さり際ぎわに。

「もし負けたらただじゃおかないってんだよあいつ。尻しつ尾ぽをちょん切ってやる……!!」

　と、不ふ穏おんな言葉を呟つぶやいていたようだが、気のせいだと思いたい。普通に恐ろしい。

　やがてバタンッと玄関扉が閉まる音がして、家の中に静せい寂じやくが訪れた。

　──よかった。これでやっと眠れるわ。

　リリアはほっと胸をなで下ろし、全身の力を抜く。

　と、その時、開いたままの扉から、アズーリが入ってきた。

「なんじゃあのうるさいババアは。よくもまあ、あれだけ口が回るものじゃの」

　彼女は勢いよく飛んできたかと思うと、部屋の隅すみにある寝床へふわりと着地した。

「あれ？　一緒に帰ってきてたの？」

「やかましいから下にいたのじゃ。まったく、妾わらわに肩身の狭せまい思いをさせやがって……」

　よほど退たい屈くつだったのだろう。アズーリはぶつぶつ不満をこぼしている。

「それよりあのババアはなんなのじゃ。馬の話ばかりしていたが、アホなのか？」

「ダメよ、そんなことを言っちゃ」

「あんなにやかましくされたら、おまえの具ぐ合あいも余計に悪くなるぞ」

「うっ……」

　実際、少しだけ熱が上がったような気がしていたので、リリアは反論できなかった。

「人間の体はひ弱なものじゃの。あれしきのことでへばるなど、妾には考えられぬ」

　アズーリは呆あきれたようにそう言って、くわっと欠伸あくびをしている。かと思うと、真っ青な瞳をこちらに向け、気き遣づかうように問うてきた。

「で、どうなのじゃ。熱があるというのがどういうものかは知らぬが……苦しいのか？」

「うん……でも寝ればよくなると思うの」

　果物もお腹に入れたし、苦い薬もなんとか飲んだ。

　あとリリアにできるのは、ひたすら眠って回復を待つことだけだ。

「ならばさっさと寝ろ。妾も寝る」

　アズーリは銀色の体を丸くした。背中にちょこんとくちばしをのせ、早々と目を閉じる。

　そして数秒後にはもう、規則的な寝ね息いきを立てていた。素晴らしく寝付きがいいらしい。

「おやすみなさい……」

　リリアはごろりと寝返りを打った。

　夕方の太陽の光が、部屋の窓から差し込んでいる。ぐちゃぐちゃの室内が橙だいだい色いろ一色に染められ、まるでここだけ時間が止まっているかのように感じられた。

　──本当に止まってしまえばいいのに。

　そうすればその間に元気になって、明日の朝からまたロンディネの訓練ができる。

　現実的に考えると、今のリリアの状態では、明日一日は海上に出られないだろう。ということは訓練の残り時間は、実質あと二日ということだ。

「あれ？　そういえば隊長のアンカナは……」

　ベッドの枕元に畳たたまれていた隊服。それをごそごそ探ると、中からアンカナが出てきた。

　──よかった。ちゃんとあった。

　ほうっと安あん堵どの息を吐いて、赤いロープの束を両手で握りしめる。

　そうしてリリアは、すぐに眠りの世界へと引きずり込まれていった。
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　それからどれくらいの時間が経たっただろうか。

　バタンッ。どこか遠くからそんな音が聞こえてきて、リリアの意識がぼんやり覚醒した。

　目を開けると、辺りはすっかり薄暗かった。どうやら寝ている間に夜が訪れたらしい。

　──隊長、帰ってきたのかしら。

　リリアは耳を澄すませて家の中の様子を窺うかがった。

　すると階下で、誰かの足音がした。

　やっぱり隊長だわ。そう確信したリリアは、ベッドの上で上半身を起こそうとした。

「あれ……？」

　だがくらりと目が回り、気づけば布団の上に倒れ込んでいた。まだ熱は下がっていないようで、体のあちこちが軋きしむように痛い。

　そうこうしているうちに、誰かが階段を上ってくるような気配がした。おそらくリリアの様子を窺うつもりなのだろう。ものすごい忍び足で、部屋の前までやって来る。

「隊長……？」

　先手を打って声をかければ、部屋の扉が控えめにノックされた。

「──生きてるか？」

　くぐもった低い声。もちろんクラウディオのものだ。

「隊長、おかえりなさい……」

　リリアは懲こりずに起き上がろうとして、再び強烈な目眩に襲われた。あれ？　ぐるぐるしてる？　そう不思議に思っている間に、「わっ」とベッドから転げ落ちそうになる。

「おい、大丈夫か！」

　その時、扉を蹴け破やぶるような勢いでクラウディオが現れた。よほど焦あせっているのだろう。彼はリリアに断りを入れることなく、部屋の中にまで入ってくる。

「べ、べつになんでもな──」

「くないだろうが、このアホが！」

　落ちかけていたところをクラウディオに支えられ、ベッドの上に戻された。そのまま横になるよう命じられて、上から布団をぎゅうぎゅう押しつけられる。ちょっと苦しい。

　クラウディオはリリアの傍かたわらに立つと、腕を組んでキッと目を吊つり上げた。

「おとなしく寝てろ！」

「隊長、おかえりなさい」

　顔を合わせたところで、リリアはあらためてその言葉を口にした。

　すると彼は、「ああ」と、お決まりの返事をしてくれた。

　開け放ったままの戸口から、橙色の灯あかりが差し込んでいる。クラウディオの顔半分が照らされて、その表情が露あらわになる。

「おまえ……大丈夫なのか」

　彼は心配そうな顔をしていた。

　リリアが気を失いかけた時の状況は、ジュゼから聞いて知っているのだろう。あえて今、リリアに多くのことを問うてこようとはしなかった。

「ごめんなさい、熱があるみたいなんです。それでふらっとして船にぶつかりかけて……」

「薬は？　飲んだのか？」

「はい。オルガさんがお医者さまを呼んでくれて、薬も飲ませてくれて……」

　また心配をかけてしまっている。そう思うと、途と端たんに心苦しくなった。

　クラウディオの青い瞳には、こちらを気遣うような色がありありと浮かんでいる。溜ため息いきのようにして吐き出された吐と息いきには、やきもきするような苛いら立だちが滲む。

「ごめんなさい……本当に」

　いつまで経ってもしっかりできない自分にがっかりする。

　リリアはさすがに落ち込んでいた。

「熱は下がったのか」

　クラウディオは屈かがみ込むようにして、リリアの額に手を置いてきた。

　そんなはずはないのに、彼の手の温度は氷のように冷たかった。

　逆に言えば、それだけリリアの熱が高いということなのだろう。今のリリアには、クラウディオの手の感触がとびきり心地よく感じられた。

「まだ熱いな。……苦しいか？」

「いえ、冷たくて気持ちいいです。隊長の手、大きくて……」

　リリアは無意識のうちに、クラウディオの手に頰を擦すりよせていた。やがてそれだけでは飽きたらず、自分の肩と頰で彼の手を挟み込む。

　素肌にふれる冷ややかな温度に、思わずうっとりと目を細める。あまりに気持ちよくて、リリアはほうっとあえかな息を漏もらした。

「おまえ……！」

　だがすぐに、クラウディオの手はリリアから離れていってしまった。

　彼は両手を押し隠すように、自分の背はい後ごにやってしまう。

「あっ……」

　──隊長のケチ。もう少しふれていたかったのに。

　回らない頭でそんなことを考えていると、クラウディオがためらいがちに口を開いた。

「おまえ……気は確かか？　それとも寝ボケてんのか？」

「そんな、ちゃんと起きてますよ。ちょっとぼうっとしてますけど……」

　クラウディオは「なるほどな」と、何やら納得したように頷いている。

　そういえば彼は、部屋の灯りをつけようとはしなかった。どうやら彼なりに、リリアのことを気遣ってくれているらしい。

　それでも廊下からの灯りや月光だけで、互たがいの表情は充分に見てとれた。

「おまえ、何か食ったのか？」

　やがてクラウディオは、仕し切きり直すようにコホンッと咳せき払ばらいをした。

「はい。オルガさんがリンゴを食べさせてくれたので……おいしかったです」

　喉に染み入った甘あま酸ずっぱさを思い出して、リリアは頰を緩ゆるめる。

「何時頃だ」

「ええと……確か夕方の五時頃で」

「だったらそろそろ何か腹に入れておいたほうがいいな」

　クラウディオは顎あごに手をやって、「何にするか」と、考え込むような素そ振ぶりをみせた。

　──ていうか、今はいったい何時なのかしら。

　昼間から寝続けていたので、時間の感覚をすっかりなくしてしまっていた。部屋の隅にある柱時計を確認しようと、リリアはふらつきながらも頭を上げる。

　だが次の瞬間、額をがしっと摑つかまれ、後頭部を無理矢理枕に押しつけられた。

「起きるな。寝てろ。暴れるな」

　クラウディオは怒ったような顔をして、こちらをじろりと睨にらんでくる。

「ど、どうして怒ってるんですか。ちょっと時計を見ようとしただけで……」

「夜の七時半だ」

　予想していたよりもずいぶん早い時刻を告げられ、リリアは「えっ」と目を丸くした。

　ということはクラウディオは、リリアのために残業をせずに帰ってきてくれたのだろう。彼のいつもの帰宅時間よりも、三時間ほど早かった。

「あの……ありがとうございます」

　何が、とは特別言わなかった。それで伝わると思った。

　クラウディオは「いいからもう喋しやべるな」と、不機嫌そうに腕を組んでいる。

　けれどリリアは、まだ口を閉じる気にはなれなかった。熱のせいだろう。気分が高ぶっていて、静かにしていられそうにない。だからもっと、クラウディオと話していたかった。

「そうだ、隊長。そこにアズー……鳥は寝てますか？」

「ぐっすりだ」

　どうやらアズーリは、この騒ぎの中でもぐうぐう眠っているらしい。耳を澄ませば、確かに彼女の規則的な寝息が聞こえてきた。

　どうしよう。あとは何を話せばいいだろう。会話が途と切ぎれてしまえば、彼がこの部屋から出て行ってしまうように思えた。

「あの、隊長……実はわたし、自分の体がこんなに弱ってたなんて思わなくて」

　沈黙を恐れて、リリアは慌てて口を開く。

「ええと、ちょっとだるいな、くらいには思ってたんですけど……」

　するとクラウディオは、「どうしようもないな」と、溜ため息いき交まじりに言った。リリアの傍らの床に腰を下ろし、その背をベッドにもたせかける。

　隊服の上着を着たままの背中や、彼の形よい後頭部が、リリアのすぐ目の前にあった。

　それらは月光に照らされ、青白く浮かび上がっていた。

「おまえが頑張ってるのは知ってる──が、おまえの目的はなんだ？　頑張ることか？」

　その時、クラウディオの声こわ音ねが一気に引きしまった。

「おまえの目的は一週間でロンディネを習得すること。……そうだな？」

　リリアはすぐに悟さとる。彼の表情は見てとれないけれど、彼は今、この家の中にあっても『クラウディオ』ではなく『ネプトゥス隊の隊長』の顔をしているはずだ、と。

「そのためにおまえは努力した。濡れた隊服を替えることもなく、休憩をとることもなく、体調管理もせずに、ただ闇やみ雲くもに」

「……はい」

　リリアは弱々しく頷いた。

　自分のバカさ加減を、あらためて目の前に突きつけられていた。

「その結果がこのざまだ。──おまえ、自分自身でロンディネの訓練期間を短くしたな」

　そう、自分の体力を顧かえりみずに頑張ってしまった代だい償しようは、何よりも大切な『時間』。

「でも、なんとか期限内に習得しようと思って、わたしなりに頑張って……」

「はき違えるな。頑張ったからそれがなんだ？　大事なのは結果を出すことだ。努力が評価されると思ったら大間違いだぞ」

　クラウディオはぴしゃりと言い放った。

「それはもちろんわかってますけど……」

「体調管理もせずに、努力のみで乗り切ろうなんて思ってるバカは俺の隊にはいらない。結果を出すためにはどうすればいいのか、ちゃんと頭を使って考えろ」

　あっさりと突き放されて、リリアの胸が締めつけられるように痛んだ。

　言げん外がいに『おまえの努力なんて何の意味もない』と言われたような気がして、悲しくなる。

　クラウディオの言っていることは正しい。けれどなかなか結果を出せずにいるリリアには、厳しすぎる言葉でもあった。

「……はい。すみませんでした」

　絞しぼり出した声は完全に震えていた。反省や後こう悔かいをしているところに追い打ちをかけられ、珍しく目に涙が滲んでいた。これも熱のせいかもしれない。

「泣くな！」

「な、泣いてなんかいません！　でも、隊長がいきなり厳しいこと言うから……！」

　するとクラウディオは、「ちっ」と舌打ちをして、こちらに顔を向けてきた。

　薄明かりが差し込む部屋の中、クラウディオの瞳がすぐ目の前にある。その唇から漏れる吐息が、リリアの頰にそっとふれる。それだけで恥はずかしいような恐いような心地になって、リリアは鼻の辺りまで布団の中に潜もぐった。

「おい、泣くなら最後まで聞いてからにしろ」

　クラウディオはうんざり顔で、引き上げたばかりの布団を引っぺがしてきた。

　どうやらまだ追つい撃げきしてくるつもりらしい。リリアはつい「悪あく魔ま……」と呟いてしまう。

「誰が悪魔だ。──いいか、俺は努力を評価しない。大事なのは結果だ。これは俺が隊長である限りは絶対に変わらない真理だ」

「だからそれは充分わかりましたってば……！」

「が、俺の経験上、結果を出すやつは結局、頑張ってる」

「え……？」

　リリアは目を見開いた。するとクラウディオは、自分の左胸を右手でドンッと叩いた。

「努力だけじゃダメだ。しかしやはり努力は必要だ。……だからおまえも頑張っとけ」

　彼の左胸には騎士団の記き章しようとネプトゥス隊の記章、そして隊長階級の記章がついている。

「残りの時間でどうにか結果を出してみせろ。おまえがあきらめたくないのならな」

「隊長……」

　リリアはやっぱり声を震わせた。

　思いもよらぬ声せい援えんに、落ち込んでいた心がすぐさま引き上げられた。

　調子がよすぎるだろうか。リリアの胸の中に、再びやる気が戻ってこようとしている。

「だが頭はちゃんと使えよ。バカは俺の隊にはいらない、これも真理だからな」

「はい……努力します。体調にもちゃんと気を遣つかいます」

　敬礼をしようと、ベッドに横になったまま右腕を上げる。けれど「いいからおとなしくしとけ」と、腕を摑まれ布団の中に押し入れられた。

「今以上にバカになったら困るからな。まずはちゃんと熱を下げておけ」

　クラウディオは再び、これでもか、というほど布団をぎゅうぎゅう押しつけてくる。

　しかしその直後。

「────っ!?」

　彼はハッとした様子で、布団の端はしを持ち上げてきた。

「おまえ、なんてもの布団に入れてるんだ……！」

　それは真っ赤なロープの束。クラウディオから借りているアンカナだった。

　──そういえば、抱えたまま寝てたんだっけ。

「おまえは……！　そんなものと一緒に寝たら危ないだろうが！」

　クラウディオはリリアの手から、ただちにアンカナを取り上げようとする。

　だがリリアは、取られてなるものか！　と、逆にそれをぎゅっと握りしめた。

「夢を見たんです。隊長に『アンカナを返せ』って言われる夢……」

　リリアの脳裏に、昼間見た夢の記憶がよみがえってくる。

「隊長、わたしに『騎士団にいる意味はない』とか、『王都にいる必要もない』とか、ひどいことばかり言ってきたんですよ。それで……『この家から即刻出て行ってくれ』って言ってきて……」

　夢だとわかっていても、その言葉を繰り返すだけで胸が痛む。

　あの時、夢の中とはいえ、身を切られるような不安を覚えた。びっくりして、狼狽うろたえて、ここから出て行きたくないと思って──そして何より離れたくないと思ったのだ。

「だからと言ってそんなものと寝るやつがいるか」

　アンカナを取り上げることをあきらめたのか、クラウディオは気き抜ぬけしたように息を吐いた。そのまま体を反転し、再びベッドに背をもたせかける。

「安心しろ。『返せ』なんて言わない。……『出てけ』ともだ」

　けれど彼の声には、戸と惑まどいが滲んでいるような気もした。

「俺がここにいろと言ったんだ。……覚えてるだろ？」

　もちろんちゃんと覚えている。

　以前、別の下宿先を追い出されたリリアが、この家に戻ってきた時。クラウディオは確かにこう言ったのだ。『俺の弟が帰ってくるまでの三カ月──その間、俺の側にいろ』と。

　でもどうしてそんなことを言ってくれたのだろう？

　面と向かって聞いたことはないけれど、実はずっと不思議に思っていた。

　行くあてのないリリアをかわいそうだと思ってくれたから？　それともリリアがいなくなって、ちょっとはさみしいと思ってくれたから？　さっぱりわからない。

　そしてわからないからこそ不安になるのだ。何かあれば──例えばクラウディオの気がころっと変わったりしたら、すぐにでも追い出されてしまうのではないか、と。

「といっても騎士団の関係者にバレた時だけは出て行ってもらうからな、そうならないよう、せいぜいおまえも気をつけて生活しろよ」

「隊長、どうしてですか？」

　リリアは無意識のうちに問いかけていた。

「どうして、わたしにここにいろって言ってくれたんですか？」

　クラウディオは答えに詰まったようだった。「それは……」と呟いたかと思うと、ごくりと喉を鳴らし、やがてひとしきり黙り込んでしまう。

「隊長……？」

　ややあって、彼はようやく口を開いた。

「──なんとなくだ」

「え……？」

「だから『なんとなく』だ」

　気のせいだろうか。今、『なんとなく』と言われたような？

「ええと、今、なんて……？」

「だから『なんとなく』だと言ってるだろうが」

「ああ、なんとなく……なるほど、そうですよね、ってはああっ!?」

　びっくりしすぎて、つい上半身を起こしかけていた。

「なんとなくって、そんな適当な……!?」

　あまりに曖昧で主体性がなくて漠ばく然ぜんとしていて──つまりどうでもよさげな感じだった。

「もっとちゃんとした理由はないんですか！」

　しかしクラウディオは、「なんだいきなり」と、あからさまに面倒くさそうな顔をした。

「なんとなくはなんとなくだ。それ以外の理由はない！」

　はっきりと言い切った彼の声には、苛立ちが滲んでいる。

　けれどリリアは、珍しく彼以上にむっとしていた。腹を立てていた。ショックだった。

「そんな……なんとなくで『側にいろ』って言ったんですか？　隊のみんなにバレたら大おお事ごとになるようなことなのに？」

　もしや彼にとっては、この同居などたいした問題ではないのだろうか？

　家に帰ってきた時にリリアがいてもいなくても、彼はどちらでもよいのかもしれない。

　そう思ってしまえば、なぜか腹の底からイライラが込み上げてきた。

「隊長、どうなんですか。深く考えずに『側にいろ』って言ったんですか！」

「ちっ……だったらどうだって言うんだ！」

「隊長ってバカですか!?」

　逆ぎやく上じようするあまりに、思わず面めんと向かって言ってしまっていた。

「信じられない！　無神経！　なんとなくであんなこと言うなんて絶対にバカですよ！」

　するとその直後、クラウディオを取り巻く空気が一気に殺さつ気き立つ。

「──おまえそれ、本気で言ってるのか？」

　どうやら『バカ』と言われたことにぶち切れ寸すん前ぜんらしい。薄暗い部屋の中でも、彼が極ごく悪あく面づらをしていることはわかった。

「だって隊長がおかしなこと言うから……！」

「熱出してると思って優しくしてやればてめえ……なんとなくの何がおかしいんだ！」

「じゃあ、あのキスは!?」

　リリアはもうどうにでもなれっという気持ちで、クラウディオに突っ込んだ。

「あのキスはなんなんですか！　あれもなんとなくだって言うんですか！」

「なんだそれは。いったい誰と誰がキスしたっていうんだ」

　クラウディオは思いきり首を捻ひねっている。

「隊長が、わたしに！　……まさか忘れたなんて言いませんよね？」

　忘れているのなら絶対に思い出してもらう。

　リリアは拳を握ってカッと目を見開いた。

「あの日、ノワールの軍船の中で！　わたしの額にしたじゃないですか……！　それから三日前だってわたしのことぎゅって抱きしめましたよね？　そうですよね？」

　勢いにまかせて「あれはなんなんですか──！」と、ひと息に言い切る。

　だがその直後、リリアは強烈な目眩に襲われ始めた。

　──わっ、隊長の顔がぐるぐるしてる！

　興こう奮ふんしすぎたせいで、熱が上がってしまったらしい。自分の頭の重さを急きゆう激げきに感じたと同時、リリアはベッドの上にぱたりと倒れ込んでいた。

「おい、どうした！」

「ごめんなさい、熱があるのにはしゃぎすぎました……。ちょっとおとなしくします」

　瞼を閉じて、弾んだ息を整えることに集中する。

『いいか、気持ちがエキサイティングしすぎた時は、一度アイをクローズしろ！』

　剣術の師の教えを頭の中で反はん芻すうし、「はい、師し匠しよう……」と、声に出さずに呟いた。

　そしてしばらくして、やっと目眩が治まってきた頃。

「……あれはキスなんかじゃない」

　クラウディオが、抑よく揚ようのない声で言った。

「キスはもっとこう……いや、とにかくあれはキスとは違うんだ」

「じゃあなんだって言うんですか……！」

　まさかまた『なんとなく』で済ませる気でいるのだろうか。

　リリアは横になったまま、クラウディオの後頭部をキッと睨ねめ付ける。

「隊長、もしかして言い逃れしようなんて思ってるんじゃ……！」

　すると彼は、「アホか！」と、さすがに声を荒らげた。

「誰が逃げるか！　そうじゃなくて、あれは……あの時のは、キスではなくて……」

「キスではなくて……？」

「────おまえの額に塩がついてたから取ってやっただけだっ!!」

「は……？」

　その瞬間、リリアはあんぐりと口を開けていた。

　クラウディオの発言の意味がすぐには理解できなくて、「しお？」と繰り返す。

　確かにあの日、リリアは頭から海水を被かぶっていた。しかもその後に風を浴あびて、からからに乾いてしまっていたのだ。しかしそれで塩などつくものなのだろうか？

「じ、じゃあただ舐なめただけだって言うんですか？」

「な、舐め……!?　あ、ああそうだ！」

　クラウディオは自信満々な様子で頷いた。

「でも、あの行こう為い自体は結果的にキスですよね？」

「ちがう！」

　すぐさま否定される。

「じゃあわたし、キスじゃないのに一人で悩なやんでたっていうんですか……！」

　それに気づいた途端、とんでもなく恥ずかしくなってしまい、リリアは目を潤ませた。

「そんなの俺の知ったことか！」

　クラウディオはこちらを振り返るなり、立てた人差し指をびしっと突きつけてくる。

「いいか、とにかくあれはキスじゃない！　塩だ、塩！　塩がついてたんだ！」

「じゃあ三日前のぎゅうは……」

「というかおまえはもう黙っとけ！　次に口を開いたらベッドごと外に放り出すぞ！」

　彼はすっくと立ち上がると、部屋の戸口へ向かってどかどかと歩き始めた。

「今、食えそうなものを作ってきてやる。それまでおとなしく寝てろ！」

「作ってきてやるって、え……？」

　隊長が？　と口に出す前に、クラウディオは完全に部屋から出て行ってしまう。

　すると次の瞬間、寝ていたはずのアズーリが、くわっと目を開けた。

「バカ共が、やかましくしやがって……キスだの塩だのどうでもよいわ！」

　そして彼女は、再びすやすやと寝息を立て始めた。
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「さて、何を食わせるか……」

　リリアの部屋を後にしたクラウディオは、とりあえず一階の居い間まへと向かった。

　そこで隊服の上着をバサッと脱ぎ捨て、白いシャツ姿になる。

　しばらく使っていないクラウディオ専用の黒いエプロン。それを居間の隅から探し出し、腰につけた。シャツの襟えり元もとを緩め、さて何を作ろうかと頭を悩ませ始める。

「熱がある時には何がいいんだ？」

　ひとしきり考え込んで、トマト味のパン粥がゆを作ることにした。煮込む時間はあまりないが、それでも固形のパンよりはだいぶ食べやすいはずだ。

　調理場へと入り、角の炉ろに火を入れる。

　水を使って手を清きよめ、必要なものを調理台の上に次々並べていった。

　日頃、料理は一切しないクラウディオだが、実はけっこう得意としている。昔、弟のアドルフォのためにあれこれと作っていた時期があり、一通りのものは覚えたのだ。

「まずはタマネギをみじん切りにして……」

　皮をむいたタマネギをまな板の上に乗せ、腰から騎士団支給の短剣を抜く。それを超高速で動かし、ドダダダダッと神かみ業わざ的てきに細かく切った。

　続いてタマネギを炒いため、にんにくやらトマトやら水やらパンやらを鍋なべに投入する。そして渦うず潮しお出現かと思うほどのスピードでかき混ぜ、しばらく煮込んだ。

「時間があればもっと旨うまくしてやるんだがな……」

　そんなことを呟きながら、刻んだドライフルーツを隠し味で入れる。

　念のための味見をしてみると、トマトの甘酸っぱさがいい感じでパンに染み込んでいた。

「よし、これならあいつも食べられるだろう」

　クラウディオはうんうんと満足げに頷いて──頷いた後に、やっと正気に戻った。

「って、何をしているんだ俺は……っ!!」

　くっと唇を嚙みしめ、調理台の上に勢いよく両手をつく。料理に没ぼつ頭とうし、現げん実じつ逃とう避ひをしている場合じゃなかった。

「……『塩』だと？　アホか！」

　クラウディオはタマネギ臭しゆうがする短剣を、調理台の上に放り投げた。

『あのキスはなんなんですか！　あれもなんとなくだって言うんですか！』

　いきなりぶつけられたあの質問。それが耳の奥でこだましている。

　──あの質問はいったいなんだ。そしてそれに対する自分の答えはなんだ？

　リリアの額に『塩』などついていなかった。というか、どう考えたってついているわけがないじゃないか！

　クラウディオは右手で頭を抱え込み、ふうっと肩を上下させた。

「……あれはキスだ」

　そう、少なくともクラウディオの中では、あれはキスの部類に入る。

　だがどうしてキスしたと聞かれれば、その返答に激しく困ってしまう。なぜならクラウディオ自身、どうしてなのかよくわかっていないからだ。

　ただあの時、突き上げるような衝動に駆られて、つい彼女の額に口づけてしまっていた。三日前だってそうだ。彼女の無事を確認した途と端たん、体が無意識に動いていたのだ。

「……いや、ちょっと待て。とりあえず落ち着け俺」

　クラウディオは心の中で、「落ち着け落ち着け」と、呪じゆ文もんのように繰り返した。

　相手はあの超ちよう絶ぜつ不ぶ器き用ようで脳のう天てん気きで、実は気が強い跳はねっ返り娘だ。

　聡そう明めいかアホかと聞かれたら、間違いなくアホ。大人か子供かと聞かれたら、間違いなく子供。そして恋愛対象か非対象かと聞かれたら、間違いなく非対象だ。

「そうだ。それにあれだけ部屋を散らかしている女だぞ……？」

　ついさっき出てきたばかりのリリアの部屋。その中の光景を思い出し、クラウディオは思わず渋じゆう面めんになった。

　実はクラウディオは、あの部屋に入った瞬間に「どこだここは──!!」と叫びそうになっていた。熱があるというのであえて突っ込まずにいたが、リリアの部屋があまりに散らかっていたので驚きよう愕がくしたのだ。

　どうして服や本や剣が一緒くたになって散さん乱らんしているのか。クラウディオにはさっぱり理解できなかった。あの部屋の中で片付いている箇か所しよは、おそらく鳥の寝床くらいだろう。

「……あいつはどうしてああなんだ？」

　部屋は汚いし、寝込んでいてもうるさいし、暴れてベッドから落ちそうにもなる。

　あげくの果てにクラウディオの手に頰を擦りよせてきたかと思うと、急におかしな質問をしてきたりする。

「なんであんなに面倒なんだ……」

　今日は甘やかしてやるにしても、元気になったら少し距離をおいたほうがいいかもしれない。でなければきっと、わけもわからずに振り回されてしまうだけだ。

　そんなのはごめんだ。そう考えながら、クラウディオは二階へと向かった。できあがった料理を、早速、リリアに食べさせてやろうと思ったのだ。

　左手にはパン粥がのったトレイ、右手にはオルガが用意した薬を持っている。

　──確かこの薬、超絶苦いんだよな。

　甘いシロップか何かがあれば飲みやすいんだが──と考えたところで正気に戻った。

　なに甘やかそうとしている俺！　病人は黙って苦い薬をがぶ飲みしてろ！　クラウディオは内心で、あたふたと狼狽えまくる。

「おい、メシができたぞ」

　扉は開いたままだったが、一応ノックをした。その場でじっとリリアの反応を待つ。

　けれどいくら待っても返事がないので、クラウディオは中の様子を窺ってみることにした。すると彼女は、ベッドの上ですやすや寝息を立てて眠っていた。

　──なんだ、寝たのか。

　拍ひよう子し抜ぬけしながら、部屋の中へと忍び足で入った。目が覚めたら食べられるようにと、テーブルの上にパン粥やスプーンを並べておく。

　と、そこで、彼女の右手にアンカナが握られたままであることに気がついた。

「まだ離さないのか……」

　それに執しゆう着ちやくする気持ちはわかるが、今のうちに取り上げておいたほうがいいだろう。

　そう考えたクラウディオは、息を殺してベッドの横にしゃがみ込む。

「ん……」

　その時、リリアがふっと吐息を漏らした。

　逆にハッと息をのんだクラウディオだったが、どうやら彼女は寝返りを打っただけのようだ。こちらに向かってころりと転がってくる。

　廊下から入ってくる橙色の灯りが、リリアの顔をぼんやり照らし出した。

　頰に擦り傷のようなものを見つけて、クラウディオは無意識に手をのばす。そっとふれてみると、リリアはわずかに眉まゆ根ねを寄せた。

　おそらくロンディネの訓練中につけた傷だろう。

　それは年頃の娘の顔には、およそふさわしくないものだった。

　けれどこれこそが彼女の努力の証あかしであり、『騎士になる』という決意の証。そしてクラウディオは、その強固な意志を眩まぶしく感じてしまっている。

「……結局、おまえのそういうところを認めてるんだろうな」

　耳元に向けて語りかけると、彼女は再び熱い吐息を漏らしたようだった。
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　微かすかに動いた、小さな唇。クラウディオは思わず、それに視線を奪うばわれてしまう。

　柔らかそうだな、と思った。さわってみたらきっと、心地いいだろうな、と。

　そしてふと正気に戻った時には、自らの顔を傾けて、その唇にふれようとしていた。

「──って、だから何をやってるんだ俺は……っ!!」

　クラウディオは額を押さえて首を横に振った。

　その光景を、銀色のカモメが興味深そうに眺めていた。
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　翌よく日じつ、リリアの熱はすっかり下がっていた。

　クラウディオやオルガが手て厚あつく看かん護ごしてくれたおかげだろう。朝、目覚めた時にはもう、「ん？　まだ体がだるいかな？」と、首を捻ひねる程度にまで回復していた。

　けれど大事をとって、その日は勤務を病びよう欠けつ。アンフォッシ家でゆっくり体を休めた。

　そしてさらにその翌日。もう完全に元気になったリリアは、仕事に復ふつ帰きしたのである。




「リリアちゃん、どう？　ロンディネの訓くん練れん、いけそうな感じ？」

　ネプトゥス隊での定式朝礼が終わり、馬ば房ぼうの点検をしていた時。リリアの姿を見つけたジュゼが、そう声をかけてきた。

「はい、もう大だい丈じよう夫ぶです。というか、ぜひお願いします！」

　リリアはジュゼに走り寄るなり、「ぜひぜひぜひぜひ！」と、何度も繰くり返した。

　体調を崩くずしたことにより、無む駄だにしてしまった時間は一日半。リリアがロンディネの訓練に取り組めるのは、明日の勤務終了時刻までだった。だからこそ一いつ刻こくも早く沖おきの船に向かいたい──実はリリアは、朝からずっとうずうずし続けていたのだ。

「そっか。でも体は本当に大丈夫なの？」

「ええ、副隊長にもご迷めい惑わくをおかけしました」

「そんなことはないけど……あっ、でもクラウディオには相そう当とう怒おこられたけどねー」

　ジュゼは「あいつ怒りんぼなんだよね」と、おどけるように首を竦すくめている。

「部下の体調不良を見抜けないなど上官失しつ格かくだ！　とか、おまえの目は節ふし穴あなか！　とか、えらい剣けん幕まくで怒ど鳴なられてさー」

　その光景を想像し、リリアはサッと顔色を青くした。

「ごめんなさい……わたしのせいです」

「でもクラウの言うとおりなんだよね。しかもリリアちゃん、女の子なのにねー。もっと気をつけて見ておくべきだったなって」

　ジュゼは「うーん」と唸うなりながら、首の後ろに手をあてている。

「ダメだよね。チェシーの体調の変化なんかには、すぐに気がつくんだけどさー」

　チェシー。その名を聞いて、リリアの脳のう裏りにとある女性の顔がパッと浮うかんだ。それはジュゼの血の繫つながらない妹のチェシーリア──リリアと同じ歳としの少女だった。

　彼女は肺はいの病気を患わずらっているため、幼おさない頃から病院への入退院を繰り返してきたのだという。そしてそんな彼女を、ジュゼはとても大切に思っているようだった。

「副隊長、チェシーリアさんはお元気ですか？」

　リリアがそうたずねると、ジュゼは「うん」と頷うなずいた。

「元気元気！　あの後、だいぶ調子がよくなってさー。来月には退院できそうなんだよね」

　心しん底そこ嬉うれしいのだろう。彼は眩まぶしいほどの笑えみを浮かべている。

「そうなんですか……！　よかったですね！」

「あの時はリリアちゃんに助けられたよねー。チェシーも相当感謝してたよ」

「いえ……というか、わたしはあの時、チェシーリアさんがお綺き麗れいでびっくりしました」

　そう、そして実は、その性格や言動の奇き妙みようさにもびっくりしたのだ。あのクラウディオですら、チェシーリアのことを『めちゃくちゃ恐い』と言っていたくらいである。

「……あの、副隊長。ちょっとお聞きしてもよろしいですか？」

「んー？　べつにいいけど、あらたまっちゃってどうしたのー？」

「ええと、チェシーリアさんのことなんですけど……」

　辺りに誰だれもいないことを確認してから、リリアはジュゼに近寄っていく。

「あの、副隊長とチェシーリアさんって……恋人同士、なんですか？」

　それはノワールとの海戦の日から、もうずっと気になっていたことだった。

　けれどジュゼは、「そんなことないよー」と、あっけなく否ひ定ていする。

「なんだかんだ言ってもあいつは妹だしね。っていうか何？　クラウに聞いたの？」

「ええと、血が繫がっていないということは教えていただきましたけど……」

　リリアが『恋人同士とか!?』と騒さわいだ時には、クラウディオは『どうだかな』と言っていたようが気がする。ということは、単にリリアの思い違ちがいだったらしい。

「ごめんなさい。わたし、勝かつ手てにそうなのかなって思ってて」

　するとジュゼは、ぷぷっと噴ふき出し、悪戯いたずらっ子のような笑みを閃ひらめかせた。

「ねえリリアちゃん。前に俺が言ったこと、覚えてる？」

「前に？　って……いつの話ですか？」

「リリアちゃんがノワールの間諜スパイをやっつけた時。俺、『ちなみに今は彼女はいないよ』って言ったはずなんだけど」

　そういえば確かに、ジュゼはそんなことを言っていた。そしてその後に『好きな子ならいるんだけどね！』と、元気いっぱいに付け加えていたのだ。

「えっ、じゃあ副隊長はチェシーリアさんのこと……？」

「さあ、どうだろうね」

　ジュゼははぐらかすように微ほほ笑えんだ。その表情がどことなく大人っぽくて、リリアはついドキッとしてしまう。

「──ていうかリリアちゃん、こんなことしてていいの？」

「え……？」

「ロンディネの訓練、すぐにでもしたいんじゃなかったっけ？」

　ロンディネ？　訓練？　頭の中で繰り返した瞬間、リリアはハッと我われに返っていた。

「忘れてた──っ!!　こんなことしてる場合じゃないっ！」

　ジュゼとチェシーリアの関係は、年頃の乙女おとめとして激しく気にかかる。だがリリアには、とにかく時間がないのだ。明日の夕方までは一分一秒だって惜おしい。

「副隊長、今すぐ沖に行きましょうそうしましょう！」

　けれどジュゼは、「うん」とは言ってくれなかった。

「実は俺、クラウと一いつ緒しよに宮きゆう殿でんに行く用事があるんだよねー。なんだかよくわかんないんだけど、王おう太たい子し殿でん下かに呼び出されててさ」

「えっ、そうなんですか……」

　というか最近、何かと王太子絡がらみの用事が多いような気がする。何かあったのか、もしくはこれから何かあるのか、どちらなんだろう。

「リリアちゃん、俺が戻もどってくるまで待っ──」

「ってられません！　絶対に！」

　リリアは被かぶせ気ぎ味みで即そく答とうした。

　宮殿に出向く以上、ジュゼの戻りは何時になるのかわからないと思えたからだ。

　最近、クラウディオもよく宮殿に呼び出されているが、詰つめ所しよに戻ってくるまでの時間はまちまちだ。すぐに帰ってくる日もあれば、夕方まで拘こう束そくされている日もある。

「だよねー。じゃあどうしようかな。誰か暇ひまそうなやつをつかまえて……」

　その時、リリアの背はい後ごでカツンッと靴音が響ひびいた。

「すみません、今、口を出してもよろしいでしょうか……」

　反射的に振り返ると、そこにはオリヴィエが立っている。

　彼は薄うすい眼鏡めがねをずり上げながら、ゆっくりとこちらに近寄ってきた。

「それとも声をかけてはダメでしたでしょうか……すみません空気が読めない僕ぼくで本当にごめんなさい。おわびに好きなだけぶっていただければ……なんならこの手た綱づなで！」

「どうしたーオリヴィエ。何か話がある？　あるなら今すぐ話して。五秒以内に！　はい、オリヴィエの面おも白しろい話スタート！」

　ジュゼはオリヴィエのことをかわいそうなくらいに急せき立てた。

　だがこれは、ジュゼなりのオリヴィエ対策のようだった。事実オリヴィエは、ジュゼの思おも惑わくどおりに、隊服の上着を脱ぬぎ出すことなく口を開く。

「あの、リリアさん……僕と一緒に訓練を始めてたらどうかなって。もし海に落ちても、僕がフロートを投げ入れれば問題ないし……」

「えっ、一緒に来てくれるの？」

　オリヴィエはもうロンディネを完かん璧ぺきに習得していた。そのためあえて訓練を続ける必要もなかった。しかし彼は、リリアのために船の横に待たい機きしていてくれるという。

「でもオリヴィエ、他の仕事は？　書類の提出とか剣の手入れとか、大丈夫なの？」

「書類の提出はもう終わったし、剣の手入れは午後からでも間に合うから……」

「じゃあお願い！　一緒に来て！」

　リリアはぱっと表情を輝かがやかせた。そしてすぐに、ジュゼを振り返る。

「副隊長、オリヴィエの提案どおりにしてもいいですか？　絶対に無理はしませんから」

　するとジュゼは、「いいよー」と、あっさり承しよう諾だくしてくれた。

「あっ、でもリリアちゃん、あれは守ってね。クラウから何か命めい令れいされてるんでしょ？」

　それは五日ほど前に受けた、『詰所からの外出禁止』という命令のことだった。

　寝込んでしまったことですっかり忘れていたが、どうやらまだ継けい続ぞく中ちゆうらしい。

「リリアちゃんは詰所と船の往おう復ふくだけ。絶対に宮殿や神殿のほうには行かないこと！」

　約やく束そくね！　と言い残して、ジュゼは馬房から去って行った。




「リリアさん、行ける……？　大丈夫？」

　ファヴィを連れて馬房の外に出ると、オリヴィエはもう準備を終えて待っていた。

「えっ、オリヴィエ……」

　その時、リリアは軽く驚おどろいた。オリヴィエの象しよう徴ちようとも言うべき、何の変へん哲てつもない形の眼鏡──彼がそれをかけていなかったからだ。

「ねえオリヴィエ、眼鏡はどうしたの？　どこかに落とした？」

「ううん、そういうわけじゃないけど、今は必要ないから……」

　オリヴィエはよくわからない理由を口にして、自分の水棲馬スイレーナに騎き乗じようする。

「でもそれじゃ何も見えないでしょう？」

　しかし彼は、「大丈夫」と、リリアの瞳をしっかり見つめてきた。その口く調ちようは心なしか、いつもよりはきはきしているようにも感じられる。オリヴィエ比で。

「ていうかオリヴィエって……」

　けっこうな美形だったらしい。もともと中性的な雰ふん囲い気きを持っているなとは思っていたが、眼鏡を外はずした彼はびっくりするほど綺麗な顔立ちをしていた。

　──これを隠しておくなんてもったいないかも。

　そんなことを考えながら、リリアはとりあえずファヴィの背にまたがる。

　するとオリヴィエが、思いがけないことを言ってきた。

「ねえ、リリアさん……今日は僕が先に走ってもいい？」

「えっ！　それはかまわないけど……」

　ちゃんと船まで辿たどり着けるだろうか？　視力の悪いオリヴィエは、騎乗訓練でも進路を逸それてしまうことが多かった。だからこそいつだって、リリアの後ろを走っていたのに。

「でも大丈夫かしら。もし間ま違ちがっちゃったら……」

「ううん、今日は絶対に大丈夫だから……ちゃんと僕についてきてね」

　そうしてオリヴィエは、すぐさま海上へと駆かけ出していく。

　釈しやく然ぜんとしない気持ちを抱えながら、リリアもただちにその背を追った。──が。

「オリヴィエ、どうしちゃったの……!?」

　十分後、リリアはファヴィの背中の上で目を丸くしていた。

　なぜならあのオリヴィエが、迷まようことなく沖の船へとまっすぐ向かっていたからだ。

「眼鏡がない時こそちゃんと走れるって……激しく謎なぞだわ！」

　右に左に首を捻りながらも、リリアはオリヴィエを追いかけ続ける。

　そしてさらに数分後、今度はちょっとした違い和わ感かんを胸に覚えていた。

「あれ……？」

　──おかしい。そろそろ着いてもよさそうなのに。

　なぜかはわからないが、どれだけ走っても沖に停てい泊はくしている船に辿り着かなかった。

　ネプトゥス隊の詰所から、こんなに離れてはいなかったはずだ。ここ数日、何度も通ったからこそ、船までの距きよ離りは感覚で覚えている。

「オリヴィエ、ちょっと待って……！」

　リリアはファヴィのスピードを上げ、オリヴィエの隣となりに肩を並べた。

「ねえ、おかしいと思わない？　いつもの場所に船がないんだけど！」

　けれどオリヴィエは、「大丈夫……」と、進行方向を見み据すえたまま答えてきた。

「昨日から船を動かして訓練してるんだ……副隊長がそのほうがいいって言ってたから」

　どうやらリリアが休んでいる間に、訓練方法が進化していたらしい。

「じゃあ航行中の船を相手にロンディネをするってこと？」

「うん……そのほうがより実じつ践せん的てきだよね」

　それはもちろんそうだろうけれど、いったい誰があの船を動かしているのだろう。ミネルウァ隊の操そう船せん隊員だろうか？　リリアは疑問に思った。

　するとオリヴィエが、それを見み透すかしたような発言をしてくる。

「リリアさん、船に着いたらまず甲かん板ぱんに上がってくれる？　ロンディネは難むずかしいだろうから、とりあえず縄なわばしごで……操船している人に一度、挨あい拶さつするから……」

「縄ばしごで……？」

　と、そうこうしているうちに、空と海との境きよう界かい線せん上に一隻せきの船影が現れた。

　それは件くだんの中型船だった。

　船はやっぱり航行していた。今こうしている間にも、さらに沖へと向かってぐんぐん進んでいく。白い帆ほに風を受けて、辺りに水しぶきを撒き散らしながら。

　船にはそれなりの人数が乗っているようだった。甲板に十人程度の人影が見える。

「まずは僕がロンディネで上がるから……そしたらはしごを下ろすね」

　その船を射しや程てい圏けん内ないに捉とらえた途と端たん、オリヴィエは水棲馬を早駆けさせた。やがてひょいと跳ちよう躍やく、アンカナを使って見み事ごとに甲板に飛び移る。

　──動いてる船を相手にしても、ちゃんとロンディネができてるわ。

　その姿に羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けながら、リリアも船に近づいた。そして。

「オリヴィエ、わたしもロンディネで上がるわ！」

　甲板に上がったばかりのオリヴィエに向けて、そう宣せん言げんした。

　リリアは訓練をするためにここに来た。だからこそ、たとえ挨拶のための乗船だって、ロンディネで上がりたかった。

　挑ちよう戦せんもせずに縄ばしごを使う？　そんな選択肢しはリリアの中には皆かい無むだ。

「ファヴィ、スピードを上げて！」

　リリアがそう願うと、ファヴィはぐんと速度を上げて船と併へい走そうした。抜ばつ群ぐんのタイミングで跳躍。リリアはアンカナを船の縁ふちに掛け、ファヴィの背中からひょいと飛び下りる。

　けれどその瞬間、脳裏に先日の記憶がよみがえった。

　──恐い……！

　目の前に迫せまる船体。背中に走った鈍にぶい痛み。気を失いかけながら落下した海──あの時はちょっとした打ち身で済んだけれど、もしまともにぶつかっていたなら？

　そんな懸け念ねんが頭を過よぎり、リリアは体をガチガチにしてしまう。

「あっ、リリアさん……！」

　リリアは赤いロープを手放していた。甲板に自分の体を引き上げようともせずに、だ。

　恐怖のあまりに心が震ふるえていた。それが両手に伝わり、自然と力を抜いてしまっていた。

「リリアさん、待って、今フロートを入れるから……！」

　リリアが海に落下した直後、オリヴィエが抜群の場所にフロートを投げ入れてくれた。

　それに摑つかまり、ぜいぜいと息をしながら、ただただリリアは考え続ける。

　一度だけ、ほんの少しだけ船に接触したことにより、ものすごい恐怖心がリリアの心に植え付けられてしまった。そのような状態で、明日の訓練終了時刻までに。

　──はたしてロンディネを成功させることができる？　できない？

　どちらなのか、今のリリアには見けん当とうもつかなかった。
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　その後、フロートに救われたリリアは、結局、縄ばしごを使って乗船した。

　そして大きなタオルを思う存ぞん分ぶんに使い、濡ぬれた隊服をせっせと乾かわかしたのだ。

「ねえリリアさん、本当に大丈夫……？　寒くない？」

「うん、大丈夫……ていうかごめんね。はしごで上がるように言われたのにね」

　船の後部に並べてある、水入りの大おお樽たる。その上に腰かけ、リリアはしゅんと項うな垂だれる。

　頭や肩の上にのっているタオルは、この船に常じよう備びされていたものだ。リリアが縄ばしごを上っている間に、オリヴィエがどこかから探し出してきてくれたらしい。

　おかげでリリアの隊服は、それなりに乾かすことができていた。

「ありがとう。オリヴィエのおかげでだいぶまともになったわ」

　リリアは使い終わったタオルを手早く畳たたみ、隣の樽の上に置いた。そして両手で自分の体を抱きしめ、ほうっと嘆なげかわしい息を吐はく。

　──どうしよう。恐かった……恐いと思ってしまった！

　原げん因いんはやはり一昨日の一件。気を失いかけて、船体に背中を擦ってしまったことだ。

　たいした怪け我がはしていないし、あの時のように熱もない。けれど植え付けられた恐怖心が、リリアの体や心を無意識のうちに怯おびえさせる。やっかいなことに。

「どうしよう……」

　リリアはぽつりと呟つぶやいた。

　もしこの恐怖心が拭ぬぐえなかったら、ロンディネはできないかもしれない。そう思った。

　まさかここにきてこんなことになるなんて──思わず痛いほどに唇くちびるを嚙かんでしまう。

「リリアさん、どうしたの……？　怪我でもした？　どこかぶつけたの？」

　オリヴィエが心配そうに、リリアの顔を覗のぞき込んできた。

「え？　あ、ううん……どこも怪我なんてしてないわ」

「じゃあこの間ぶつけた所が痛む？　なんだか苦くるしそうだけど……」
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　眉まゆを顰ひそめるオリヴィエに向けて、リリアは「大丈夫」と、なんとか微笑んでみせる。

　──ダメ。ここで悩なやんでいても、オリヴィエに心配をかけるだけだもの。

　それにこうしていても、時間を無駄にするばかりだということはわかっていた。

　だったら船の操縦者への挨拶を済ませ、さっさと訓練を再開したほうがいい。こうなったらもう、怯えがなくなるまで何度でも跳とぶしかないのだから。

　そう結論を出して、リリアは樽の上からひょいと飛び下りた。

「ねえオリヴィエ、隊服もだいぶ乾いたから、そろそろ挨拶に行きましょう？　……ていうか、誰がこの船を動かしてくれてるのかしら」

　リリアは怪け訝げんな顔をオリヴィエに向けた。すると彼は、「さあ……」と口くち籠ごもった。

「昨日は挨拶をしなかったの？　副隊長から何か聞いてない？」

「ごめんなさい、リリアさん……本当にごめんね」

　オリヴィエはなぜか、リリアに向けてぺこぺこ頭を下げ始める。

「？？　ううん、いいのよ。きっとミネルウァ隊の操船隊員じゃないかしら」

　というか、べつにそこまで申もうし訳わけなく思ってもらうような問題でもなかった。

「うん……じゃあ前の甲板に行くけど……リリアさん、本当にごめんね」

　そうしてオリヴィエは、「こっちに来て」と、リリアを伴ともない歩き始める。

　二人は階段を使って後部の段差を下り、キャビンの横を通り抜けた。波立つ水面を眼がん下かに見ながら、甲板の前部へと向かう。

　途と中ちゆう、黒や茶色の上着を着た、屈くつ強きようそうな男たちと出くわした。腰こしに長剣を下げているところを見ると、おそらく彼らも剣士なのだろう。

　だがその装よそおいから、王立騎き士し団だんのような組織に属ぞくする者ではないだろうと思えた。ということは、誰かが個人的に雇やとっている私的騎士の類たぐいかもしれない。

　──荒あらっぽそうな雰囲気の人たちだけれど、大丈夫かしら。

　ミネルウァ隊かと思っていたが、予想が外れた。では誰だろうと、リリアは首を傾かしげる。

「リリアさん、こっち……あの方がお待ちになられてるから」

　あの方？　お待ちになられてる？　というか、オリヴィエは誰が乗っているのか知らないはずではなかったのか。疑問に思いつつ、オリヴィエの視線を追った。

　すると甲板に出されたテーブルの前に、思いがけない人物が座っていた。

「あの人……！」

　それは以前、神殿の近くで出会った、銀色の髪の青年だった。クラウディオ曰いわく『高位の身分』の方。そして神官であるレオが、一方的に嫌っている様子の相手だ。

「申し訳ございません……遅れてしまいました」

　オリヴィエはその青年の傍かたわらに立つと、珍めずらしくきびきびとした動作で頭を下げた。

　え？　どういうこと？　と、ついリリアの表情が険けわしくなってしまう。

　よく見るとテーブルの上には、紅茶が注そそがれたカップや綺麗に盛りつけられた菓か子しが並んでいた。簡かん素そな木もく造ぞう船せんの中にあって、そこだけ貴族のお茶会のように華はなやかだ。

「遅かったね、オリヴィエ。待ちくたびれたよ」

　銀色の髪の青年は、穏おだやかな表情で紅茶の香りを楽しんでいた。

　そして背後にあるキャビンに向けて、声をかける。

「エルサ、君の可か愛わいい弟が来たよ。出で迎むかえはいいのかい？」

　そのうちにキャビンの中から、二は十た歳ち前後に思える女性が飛び出してきた。

「あらまあ申し訳ございませんね、殿下。ドジでのろまで外見以外はこれといって価か値ちのないうちの弟が、大変ご迷めい惑わくをおかけしましたわぁ」

　それは侍じ女じよ用のドレスに身を包んだ、美しい顔立ちの女性だった。どうやら彼女──エルサは、オリヴィエの姉のようだ。確かに二人、見比べてみるとよく似ている。

「ようやく来たのね、オリヴィエ。だいぶ遅かったじゃないの」

　エルサはすたすた歩いてくると、オリヴィエの胸むなぐらを無む造ぞう作さに摑んだ。そして。

「本当にバカでグズでマヌケな弟なんだから……！　どうして姉さんの言うことをちゃんと聞けないのかしら！」

　と、オリヴィエのことを驚くほどの力で締め上げ始める。しかも満まん面めんの笑みで。

「ちょ、ちょっと待ってください！　それじゃオリヴィエが……！」

　リリアは反射的にオリヴィエに駆け寄ろうとした。

　しかしその直後、彼の表情がぱっと輝き出したので、「えっ」と足を止めた。

「ごめんなさい姉さん……！　バカでグズでマヌケで、人として全まつたく価値のない僕で本当にごめんなさい……というかこうなったらもう、姉さんの剣でぜひお仕し置おきを！」

　オリヴィエは、エルサが腰に差している剣に向けて、両手をのばした。

　おそらくレイピアと呼ばれる刺し突とつ用ようの剣だろう。リリアが今、剣けん帯たいに下さげている騎士団支給の剣とは、タイプの違うものだった。

　──侍女用のドレスにレイピア？　珍しいけれど、剣の使い手なのかしら。

　そんなことを考えていると、エルサが「あら？」と、弟の顔をまじまじ見つめ始める。

「オリヴィエ、あなたどうして眼鏡を外しているの？　いつだってちゃんと顔を隠しておきなさいって、姉さん言っておいたじゃない！」

「えっ！　そういう目的で眼鏡をかけてたの!?」

　驚くあまりに声を上げると、エルサが「ええ、実は」と、にこやかに答えてきた。

「この子ってば顔だけはいいから、すぐに女の子にモテちゃって。困こまっちゃうから眼鏡をかけさせることにしたんですよーうふふふ」

　さすがに意味がわからなすぎたが、ある一点では「そうか！」と納なつ得とくした。

　だからオリヴィエは、眼鏡をかけている時こそ視し力りよくが悪そうだったのだ。顔を隠すためだけに、それを使用していたから。

「姉さん、ごめんなさい……でも今日は、視界をはっきりさせないといけなかったから」

　するとそこで、銀色の髪の青年がくすくす笑い出した。

「ねえエルサ、今日は許ゆるしてやってよ。眼鏡を取らなければ、オリヴィエはここまで辿り着けなかっただろうからね」

「まあ、それはそうですわね。ではしかたありませんけど。──というか殿下、オリヴィエをそろそろネプトゥス隊の詰所に向かわせます？」

「そうだね。ちょうどいい頃合いかもしれないね」

「とはいってもドジでのろまでバカでグズでマヌケで外見以外はこれといって取とり柄えのない弟ですわ。役目をちゃんと果たせるかどうかはわかりませんけど」

　そうしている間も、エルサはオリヴィエの胸ぐらを摑んだままだ。言葉のリズムに合わせて、弟の体をものすごい勢いきおいで揺さぶり続けている。

　──どういうこと？

　もうさっぱりわけがわからなくて、リリアは目を白黒させていた。

　けれどそんな中でも、はっきりと理解していることがある。

　オリヴィエは噓うそを吐ついたのだ。『操船している人に一度、挨拶するから』と言っていたのに。本当は銀髪の青年やエルサと、ここで待ち合わせをしていたのだ。

　──でも、何のために？

「オリヴィエ、こちらにおいで」

　青年がひょいと手招きしたことによって、オリヴィエの体はようやく解放された。

「これを今すぐアンフォッシ隊長に届けてきてくれるかい？」

　青年は上着の内ポケットから白い封ふう筒とうを取り出し、オリヴィエに手渡した。

　どうしてここでクラウディオの名前が出てくるのか、リリアはさらに不ふ思し議ぎに思った。

「はい……行ってまいります」

　オリヴィエは青年に向けて敬けい礼れいをしてから、やっとリリアに視線をくれる。

「リリアさん……騙だますような形になっちゃってごめんね。さっき、『昨日から船を動かして訓練してる』って言ったけど……実はあれ、噓なんだ」

　噓？　まさかその件までもが？　リリアの頭の中は最高に混こん乱らんしていた。

　ということはこの船が航行していることを、もちろんジュゼは知らないということだ。

「本当にごめんね……でも、僕は姉さんには逆さからえないから……」

　オリヴィエはリリアに向けて、何度も「ごめんね」を繰り返してきた。罪つみの意識に苛さいなまれているのだろう、その顔は苦しげに歪ゆがめられている。

「リリアさん……僕は先に詰所に戻ってるから、話はまた後で……」

「そんな、だったらわたしも一緒に戻るわ！　訓練だってしなくちゃいけないし……！」

　けれどオリヴィエは、「リリアさんはここにいて」と、首を横に振った。

「どうして僕が噓を吐いたか……その理由は、リリアさんをここに連れて来るためだったんだ。……姉さんとジルバルトさまに、そう命じられたから」

　その瞬間、リリアはぽかんと口を開けていた。今、オリヴィエは誰の名前を呼んだ？

「ええと……誰？」

「うん、だからジルバルトさま……そちらにいらっしゃるでしょう？」

　ジルバルト。それは確か、この国の王太子の名前ではなかっただろうか。

「はぁあっ!?」

　リリアは調子外れの声を上げながら、その青年とオリヴィエの顔を交こう互ごに見つめた。

「ちょっ……オリヴィエっ、誰っ!?」

「だからジルバルト・ダニエレ・バルトランツさまが……」

　あらためてその名を聞かされて、リリアは「はぁあああ!?」と、先ほど以上の奇き声せいを上げる。すると銀色の髪の青年──ジルバルトが、くすくす笑いながら命じた。

「じゃあオリヴィエ、早さつ速そくネプトゥス隊の詰所に戻ってくれるかな。エルサは騎士たちを動かしてくれるかい？」

　その言葉を受けて、エルサは腰に差していたレイピアを抜いた。

　剣先をすっと動かし、近くに控ひかえていた騎士たちに指示を出す。その動作を見る限り、彼女は剣の扱あつかいに慣なれているようだった。

　そしてふと気がついた時には、騎士たちはリリアとジルバルトを取り囲むようにしていた。その包ほう囲い網もうの向こうでは、オリヴィエが水棲馬を呼んで海へ戻ろうとしている。

　──これは何？　どうして騎士たちに囲まれなくちゃいけないの？

　船上の様子が、その雰囲気ががらりと変わった。今から何かとんでもないことが起こりそうな気がして、リリアはごくりと息をのむ。

「オリヴィエ、わたしも行くわ！　わたしも一緒に詰所へ帰る……！」

　リリアはオリヴィエのあとを追って、船の縁に駆け寄ろうとした。ここにいてはいけない、一いつ刻こくも早く立ち去ったほうがいい。自分の中の第六感が、危険信号を発している。

　と、その時だった。リリアの進行方向に立っている騎士が、腰から剣を抜いた。

　──わたしに向けてかまえた!?

　その瞬間、リリアは足を止め、剣の柄つかをぐっと握にぎりしめていた。

　自分を取り囲む騎士たちからは、あからさまな敵てき意いは感じられない。が、あまりに人数が多すぎて、戦せん闘とうになれば分ぶが悪そうだ。

　いつしか甲板に立つ騎士たちの数は、二十人前後に増えている。そしてオリヴィエは、リリアを置いて完全に海に出て行ってしまった。

「殿下……わたしは何か粗そ相そうをしましたか？　これはどういうことでしょうか」

　椅い子すに座っているジルバルトを、リリアはキッと睨ねめ付けた。

　相手は王太子だ。それはもちろんわかっている。けれどいきなり籠かごの鳥のような状態に陥おとしいれられ、リリアはさすがに苛いら立だっていた。

「実は、君にもう一度会いたかったんだ。けれどアンフォッシ隊長が、君を詰所から出さないようにしていたから」

　だからこの中型船とオリヴィエを使ったらしい。この船になら、外出を禁止されているリリアでも、来ることができるから。

「三十分……いや、二十五分かな。君と一緒の時間を過ごしたいんだ」

「いくらでもご一緒させていただきます。ですがそれは、こうしなければいけないことなのですか！」

「そうだね。もしエサに逃にげられてしまえば、私が困ることになるから──」

　と、そこまで口にしたところで。

「────というかああもう超ちよう絶ぜつに面めん倒どうだっ!!」

　ジルバルトはいきなり声を荒らげ、自分の銀髪を苛立たしそうに搔かきむしった。

「えっ……!?」

　何この人、おかしくなっちゃった!?　と、リリアはつい呆あつ気けにとられてしまう。

　するとジルバルトは、リリアの目の前で。

「ここには俺様の騎士しかいないし、この小娘の弱みもがっつり握ってるんだ。エルサ、王太子の面つらは俺様の独どく断だんで外すぞ！」

　いきなりその口調を変えたのだ。穏やかな言葉遣いから、真逆のそれへと。

　それだけじゃない。その表情や態度、仕し種ぐさや身にまとう空気すらも一瞬で変わってしまっていた。三十秒前までとは、まるで別人のようだった。

「殿下……？」

　リリアは目を瞬しばたたいた。

　これは何。目の前にいるのはいったい誰。よくわからなくて、ただただ啞あ然ぜんとする。

「あら殿下、ちょっと早過ぎやしませんか？　まあ面白いからいいですけど」

　エルサが「うふふふ」と、羽は根ねのように軽かろやかな笑しよう声せいを漏もらした。

「ここ最近ずっと王太子モードでいたからな。さすがの俺様も限界だ」

　ジルバルトは、固まっているリリアに鋭するどい眼まな差ざしを向けてくる。

「おい小娘」

　彼は腕を組んだかと思うと、目の前のテーブルにドンッと右足をのせた。その拍ひよう子しにカップやら皿やらがぶつかり合い、がちゃりと耳みみ障ざわりな音を立てる。

「とりあえずそこの椅子に座れ。──いや、いっそのこと俺様の前にひざまずけ!!」

　けれどリリアは、逆に二、三歩後あと退ずさっていた。彼の凶きよう悪あくな雰囲気に気け圧おされてしまい、とてもじゃないが近寄ることなどできなかったのだ。

「いいか小娘、貴様は今から俺様に従したがうんだ。──秘密をバラされたくないのならな」

「────っ!!」

　その瞬間、リリアの全身が心臓になったかのようにびくっと鼓こ動どうした。

　リリアの秘密。そう告つげられて真っ先に思い浮かんだのは、アズーリの銀色の馬体だ。

　けれどどうして彼がそれを知っているのか。いったいどこからそれが漏れたのか。どうして、どうして、どうして。リリアの頭の中には疑問ばかりが浮かんでいた。

　──アズーリ。

　無意識のうちに、辺りに彼女の姿を探す。しかし午前中の今、アズーリはリリアのあとを追ってきてはいないようだった。それだけでもとりあえずほっとして、胸をなで下ろす。

「おい貴様、なんとか言ったらどうだ」

「……わたしを、どうするおつもりですか？」

　リリアはジルバルトに問うた。

「秘密を盾にわたしを脅おどして、そして何をさせるおつもりですか！」

「何をさせるつもりもない。貴様はただの『エサ』だ」

　エサ。それはおそらく、アズーリをおびき出すための、ということなのだろう。

「とにかく貴様はおとなしく捕らえられておけ。そうすれば手荒なことはしないでやる」

　捕らえられる？　何も悪いことはしていないのに？　いくらなんでもそんなことは──。

「嫌です」

　リリアははっきりと言い切った。

　するとジルバルトは、「はっ！」と鼻を鳴ならして踏ふん反ぞり返った。

「貴様はアホか？　俺様が誰だかわかってるのか？　このバルトランツ王国の第一王子にして次代の王、ジルバルト・ダニエレ・バルトランツさまだぞ？」

　そして彼は、周囲の騎士たちに視線で命じる。リリアのことを捕らえるように、と。

　──違う。殿下とはこんな場所で出会うはずじゃなかった。

　リリアはじりじりと後退りながら考えた。

　つい最近まで貴族の娘であった自分。父親はいずれ王家主しゆ催さいの夜会に連れて行こうと、リリアに淑しゆく女じよらしい振る舞いを勉強させた。そして王太子である彼とは、そこで出会うはずだった。コルテーゼ家が没ぼつ落らくしてしまわなければ。

「失礼いたします。無ぶ礼れいをお許しください！」

　リリアは背後に立つ二人の騎士に、次々と回し蹴げりをくらわせた。

　彼らは抵抗しようと剣に手をのばしたが、いきなりの攻こう撃げきに泡あわを食ったのだろう。目を白黒させて、わりとあっさり甲板に沈しずんだ。

『いいか、戦いの時は絶対にバックをとられるな！　背中に目はついていないからな！』

　頭の中に響いた剣術の師の教え。それに従い、自分が安心して立てる環かん境きようを作り出す。

　そしてリリアは、ジルバルトの赤茶色の瞳をまっすぐ見つめた。

　確か、夜会で王族と出会った際の、挨拶の仕方は──。

「王太子殿下ジルバルトさま、初めてお目にかかりますわ。わたくしジャンノット・コルテーゼの長女、リリアと申します。──以後、どうぞお見知りおきをっ!!」

　リリアはすらりと剣を抜き、胸の前でかまえた。

　そして右足を後ろに引いて、優ゆう雅がに膝ひざを曲げたのだった。
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「宮殿に行ったら王太子はいなかった。自分で俺たちを呼び出しておきながら、だ」

　その頃。クラウディオは自分の執しつ務む室しつで、ひとしきり考え込んでいた。

「しかもどこに行ったのかは謎。誰もその行方ゆくえを知らない……」

　執務机の前に座り、腕を組み、事実を確認するようにぽつりと呟く。

　すると机つくえの端はしに腰を下ろしていたジュゼが、「なんだろうねー」と、天てん井じようを仰あおいだ。

「いくらなんでもふざけすぎだよねー。こっちも忙いそがしいってのにさ。気まぐれ？　それとも呼び出したことを忘れちゃった？　バカってこと？」

「さあな。だがあまりに不自然だ」

　クラウディオはふうっと息を吐く。

　つい一時間ほど前。クラウディオとジュゼは、揃そろって宮殿にいた。『王太子殿下がお呼びだから行ってこい』と、騎士団長に命じられたからだ。

　しかし実際に訪ねてみれば、王太子その人は留る守すにしていた。しかも留守を告げられたのが、宮殿の中で一時間も待たされた末すえとはいったいどういうことだ。

「あの男……面倒なことをしてなければいいがな」

　王太子の穏やかな笑みを思い出して、クラウディオは自然と渋じゆう面めんになった。

　いつも変わらないあの表情。それが逆に胡う散さん臭くさく感じられて、クラウディオは彼のことを苦にが手てとしている。

　この国の民、宮殿で政治をする者、騎士団の団員たち──おそらく王太子の身近にいる者ですらも、ジルバルトを温おん和わで誠せい実じつな人物だと認識しているだろう。

　しかし実際は違う。少なくともクラウディオは、そう睨にらんでいた。

　ここ数日、彼に呼び出される形で、わりと長い時間を共ともに過ごした。その間、彼を観察し続けてみたが、ジルバルトは毛の先ほども黒い感情を見せなかった。

　だがそれがあまりに徹てつ底ていされていたので、クラウディオは逆に違和感を覚えたのだ。

　──あれほど完璧な人間が存在するか？

　答えは否いなだ。誰にだって多かれ少なかれ欲よくがあり、喜き怒ど哀あい楽らくがあり、だからこその人間らしさがある。けれどそのようなものを、ジルバルトからはこれっぽっちも感じなかった。ということは、あの男は隠しているのだろう。完璧なほど自分の全すべての感情を。

　そしてクラウディオは、そういう人間が最も嫌いなのだった。

「でもクラウ、この先どうするつもり？」

　クラウディオが沈黙していると、ジュゼがこちらを覗き込んできた。彼はたいして心配もしていなさそうだったが、それはいつものことだ。

「ずっとこのままでもいられないでしょー。いくら断ことわってもあきらめないみたいだし？」

　ジュゼには昨日、ここ数日に起きた王太子とのあれこれを話してあった。

「知らん。面倒くさい」

　クラウディオは簡かん潔けつに答える。

「本ほん性しようを出さぬ権力者になど興きよう味みはない。今はこのまま放っておく」

「まあそう言うとは思ったけどさー。でももし隊に実害が及およんだらどうするのさ」

「それはない。あいつは王座を手に入れるまで、あの仮面を脱ぐつもりはないだろ」

　だからこそ表立っては動いてこないはずだ。クラウディオはそう見通している。

　と、その時。執務室の扉とびらがコンコンッとノックされた。やけに弱い力だった。

「──誰だ」

　クラウディオは誰すい何かした。すると返ってきた声は、意外な人物のものだった。

「あの、オリヴィエです……隊長にお渡しするものがあるのですが、よろしいでしょうか」

「……オリヴィエ？」

　その瞬間、クラウディオとジュゼはどちらからともなく顔を見合わせていた。

　確かオリヴィエは、リリアと一緒に沖の中型船へと行っているはずではなかったか。

　──どうしてここにいる？　何か問題が起きたのか？

　クラウディオが「入れ」と入室を認めると、少年はすぐに姿を現す。

「あれ？　オリヴィエ、眼鏡はどうしたー？　落としちゃったの？」

　ジュゼの問いかけに、オリヴィエは「いえ……」と、もごもご口籠もった。

「あの、すみません……お取り込み中のところ本当にすみません。空気が読めなくて邪じや魔まばかりしちゃって本当にごめ──」

「今すぐ用件を言え！　締め上げられたくなかったらな」

「え、むしろしていただきたいくらいですが……！」

「このっ……アホが！　早くしろ、追い出すぞ！」

　クラウディオが目を吊り上げると、オリヴィエは一通の封筒を差し出してきた。

　それは一いつ見けんしたところ、ただの白い横長封筒だった。けれどなぜか、クラウディオは嫌な予感を胸に覚えた。なんだこれは？　鼓動がどくどくと騒さわいでいる。

「これ、隊長にお届けものです……今すぐ読んでいただいたほうがよろしいかと」

　クラウディオはそれを無む言ごんで受け取った。ジュゼから手渡されたペーパーナイフを使い、封を開ける。そして中に入っていた白い便びん箋せんに視線を落とした、直後。

「ちくしょう、あの男……！」

　無意識のうちに、その便箋をぐしゃりと握り潰していた。

　胸に抱いた嫌な予感は、どうやら的てき中ちゆうしてしまったらしい。

　手紙にはジルバルトの字で、こう記されていた。





『親愛なるクラウディオ・アンフォッシ隊長殿。

　今、沖に浮かぶ船の上で、ささやかな茶会を催もよおしている最中だ。

　ちなみに唯ゆい一いつの客人は、君の大切な人。──さて、誰だかわかるかな？

　もし君が僕の望みを受け入れるというのなら、その褒ほう美びとして、君のことを招いてあげてもいいけれど。




ジルバルト・ダニエレ・バルトランツ』






　その時、クラウディオの脳裏に、『大切な人』の顔がパッと浮かんだ。

「アドルフォ……!!」

　それはクラウディオが愛して止やまない弟の顔だった。

「あいつ、ふざけやがって……アドルフォを盾たてにとるとは！」

　しかしすぐに、オリヴィエが「いえ、違います……」と、あたふたと否ひ定ていしてくる。

「あの中型船に捕らえられているのは、リリアさんです……」

「……なんだと？」

　ちょっと待て、いったいどういうことだ？　クラウディオは青い目をぱちぱちと瞬いた。

　捕らえられているのは、アドルフォじゃなくてリリア。ということは、ジルバルトはクラウディオの『大切な人』が、リリアであると考えているのだろう。

　どうしてそう思うのか。クラウディオにはさっぱりわからなかった。──が、これだけはわかる。リリアにしろアドルフォにしろ、結局、最悪な状況だということだ。

　──だが、なぜジルバルトはオリヴィエを使った？

　クラウディオは「ちっ」と舌した打うちをして、目の前の少年に射るような視線を向けた。

「オリヴィエ、おまえネプトゥス隊に入る前に宮殿に勤つとめたことがあるか？　あるいはおまえの一族に宮殿に勤めている者はいるか！」

「はい……僕の姉が、宮殿で侍女をしています。王太子殿下ジルバルトさまの……」

「そういうことか！」

　クラウディオは椅子を蹴け倒たおす勢いで立ち上がった。

　するとジュゼが、両腕を広げてクラウディオの行く手を阻はばもうとした。

「落ち着け、クラウディオ。どうした？　誰からの手紙で何が書いてあった」

　しかしクラウディオは、「どけ」とジュゼの体を押し退のけた。

　説明している暇はないし、この手紙をジュゼに見せるわけにもいかない。ジルバルトがどういう行動に出るのかわからない以上、騒ぎを大きくするわけにはいかないのだ。

「とりあえず出かけてくる。ジュゼ、後の指し揮きはおまえに任せる！」

「クラウディオ……！　どうしたっていうんだ！」

「追っては来るな。──だが待たい機きはしていてくれ。あとそこのアホを捕まえておけ！」

　そしてクラウディオは、なりふり構わず馬房へと走った。

　イウラートに乗って、リリアの元へと向かうために。
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「まるで手て負おいの獣けもののようだな」

　ジルバルトはリリアのことをそうたとえてきた。

　どうやら今のリリアの眼まな差ざしや雰ふん囲い気きは、それほどに険けわしいらしい。が、無理もない。

　身動きがとれなくなってしまったリリアは、周りに立つ騎き士したちを睨にらみ付けることしかできなかった。剣をかまえたまま、息を殺して、ぴくりとも動かずに、だ。

　このままの状態で、もうどれくらいの時間が経たっただろうか。

　五分？　十分？　正直よくわからない。

　先ほどリリアは、背後の敵二人をうまく蹴けり倒たおすことに成功した。しかし騎士たちが揃そろって剣を抜いたことにより、すぐにまた包ほう囲いされてしまったのだ。

　しかもジルバルトの背後に立つエルサが、こちらにレイピアの剣先を向け続けている。

「もし殿でん下かに何か粗そ相そうをすれば、これでぶっ刺さしちゃいますわよ」と。

　──ていうか、この後どうしろっていうのよ！

　頭の中はパニックを通り越して真っ白。目の前に王おう太たい子しがいる──それだけでもかなりの非常事態なのに、加えてこの状況だ。

　正直もうげっそりだ。うんざりだ。今すぐネプトゥス隊の詰つめ所しよに帰りたい。

「おい小娘。貴様いつまでそうしている気だ？　俺様を見くびっているのか？」

「まさか……とんでもございません！」

　それだけは否ひ定ていしておきたくて、リリアは沈ちん黙もくを破やぶった。

「おとなしく捕まったほうが身のためだぞ。秘密をバラされたくないのならな」

　リリアの秘密──それはやはり、アズーリのことだと思えた。

　ノワールとの海かい戦せんの際さいに、堂どう々どうとアズーリに騎き乗じようしてしまったリリアだ。いくらクラウディオが箝かん口こう令れいを敷しいたところで、人の口を閉ざすには限界がある。

　もしかするとジルバルトは、信しん憑ぴよう性せいのある情報をどこかから得たのかもしれない。だがリリアを捕らえてどうするつもりなのかは、やはりよくわからなかった。

「……殿下の目的はなんでございましょうか」

　リリアはもう一度、ジルバルト本人に問うてみることにした。

「教えてください。殿下はわたしに会いたかったとおっしゃいましたが、なぜでしょう」

「目的は二つ。一つはエサにすること。そしてもう一つは、レオと親しくしているおまえに興きよう味みを持ったからだ」

　ジルバルトは、椅い子すに踏ふん反ぞり返って顎あごを上げている。

　レオさんと親しく？　頭の中でそう反はん芻すうした瞬間、リリアはふと思いついた。

　──王太子殿下は、レオさんとお知り合いのようだけれど。

　彼の話題をきっかけにして、この場を乗り切れないだろうか。あるいは名めい案あんが思いつくまでの、時間稼かせぎくらいには。

「殿下、あともう一つだけ伺うかがいたいのですが……」

　しかしジルバルトは、「はっ！」と嘲あざけるように息を吐いた。

「貴様の質問に興味もなければ答えるつもりもないっ!!」

　うわっ、とりつく島もない。けれどリリアも、状況転換の糸口を放すつもりはなかった。

「でも、レオさんに関することなんです！」

　すると彼は、一瞬だけ無む言ごんになった。その隙すきにリリアは、強ごう引いんに質問をぶつける。

「殿下とレオさんは、どのようなご関係でいらっしゃるんですか？」

　実はリリアは、もうずっとそのことが気になっていた。あの後、レオと顔を合わせる機き会かいがなかったからこそ、あの日の彼の表情が脳のう裏りに焼き付いたままなのだ。

「そうか……貴様はレオの正しよう体たいを知らんのか。あれはおまえに明かしてないのか」

　ジルバルトはどうしてか、ニヤニヤし始めた。

「……？？　神官でいらっしゃるということは存ぞんじてますが」

「あれは俺の弟だ」

「ああ、なるほど。弟さまだったんで──はぁあああ!?」

　驚くあまりに、リリアはつい前のめりになっていた。

「ちょっ……え？　ちょっと待ってください。ええと、だって……」

　頭の中が激しく混こん乱らんしていて、思考がうまくまとまらない。今、彼はなんて言った？　視線をあたふたと動かし、結けつ局きよくジルバルトその人に向ける。

「だって、殿下の弟さまということは……」

　レオが王子殿下──ということになってしまうではないか。ここバルトランツ王国の、たった二人の王子のうちの一人に。

「それは本当ですか？　お友達とか、親しん戚せきとかではなくて!?」

「たった一人の弟だ」

「そんなっ、もしや殿下が勘かん違ちがいなされちゃってるなんてことはっ!!」

「貴様は絞こう首しゆ刑けいと斬ざん首しゆ刑けい、どっちが好みだ？」

　どちらも嫌いですかんべんしてください！　リリアは内心でそう返答する。

　予想外すぎる事実に、顔から血ちの気けがひいてしまっていた。さらに目は虚うつろ。口からはもう魂たましいを吐き出しそうになっている。

「でも、ご兄弟なのに……」

　たった二人の王子同士なのに、あんなにも不仲なのだろうか。

「あれは俺様のことをこの世の誰よりも嫌っているからな。だからあんな態度をとる」

　その言葉とは裏うら腹はらに、ジルバルトは楽しげに目を細めている。

　──仲が悪い原げん因いんって……もしかして、出しゆつ自じの問題とかにあるのかしら。

　この国の支配者、バルトランツ王には二人の妃きさきがいる。

　一人はこの国の王族出身である王妃。そしてもう一人は貴族出身である第二妃だ。ジルバルトの母親は前者、レオが本当に王子であるならば、彼の母親は後者になる。

　あの日、レオは言っていた。『どれほどあなたに疎うとまれていようが』だの『目め障ざわりな僕と』だの『僕から全てを取り上げたいだけ』だの、えらく悲しい言葉を。

　ということは、やはり──。

「貴様が何を考えているのかは、おおかた想像がつく」

　ジルバルトは冷めた眼差しをこちらに向けてきた。

「どんなバカにでも思いつきそうな、素す晴ばらしく陳ちん腐ぷでくだらん考えだ」

　頭の中をあっさり見み透すかされて、リリアは「すみませんっ！」と全力で謝りたくなる。

　しかしジルバルトは、手にしていたカップをテーブルに置き、言った。

「──だが、当たりだ」

　その瞬間、リリアはごくりと息をのんでいた。

「一つの国に二人の王子がいる。片方は正妃の子で片方は第二妃の子。しかも母親の身分は王族と貴族──これが捻ねじれに捻れると、兄弟間の関係は悲しいことになる」

「悲しい……？　本気でそう思っていらっしゃるんですか？」

　リリアには、ジルバルトがこの状況を面おも白しろがっているようにも思えた。

「では逆に貴様に聞いてやる」

　そこでジルバルトは、ふいに真ま面じ目めな顔になった。

「答えろ。貴様から見て、あの日のレオはどうだった？　あれは俺様のことをどう思っているように見えた」

「それは……とても苛いら立だっているように見えました。殿下のことを心しん底そこ憎にくんでいるような」

　つい正直に答えると、ジルバルトは肩を揺らして笑い始めた。

「そうか、だったらいい。……これでまた、あれは真まっ当とうに生きていける」

　彼は心底嬉うれしそうな、あるいは安あん堵どしたような表情をしていた。

　んん？　どういうこと？　よくわからなくて、リリアは首を捻ひねった。

「ええと……殿下を憎むことで、レオさんが生きていける、ということでしょうか」

　それは問いかけというよりも、自分自身の頭の中の整理だった。

「あれは性質に難なんありでな。他人どころか自分にも一いつ切さいの執しゆう着ちやくがない。地位も名めい誉よも金も女も、おそらく自みずからの命すらもどうでもいい。……いや、どうでもよくなってしまったんだろうな」

　ジルバルトはリリアの知らないレオを淡たん々たんと語った。

「でも、ご自分の容姿にはすごく執着していらっしゃるようですが……」

　そう、むしろ全力で自分自身の容姿に魅み了りようされているような気がする。

「おまえ、『ラト・シエナ』のメダーリャはもちろん見たことがあるな？」

　ラト・シエナ。それはバルトランツに広く流通しているメダルの通つう称しようだ。メダルの表には海神ネプトゥスの想像画が、裏にはそれぞれ違う絵え柄がらが描えがかれている。

　ネプトゥスの想像画にはたくさんの種類があるため、人々は何かと収集したがる。出で来きのいい画や珍めずらしい画は、高値で取引されているのだとか。

「人間とはあのメダーリャのようなものだ。表面だけ見ていては、その者の裏側──本質などわからん。が、表面のネプトゥス画が派は手でであればあるほど、人は裏面の画など見ようともしない。──あれはそれをよくわかっている」

　それではまるで、レオがわざとあのように装よそおっている、と言っているようなものだ。

「……殿下もそうでいらっしゃるんですか？」

　リリアには、ジルバルトこそがそうであるように思えた。

　しか彼は、「違う」と否定する。

「俺様は水面だ。しかも水の中が一いつ切さい見えないほどに汚お濁だくした水面──それを誰かが覗のぞき込んだらどうなる？」

　水の中が全く見えないということは。

「覗き込んだ人の顔が映る……？」

「そう。俺様は、民たみが求める王太子像をそのままこの体に映し出してやっているだけだ」

　王位に就つくまではな。ジルバルトはそう言った。

「──ちっ、貴様のせいでだいぶ無む駄だな話をしたな」

　やがて彼は、ふと我われに返った様子で、テーブルの上の時計をちらりと一いち瞥べつした。

「だがそろそろ二十五分か……ちょうどよい頃合いだが」

　ぶつぶつ呟つぶやきながら、もう冷め切ってしまったであろう紅茶に手をのばす。

「おい、それでどうなんだ貴様。いい加か減げん、おとなしく捕まる気になったか？」

「ええと……なんとか捕まらずに済む方法はありませんでしょうか？」

　おっかなびっくり問うてみたが、「そんなものはない！」と一いつ蹴しゆうされた。

「ではわたしを捕らえてどうするおつもりなのか、それだけは教えてください」

「何度も言ってるだろうが。貴様はただのエサだ」

　やはり彼の目的は、最終的にはアズーリを呼び出すことらしい。

「逃にげられたら困こまるから捕らえるだけ。あとは俺様の獲え物ものがそれを食べにここに来るのを待って──」

　そこで突とつ然ぜん、ジルバルトが弾はじかれたように顔を上げた。

　あまりにいきなりのことだったので、リリアはびっくりして息をのんでいた。

「殿下……？」

　ジルバルトは紅茶を一ひと啜すすりしたかと思うと、テーブルの上に乱暴にカップを置いた。

「予想どおりの時刻だな。──おい小娘、今をもって貴様とのくだらん時間は終わりだ。貴様はもう何も喋しやべるな」

　えっ？　どういうこと？　と、リリアは困こん惑わくしてぽかりと口を開けてしまう。

「ツバメが海を渡ってきた。……小娘、貴様にもその音が聞こえるだろう？」

　ジルバルトが視線をすっと動かしたので、リリアも反射的にそれを追った。

　しかし騎士たちが立ちはだかっているため、その先を目にすることはできなかった。だが騎士たちの向こう側には、真っ青な海が広がっているはずだ。

　ツバメが渡ってくる音？　頭の中でそう反芻した瞬間、リリアはハッとした。

　確かに聞こえてきたのだ。蹄ひづめが海面を割り、鋭するどい水しぶきを上げる音が。大気を切り裂さきこちらに突き進んでくる音が、青い空に響ひびき渡っていたのだ。

　それはまぎれもなく水棲馬スイレーナが海上を駆ける音だった。そしてこの速さは──。

「隊長──っ!!」

　リリアは思いきり叫さけんだ。もう絶対に彼だと確かく信しんしていた。

「エルサ、騎士たちを後ろに下がらせろ。やつを出迎えなければいけないからな」

　ジルバルトに命じられ、エルサが剣先で騎士たちに指示を出した。屈くつ強きようそうな男たちは、その荒くれた雰囲気に反して、ジルバルトの背後に乱みだれなく整列する。

「リリア、どこだ！」

　クラウディオの声が聞こえてきた。その瞬間、リリアは転げるように船の縁ふちへと走った。

　目の前に広がるのは雲一つない青空と、どこまでも続く海。船はかなりの速度で航行していたのだろう。陸などとっくにどこかに消えてしまっている。

　おそらくあちらが王都フェネツァだ──そう思える方角に。

「隊長……！」

　やはりクラウディオがいた。

「リリア、どこにいる!?　答えろ！」

　イウラートに乗った彼は、もう船の側そばまで駆けてきていた。

「隊長、わたしはここです！」

　リリアは船から身を乗り出すようにして、両手をぶんぶん振り続ける。

　するとクラウディオは、すぐにこちらに気づいてくれたようだった。

「そこをどけ！」

　クラウディオはイウラートを船の外がい壁へきに寄せると、ただちに跳ちよう躍やくさせた。ただし船と並行ではなく、やや斜ななめ気味に。まるで船体に擦り寄っていくような角度だった。

　──危ない！

　リリアの背筋が凍こおりついた。実際、イウラートの体は船に接せつ触しよくしたようだった。

　けれどクラウディオは、顔色一つ変えずに腰から短剣を引き抜いた。そしてそれを外壁にドンッと勢いよく突き立てる。

　──ロンディネ！　アンカナを使わないやり方の！

　クラウディオは短剣を頼りに体を引き上げると、甲かん板ぱんにひらりと着地した。黒い隊服の裾すそがあざやかにひるがえるそのさまは、名前のとおりにツバメが舞まい降りたようだった。

「隊長……！」

　リリアはクラウディオに走り寄ろうとした。

　しかし彼は、リリアを押し退のけジルバルトに向かって行った。──そして。

「王立騎士団ネプトゥス隊、隊長、クラウディオ・アンフォッシ、参さん上じよういたしましたっ!!」

　名乗りをあげると同時に、テーブルの中央にドンッと長剣を突き立てたのだ。

「ぎゃっ……隊長！　何やっちゃってるんですか！」

　白で統とう一いつされた食器、手をつけていない焼き菓が子し、飲みかけの紅茶や銀のスプーンなど、テーブルの上にあったものが辺りに派手に飛び散ちった。
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　──隊長、なんでいきなりキレてるの!?

　失しつ礼れいな発はつ言げんはしていない。けれど剣を突き立てたのは、さすがにやり過ぎじゃないだろうか。リリアはおっかなびっくり、ジルバルトの様子を窺うかがう。

　しかしジルバルトは、クラウディオの振る舞いには腹を立てていないようだった。

「貴様、俺様をどれだけ待たせる気だ？」

　その口ぶりから察するに、クラウディオがここに来るのを待っていたのかもしれない。

「あまりに暇ひますぎて、そこの小娘とつまらん話なんぞをしてしまったぞ」

　ジルバルトは本性のままの顔を、クラウディオに向けていた。

　そしてリリアは、次の瞬間、クラウディオにものすごい剣幕で怒ど鳴なりつけられた。

「──この、バカがっ!!」

　クラウディオはリリアの頭を、大きな手でがしっと鷲わしづかみにしてくる。

「てっめえなに拉ら致ちられてんだ！　暢のん気きにこんな所まできやがって……おまえには警けい戒かい心しんやら用心やら猜さい疑ぎ心しんというものがないのか？　あぁ？」

「すみません、最後の言葉難むずかしくてわかんな──」

「総じてアホか!?　ということだ！」

「ひいっ……ご、ごめんなさい！」

　お仕置きだと言わんばかりに頭を揺さぶられて、リリアはぎゅっと目を瞑つぶった。

「でも、何も知らなかったんです。オリヴィエにここまで連れてこられて……」

「あいつもバカだ！　今年の従騎士はやっぱりバカばっかりだ！」

　リリアはもう何も言い返せなくて、「ごめんなさい……」と項うな垂だれる。

　するとクラウディオは、リリアの頭から手をどかし、顎で陸の方角を指し示した。

「おまえは今すぐ詰所に戻ってジュゼの命令下に入れ」

「えっ、でも……」

　いくらクラウディオが現れたといっても、ジルバルトはきっと、リリアのことを解放してはくれないだろう。なぜなら彼は、騎士を使ってまでリリアを捕らえようとしたのだ。

　しかしその予想は、五ご拍ぱく後にはあっさり外れることとなる。

「殿下、コルテーゼを詰所に戻しますが、かまいませんね？」

　クラウディオの要望に、ジルバルトがいとも簡かん単たんに「かまわん」と頷うなずいたからだ。

「えっ!?　ちょっ……隊長、ちょっと来てください！」

　リリアはクラウディオの腕を引っ張り、少し離れた場所へと彼を連れて行った。そして「殿下に聞こえちゃいますから」と、ジルバルトに背を向けさせる。

「あの、そもそも隊長はどうしてここに？　オリヴィエに何か言われたんですか？」

「殿下から招待状をいただいたんだ。……この船で開かい催さいされる茶会のな」

　オリヴィエが持たされていた封ふう筒とうは、おそらくそれだったのだろう。しかしこの状況で茶会とは、またなんともわけがわからなすぎた。

「おまえは殿下に何か言われたのか」

「ええと、殿下はわたしの秘密を知ってるっておっしゃってて……たぶん、アズーリのことだと思うんですけど」

「それに関係することを匂におわしてきたのか？」

「いえ、そういうわけではないんですけど、わたしを『エサ』にするとかなんとか……」

　まずいですよね？　と、問うような眼差しをクラウディオに向ける。

　すると彼は、何やら考え込んだのちに口を開いた。

「それだけの要よう素そでは確定できないな。……だが、どちらにしろおまえは詰所に戻れ。あとは俺が適てき当とうに誤ご魔ま化かしておく」

「でも、わたしが原因なのに……」

「原因だったらなおさらこの場にいないほうがいいだろうが。せっかく殿下の気が変わったんだ、今のうちに船を下りておけ」

　クラウディオは呆あきれたような顔をして、ジルバルトの所へ戻ろうとする。

「でもでも、騎士に囲まれたり、オリヴィエのお姉さんにレイピアを向けられたりするんですよ？　しかもお姉さん変へん態たいっぽいんですよ！　そこに隊長一人なんて……」

「おまえ、俺を誰だと思ってるんだ。ネプトゥス隊の隊長だぞ？」

　それはもちろんわかっている。そしてクラウディオが、素晴らしく腕が立つということも。けれど相手は王太子なのだ。戦闘力と権力では、明らかに後者のほうが勝る。

　そんなことを考えて不安になっていると、頭の上に大きな手がぽんとのった。

「俺の所に茶会の招待状が届いたくらいだ、殿下もきっと暇なんだろう。あとは茶にでも付き合ってやれば収まるはずだ」

「そんな軽い感じじゃなかったですけど!?」

　茶を飲むどころか、生け捕りにされかけたのだ。しかも実力行こう使しで脅おどされながら。

　しかしクラウディオは、「命令だ」と、最終手段に出てきた。

「今すぐ詰所に戻り、ジュゼの指示に従え。ここには絶対に戻ってくるな」

　彼は恐いくらい真剣な顔をして、記き章しようが下がる左胸をトンッと叩たたく。

　命令。左胸を叩く動作。それらが合わされば、リリアはもう頷くしかなかった。

「……はい。了りよう解かいです」

　渋々ながらも、背筋をのばして敬けい礼れいする。と、一方のクラウディオは、腰に巻いてある飾かざり帯おびをいきなり外し始めた。

「念のため、これをジュゼに渡しておいてくれ。それからこれも」

　飾り帯と共に差し出されたのは、白いハンカチに包まれた『何か』だった。

　手の平ほどの大きさだが、受け取ってみるとそこそこの重みがある。なんだろう。手にした感触から予想するに、スプーンとかフォークとか、そういう類たぐいのものかもしれない。

「そんな顔をするな。すぐに戻るから、安心して詰所で待ってろ」

「……はい、わかりました」

　リリアは手渡されたものを隊服のポケットに詰め込んだ。念のため、ジルバルトに見られてしまわないよう気をつけながら。

　そして後ろ髪を引かれつつも、後部の縄なわばしごを使い、船から降りたのだった。
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「リリアちゃん！　どこに行ってたのさ！」

　息を切らしてネプトゥス隊の詰所へ戻ると、たちまちジュゼが走り寄ってきた。

「すみません、あの中型船にいたんですけど……」

　リリアはジュゼに、早さつ速そく事件の説明をしようとした。

　だが「ちょっと待って」と止められ、執しつ務む棟とうの中へと連れて行かれる。

　おそらく他の隊員たちの目があるからだろう。ジュゼは珍しく真面目な顔をしていた。

「あれ、そういえばオリヴィエは……？　どこにいるんですか？」

「ああ、今、クラウの執務室にいる。とりあえずしばらくはそこにいてもらうつもり」

　ということは、おそらく監かん視しをつけられ閉じ込められているのだろう。普ふ段だんは適当なくらいに穏おだやかなジュゼだが、本気になったらその程度はやりそうだ。

「で、何があったの？」

「はい、実は……」

　リリアはあらためて、事の顚てん末まつを搔かい摘つまんで説明した。もちろんアズーリ云うん々ぬんのことは明かさずに、「ちょっとした秘密を握られてしまって」程てい度どにぼやかして。

　するとジュゼは、急に切せつ羽ぱ詰つまったような表情をした。

「それはまずいな……」

「ええ、弱みを握られている以上、状況は変わりませんし……」

　この先、どう対処していけばいいのか。それを真剣に考えなければいけなかった。

「あとは隊長が戻ってきたら、相そう談だんに乗っていただこうと思うんです」

　クラウディオはあの場をうまく収めて、じきに詰所に戻ってくるだろう。リリアはそう信じて疑っていなかった。しかしジュゼが、やんわりと首を横に振る。

「違う……リリアちゃん、違うんだ」

「……？？　何が違うんですか？」

「王太子殿下の──ジルバルトの標ひよう的てきは、クラウディオだ」

　その瞬間、リリアは頭をぶん殴なぐられたような衝しよう撃げきを覚えた。

「え、でも……」

　途と中ちゆうで気が変わったとはいえ、ジルバルトの目的はリリアとアズーリのはずだ。

　だからこそクラウディオは、リリアに詰所に戻るよう命じてきた。そしてリリアも、その判はん断だんが正しいと思ったからこそ一人で戻ってきたのだ。──それなのに。

「クラウディオは王太子殿下に誘さそわれていたんだ。ネプトゥス隊の隊長職を辞じし、騎士団を退団して、彼直属の侍じ従じゆう騎士にならないか、と」

　そんな話はもちろん初耳だった。侍従騎士──騎士という名がついているけれど、つまり側そば仕づかえのことだ。公私に渡り主人に付き従う、腹ふく心しんの部下のような役割である。

「それで、隊長は……」

「クラウは断った。けれど殿下はあきらめなかった。……このところよく詰所に来たり、クラウを呼び出したりしてただろ？」

　知っている。その度にクラウディオは、仕事を中断して王太子の対応に当たっていたのだ。けれどまさか、あれが引き抜きの話だったなんて──。

「クラウはオリヴィエが持ってきた手紙を見て、ここを飛び出して行ったんだ。……おそらくリリアちゃんをどうにかされたくなければ来い、とでも書いてあったんじゃないかな」

「じゃあ、『エサ』ってもしかして……」

　アズーリに対してのエサではなく、クラウディオに対してのエサということなのだろうか。しかしどうしてリリアをエサに選んだのか。疑問が残った。

「私的騎士がいるということは、結局、実力行使でクラウを従わせる気か……」

「そんな……隊長はどうなっちゃうんですか？　どういう結果が考えられますか？」

　リリアはもう、ジュゼに縋すがり付くようにしていた。

「それだけ騎士がいたら、さすがのクラウも厳きびしいかも。相手は王太子だ。剣を向けるわけにはいかないし……最悪、王太子の望みを受け入れるかもしれない」

　その一瞬、リリアは呼吸を忘れる。

　頭の中が真っ白になって、何も考えられなくなってしまう。

　ジルバルトの望みを受け入れるということは、クラウディオがネプトゥス隊を辞やめるということだ。同時に彼は、リリアの『隊長』ではなくなってしまうということ。

「──そんなの嫌いやっ!!」

　リリアは激しくそう思った。

　彼はリリアの憧あこがれだ。ひと月ほど前、ノワールとの海戦の際に、リリアの心は彼に持っていかれて──奪うばわれてしまった。そしてそれはまだ、彼の元にある。

　だからこそ『隊長』を辞められては困るのだ。いつだってリリアのすぐ前を歩いてくれていないと、自分の心がどこに行ったのかわからなくなってしまうから。

　嫌だ。絶対に嫌だ。──だったらどうすればいい？

『嫌なら違うロードを切り開け！　新しい選択肢しを自らの力で作り出すんだ！』

　リリアは「はい、師し匠しよう！」と心の中で返事をし、ジュゼに向き直った。

「副隊長、わたしちょっと──」

　沖の中型船に戻ります。そう宣せん言げんしようとして、ふと思いとどまる。

　先ほどクラウディオは、リリアに『ここには絶対に戻ってくるな』と命じてきた。そしてそれを無視して戻ったところで、リリアが状況を打だ開かいできるとは思えなかった。

　──突っ走ってはダメだ。頭を使え、わたし。

　闇やみ雲くもに頑張っても評価はされない。大事なのは結果だ。そしてクラウディオは、自分の隊にバカはいらないと言っていた。

　だが頭を使うとはどういうことだろう？　いくらあれこれと考えてみても、並みの頭ず脳のうしか持たないリリアには、名案など思いつきそうになかった。

　──だったら託たくせばいいんだわ！　その力がある人に！

　そう悟さとった直後、リリアはジュゼの黒い瞳をキッと見上げる。

「副隊長、何かないですか？　何か隊長を助けられる方法は……」

　しかしジュゼは、その表情をよりいっそう曇くもらせた。

「いくら向こうに私的騎士がいても、ネプトゥス隊を出すことはできないな。出動には騎士団長の許可がいるし、それに真っ当な理由も必要になる。相手は王太子だ」

　やり方はともかく、ジルバルトはただ『クラウディオを侍従騎士に』と望んでいるだけ。

　それを回かい避ひしたいがために、隊を動かすことはできないということだった。

「じゃあ他の方法は？　──あっ、そういえば殿下は普段、品ひん行こう方ほう正せいなふりをしているみたいなんです。だから第三者を連れて行けば、とりあえずは……」

「たとえ俺が行ったとしても、殿下に『詰所に戻っていてくれるかな』とにっこり命じられて終わりだよ。そしたら俺は逆さからえない。……ということは、もう騎士団長クラスじゃないと無理だということだ」

「じゃあ騎士団長に……！」

「あの人はこの程度のことでは動かないよ。『なんとかできないクラウディオがバカなんだろ。おとなしく殿下の部下になっておけ』で、終わり」

「そんな……」

　リリアは無意識のうちに、クラウディオと船上で別れた時のことを思い出していた。

『安心しろ』と言った時の呆れたような顔。『詰所に戻れ』と言った時の怒ったような声。そして『ジュゼに渡しておいてくれ』と言った時の彼の──んん？　渡しておいてくれ？

　その時、リリアの頭の中で、何かがコトンッと音を立てた。

　どうやらそれは、記憶の断だん片ぺんが転がる音のようだった。

「って、完全に忘れてたっ!!」

　リリアの顔からすっと血の気がひいていった。そういえばクラウディオから、『ジュゼに渡しておいてくれ』と託されていた物があったのだ。

「これ、隊長から預かったんです！　副隊長に渡してくれって言われてて……」

　ポケットから取り出した、銀色の飾り帯と、白いハンカチに包まれた『何か』。それらを手渡すと、ジュゼはまず、飾り帯を目にして息をのんだようだった。

「これは……」

　続いて白いハンカチを開き、早速その中身をあらため始める。

　ハンカチに包まれていたのは、リリアの予想どおり、王家の紋もん章しようが入った銀のスプーンとフォークだった。おそらくクラウディオがテーブルに剣を突き立てた時に、辺りに飛んだものだろう。彼はいつの間にか、それらを拾っていたらしい。

「折れ曲がったスプーンとフォーク……これは『コディチェ』だ」

　コディチェ。それは有ゆう事じの際を見越して定められている、騎士団内の暗号方法だ。

　クラウディオはコディチェを駆く使しして、ジュゼになんらかの指示を出してきたようだ。

　けれどコディチェの法則をまだ暗記しきっていないリリアには、一見したところで何を意味するものなのか、よくわからなかった。

「副隊長、隊長はなんて!?」

　リリアが問うた直後、ジュゼはいきなり執務棟の窓に走り寄った。そこからひょいと顔を出し、外に向かって声を張り上げる。

「はいみんな注目！　三十分後くらいに出撃することになるかもしれないからさ、のんびり戦闘準備に入っといてー。沖を航行してる船に向かうから！」

「副隊長……！」

　そこでリリアは、ほっと胸をなで下ろした。

　クラウディオがジュゼにどのような指示を出してきたのかは、やっぱりわからない。だがあとはもうどうしたって、ネプトゥス隊が彼を助けてくれる。そう思えたからだ。

　──だったらわたしは今、自分ができることをするだけだわ。

「俺は今から騎士団長の所に……ってリリアちゃん!?　どこ行くの!?」

「わたし、先に行って船を探してます」

「えっ、本気で言ってるの!?」

「はい。わたし、船を探すの大得意なんです！　チェシーリアさんの時だって……」

　どこまでも続く海の中から、探し出してみせたのだ。アズーリの力を借りて。

「副隊長、先ほどの時点で船は二時の方角でした。とりあえずそちらに向かってください！　あとは見つけ次第、知らせにまいります！」

　リリアはジュゼの返事も待たずに、その場から駆け出した。クラウディオに『隊長』でいてもらうために、まずはあの船の居場所を特定しなければいけなかった。

　──アズーリを使う！

　ネプトゥス隊の詰所を飛び出し、まずは神殿の方角へと走る。

　途中、人影がなさそうな海岸を見つけて、転げるように波打ち際に下りた。

「アズーリ、いる？　応えて、どこにいるの!?」

　リリアは空に向かって叫んだ。

「妾わらわはここじゃ」

　頭の中に、すぐに彼女の返事が響いてくる。

　アズーリはカモメの姿で、リリアの背後から颯さつ爽そうと飛んできた。その方角から考えるに、時計塔の上で昼寝をしていたのだろう。翼を動かしながら、くわっと欠伸あくびをしている。

「アズーリ、お願い！　沖に行きたいの、あなたに乗せて！」

　するとアズーリは、「べつにかまわぬ」と了りよう承しようしてくれた。

「──が、おまえはそれでいいのか？」

「ファヴィでは間に合わないし、船を探すこともできない。あなたの力が必要なの」

　そう、それは水棲馬の女王であるアズーリにしかできないことだった。

「お願い、今すぐわたしを乗せて……！」

　リリアがそう願うと、アズーリは急に空高く舞い上がった。そしてくるりと旋せん回かいし、矢のような速度で紺こん碧ぺきの海の中へと飛び込む。一直線に。

「久々の海じゃ！」

　その直後、目の前の海が大きく鼓こ動どうしたような気がして、リリアはごくりと息をのんだ。

　海風がびゅうっと吹きつけ、海面に不自然なうねりが生まれる。やがてそれは白波を立てて渦うずを巻き、激しい水しぶきを辺りに撒まき散ちらした。

　そのうちに海面が割れるような音が響いて、リリアは思わず目を閉じる。

　そして、次に瞼を開けた時には──。

「青の女王レジーナ・アズーリ……！」

　銀色に輝く水棲馬が、リリアの目の前に立っていた。

　その瞳は海の色を映したかのような深い青。螺ら旋せん状じように突き出た角は真しん珠じゆのような乳白色。そしてそのしなやかな体は、神秘的に輝く銀色だった。

「さっさと乗れ」

　アズーリはくいっと首を動かすと、前脚で海面を搔かいた。

　だがリリアには、彼女に乗る前に、どうしてもしておかなければいけないことがあった。

「お願い、アズーリ！　まずは体の色を黒に変えてほしいの！」

　そうしてもらわなければまた、同じ失敗を繰り返すことになってしまうからだ。

　リリアは彼女の鼻先に向けて、「お願いします！」と、両手をぱんっと合わせた。

「ちっ……面めん倒どうじゃの」

　不満をこぼしながらも、アズーリはその体を瞬またたく間に漆しつ黒こくに変えてくれる。かと思うとすぐに、こんな条件を突きつけてきた。

「体の色を一度変えるごとに珊さん瑚ごの欠片かけら十五個じゃ！　わかったか！」

　その剣けん幕まくに、リリアはもう「わ、わかったわ」と頷くことしかできなかった。

「というかおまえ、以前の三十個はどうした？　十日で一割増える仕組みになっているからの、さっさとよこしたほうが身のためじゃぞ！」

「そんな仕組みは聞いてないけど!?　……っていうか今、それどころじゃなかった!!」

　リリアがアズーリの背に飛び乗ると、彼女はたちまち沖に向かって走り出した。

　風を超えるその速度は、やはりファヴィとは比べものにならないくらい速いのだった。
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　その頃。沖に浮かぶ船の上で、クラウディオはジルバルトと向かい合っていた。

「おい、新しい主従の誕生に乾かん杯ぱいするぞ。あいにく紅茶しかないがな」

　クラウディオがめちゃくちゃにしてしまったテーブル。それには替えのクロスが掛けられ、新しい紅茶やら菓子やら果物やらが並べられている。

　──というかもう普通に茶会だろう、これ。

　なんでこんなことしてる俺。そう思いながら、クラウディオははあっと溜ため息いきをこぼした。

「貴様、ふざけるなよ。溜息など吐ついたら菓子がまずくなるだろうが」

　どうやらジルバルトは大の甘あま党とうらしい。先ほどから砂糖菓子のようなものばかりを、次々と口に運んでいる。だがその眼差しは鋭く、口元は苛立たしげに歪ゆがめられていた。

「……こちらがあなた様の本質でいらっしゃいましたか」

　クラウディオは正直呆れていた。

　猫ねこを被かぶっているとは思っていたが、まさかここまでだとは思わなかった。しかも剣士を集めて私的騎士団まで作っているとは、普段、裏でどれだけの悪さをしているのだろう。

「あまり驚いてはいないようだな」

「予想はしていましたので。……ですがなぜ明かしましたか？」

「自分の部下になる男くらいにはバラしてもいいだろう」

　ジルバルトは、そうなることが当たり前だと信じて疑っていないようだった。

　──まったく、あきらめの悪い。

　ジルバルトに『私の侍従騎士になってほしい』と告げられたのは、つい六日前。彼が初めて、ネプトゥス隊の詰所に視察に訪れた時のことだった。

　その時クラウディオは、もちろんすぐに断った。──いや、その時だけじゃない。その後どれだけ願われても、『その器うつわではありませんので』と、断り続けてきたのだ。

　クラウディオは正直、ネプトゥス隊以外の場所で働く気はなかった。

　弱じやつ冠かん十一歳と幼おさなかった自分を受け入れ、自分と弟の生活を救ってくれた精せい鋭えい部隊。精神的にも辛つらかったあの時期、隊の存在や隊員の言葉にずいぶん助けられた。そのためクラウディオは、ネプトゥス隊に並々ならぬ愛着を持っているのだ。

　だからこそ何度だって、ジルバルトの誘いを断るつもりでいた。そしていつしかジルバルトもあきらめるだろうと、そう思っていた。

　──が、甘かった。まさかジルバルトが、こうまでして自分を求めてくるとは。

「……どうして私を部下にと望むのです？」

　クラウディオは顔を上げた。ジルバルトの赤茶色の瞳を、まっすぐ見つめる。

「貴様がそう聞いてくるのは初めてだな」

「ええ、まあ。本性を隠したあなた様になど興味はありませんでしたから」

　つい本ほん音ねを口にすると、ジルバルトは肩を揺らして笑い始めた。そして「違いない」と、クラウディオに同意してくる。

「俺様が王になるのは、おそらくあと三年後だ。それまでは民の望む王太子像を演じ、何の失しつ態たいもせずに過ごしていくと決めていた」

　なぜそうする必要があるかといえば、それはこの国に王子が二人いるからだ。

　もしジルバルトがなんらかの不ふ始し末まつを犯おかせば、すぐに第二王子派の人間が騒ぎ出す。だからジルバルトの作戦は、ある意味では理りに適かなっている。

「だがつい最近、状況が変わった。レオがおかしな動きを見せ始めたのだ」

　第二王子、アルフレード・レオ・バルトランツ。

　その動向は、実はクラウディオも気になっていた。リリアにアズーリの存在や、その召しよう還かんの仕方を教えたのは彼だったからだ。

「おかしな動きとは、どのようなものでしょう」

「あの娘と親しくし始めた。自分にも他人にも一切の関心を見せず、俺様を憎むことだけに執しゆう着ちやくしているはずのレオが、だ。──どの娘のことかはもちろんわかるな？」

　問うまでもない。それはまぎれもなくリリアのことだった。

「神殿の受付によると、どうやらあの娘、ひと月の間に八度もレオを訪ずねているらしい」

　八度も。そのことを、もちろんクラウディオは知らなかった。

　あいつはいったい何をしている？　なぜおとなしくしていられない。

　苛つくあまりに、「ちっ」と舌打ちをしてしまう。

「レオはあの娘を利用して俺様の邪魔をするつもりなのだろう。──ではあの娘をどうやって使い、何を得るか？」

　それはもちろん、アズーリを利用するつもりなのだろう。

　水棲馬と政治は直結しないが、アズーリは全ての水棲馬を従えることができる。ということはアズーリによってネプトゥス隊が動かされる可能性があり、ひいては政治に影響を与える可能性もあるということだ。

　しかしジルバルトは、アズーリの存在までもは把は握あくしていないようだった。

　その証あかしとして、予想外の答えを出してくる。

「あの娘を利用できるとしたら、クラウディオ、貴様に対してだけだ。レオはあの娘を使って貴様を手に入れ、やがてはネプトゥス隊を動かすつもりなのだろう」

　その時、クラウディオはつい、「ん？」と眉まゆ根ねを寄せていた。

　ネプトゥス隊が動かされるという結果は同じ。だがその課程が大きく違っている。

「殿下は、一隊員であるコルテーゼが私に影響を与えられると、そう考えておいでなのですか？　私がコルテーゼに従い、第二王子殿下の言うままネプトゥス隊を動かすと？」

　そう。それに加えて、どうしてリリアをクラウディオの『大切な人』だと決めつけ、彼女を『エサ』に自分をここに呼び出したのか。その辺りもよくわからなかった。

　するとそこで、ジルバルトがいきなりにこにこ笑い出した。

　それは心底楽しげな、あるいは悪戯いたずらが成功した子供のような笑顔だった。

「融ゆう通ずうの利きかない貴様でも、さすがに恋人の願いは聞き入れるかもしれないだろう？　一緒に住んでいるくらいだ、将来を誓ちかい合うほどの仲なのだろうからな」

「────っ!!」

　その一瞬、クラウディオは呼吸を忘れていた。

　心臓を刃物で一ひと突つきにされたような衝撃を、心に覚えている。

「レオの目的を知るべく、まずはあの小娘の身しん辺ぺんを探さぐらせた。……まさかネプトゥス隊の隊長と従騎士が親密な関係だとはな、さすがの俺様も驚いたぞ」

　バレている。クラウディオとリリアが、一緒に暮らしているということが。

　そしてその上で、二人が恋人同士だと決めつけられている。

　無理もない。一つ屋根の下に男女が二人きりで暮らしていれば、普通はそう思うだろう。

「──が、違うっ!!」

　クラウディオは思わず、テーブルをドンッと叩いていた。

「あいつとは恋人同士なんかじゃないっ！　成なり行ゆきで同居しているだけだっ!!」

　と、その勢いに気け圧おされたのか、ジルバルトが一瞬、上半身を退ひく。

　その様子を目にして、クラウディオはハッと息をのんでいた。

「貴様……いきなりなんだ。驚くだろうが！」

「はっ、申し訳ございませんでした」

　大いに動どう揺ようしながらも、クラウディオは椅子に座ったまま頭を下げる。

　というか何を取り乱している自分。そこは『同居』から全否定するところだろうが。

　恋人という言葉に過か剰じように反応してしまったばかりに、自ら同居を認めてしまっていた。

「なんだ貴様ら、そういう関係なわけではないのか」

　拍ひよう子し抜ぬけしたのだろう。ジルバルトはつまらなそうな顔をしていた。

「ええ、まあ……」

　頷いた後、クラウディオは珍しく言葉を失ってしまう。

「だがレオは、貴様らが恋仲だと思っているぞ。だからこそあの娘に近づいたんだからな」

　ジルバルトのその仮定は間違っていたが、もちろんアズーリの件を明かすこともなかった。クラウディオは「はあ、そうですか……」と、曖あい昧まいに応じる。

　そしてクラウディオは、顔を上向け、雲一つない空を仰あおいだ。

　──そうか、バレたのか。

　肺が空っぽになるほどの息を、ふうっと吐き出す。

　ジルバルトがリリアに告げた、『秘密を知っている』との言葉。

　おそらくそれは、二人の同居のことだったのだろう。まさかこんな形で利用されることになるとは、思ってもいなかった。

「浮かない顔をしているな。あの娘との関係が知れたことがそんなにショックか」

「いえ、そういうわけでは……」

　と言いつつ、実はかなりのショックだった。

　リリアとの同居は現実であって、けれどどこか違う世界での出来事のようだった。

　ネプトゥス隊では、自分の部下として働く彼女がいる。そして家に帰れば、仕事中には絶対に見せないような表情をした彼女がいた。その環境を、実はクラウディオは気に入っていたらしい。自分自身、今、初めて気がついた。

　しかしジルバルトに知られたことにより、その世界は崩くずれ去ってしまうのだろう。

　もちろんいつまでも、あの家に彼女を置いておけないということはわかっている。事実、アドルフォが帰ってくる時には、彼女には出て行ってもらうつもりだ。

　──けれどそれまではと思い、彼女を呼び戻したのに。

　どうすればいい。なんとか誤魔化す方法はないか？　クラウディオは頭の片かた隅すみで、そんな悪あがきをし続けていた。

　するとジルバルトが、あらたまった様子で口を開いた。

「貴様と小娘の秘密を騎士団長に報告するつもりはない。──今は、な。だからとにかく俺様に従え、クラウディオ・アンフォッシ。俺様と一緒に国の未来を見ろ」

　どうやら彼は、ここで勝負に出るつもりのようだった。

　だが秘密がバレてしまったことで、クラウディオにも突とつ破ぱ口こうが生まれている。

「殿下、私と彼女がただの同居人であると明らかになった今、私を侍従騎士にと望む必要はないのでは？　いくら第二王子殿下が動いたところで、彼女では私を──ネプトゥス隊を動かせませんよ」

　しかしジルバルトは、その考えを一いつ蹴しゆうするように「はっ！」と鼻で笑った。

「俺様が貴様を欲するには、もう一つ理由がある」

　まだあるのか！　とうんざりしていると、ジルバルトが人差し指をぴしっと立てた。

「その理由は、『貴様が俺様に火を点つけた』という、至って簡潔なものだ」

「……火、ですか」

「貴様があまりになびかぬから、貴様を絶対に俺様のものにしてやる。そう決めたのだ」

　その瞬間、クラウディオの背筋がぞぞぞっと粟あわ立だった。

　──なんだこいつは。そっちの趣味か？

　まさか、と思いつつも、つい異い様ようなものを見るような視線をジルバルトに向けてしまう。

　すると彼は、すぐに「違う！」と否定してきた。自分の失しつ言げんに気づいたらしい。

「違うぞ、そういう意味ではないからな！　そしてそういう趣味もない!!」

「ああそうですか。私はまたてっきり……」

　妙みような言い方をするので、自分が別の意味で狙ねらわれているのかと思ってしまった。

「違う！　貴様が俺様の部下になることを了承しないばかりか、俺様のことをぞんざいに扱ったから火が点いた──それだけのことだ！」

　つまり、断られ続けて燃え上がってしまったということらしい。

「愛あい想そう一つ浮かべず、お世せ辞じの一つも口にしない。会話は全て当たり障さわりない程度に適当。そしてそれを気にする素そ振ぶりもない」

「そうする必要性を感じませんでしたので」

「貴様、それで俺様に罰せられるかもしれぬとは思わなかったのか」

「自分の仕事に自信を持っています。そして殿下といえど、騎士団長を通さなければ私に罰を与えられないでしょう」

　さらにジルバルトが『品行方正な王太子』を装っている以上、事を荒あら立だてるような真ま似ねをするとは思えなかった。

「傲ごう慢まんな男だ。──が、事実だな」

　ジルバルトはつまらなそうな顔で腕を組む。

「とにかく、俺様は欲しいと思ったものは必ず手に入れる。それが誰の、どんなものであろうとも、絶対に、だ。そして今回、それが貴様であるというだけの話だ」

　しかしそう言われても、やはりクラウディオは「はい」とは頷きたくなかった。

　こんな面倒な男の下で働くのはごめんだし、ネプトゥス隊からも離れたくはない。後こう進しんも充分に育っていないのだ、クラウディオが抜けたら隊はどうなってしまう？

　そしてリリアとの秘密だって、できれば明かされたくはない。アドルフォが戻ってくるまでは、家でも彼女の顔を見ていたいのだ。

　そう、つまりクラウディオは、何一つもあきらめたくはないのだった。

「殿下、やはり私は……」

　あなたの部下にはなりません。と、後先考えずに口にしてしまいそうになった、その時。

「────っ!?」

　どこかで水棲馬がいなないたような気がして、クラウディオはハッとした。

　反射的に立ち上がると、遙はるか彼方かなたの水平線上に、一頭の水棲馬の姿を見つけた。

　誰だ？　ジュゼか？　クラウディオは目を細めてその姿を凝ぎよう視しする。

　それは陽光を浴びて輝く漆黒の馬体。そしてその背中にまたがっているのは──。

「リリア……!?」

　黒い隊服を身にまとい、薄茶色の髪を風になびかせた、彼女だった。

　──あのバカが。来るなと言ったのに、戻ってきたのか!?

「小娘が、助けにでも来たつもりか？」

　いつの間に腰を上げたのか、ジルバルトがクラウディオの背後に立っていた。

「それともまた捕まりにきたのか。せっかく貴様が逃がしてやったものを」

　まずい。これは一度、ここで収めたほうがいいだろう。

　そう判断したクラウディオは、「殿下！」と、ジルバルトのことを振り返る。

「この件は今度こそ真しん摯しに受け止めさせていただきます。ですから返事は──」

　また後日に。そう言い切る前に、全身の動きが自然と止まっていた。

「これは……！」

　いつしかクラウディオの目の前には、エルサを含ふくむ騎士たちが立っていた。彼らはそれぞれの手に剣を握り、その剣先をクラウディオに向けている。

「殿下、これはなんの真似です？」

「今日はなんとしてでも頷かせてみせる。いつまでも遊んではいられないからな」

「それまではこの船から降ろさない、とでも？」

　ジルバルトは無言のまま、けれどしっかりと首肯した。

　──ちくしょう。結局、暴君王太子じゃないか！

　だがその時、実はクラウディオは、「やっぱりな」と内心で納得していた。

　クラウディオが頷かなければ、ジルバルトは最後には実力行使に出てくるだろう──それは予想の範囲内だった。でなければ荒くれた私的騎士など、船に乗せてはこないはずだ。

　だからこそクラウディオは、飾り帯と銀食器をリリアに託したのだ。

　──さて、ここからどうするか。

　剣を交まじえて時間を稼ぐことはできるが、戦闘になるのは極きよく力りよく避さけたかった。ジルバルトの私的騎士とは言っても、彼らもバルトランツの人間だ。できれば傷つけたくはない。

　クラウディオはもう一度、海へと視線をやった。

　どうやらリリアは、こちらの状況に気づいてしまったようだ。いつしかものすごい速度で、この船に向かって来ている。わき目もふらず、ただ一直線に。

　もしかすると彼女が騎乗しているのは、ファヴィじゃなくてアズーリかもしれない。

　普通の水棲馬にしては、あまりにそのスピードが速すぎた。

「そんなにあの小娘が気になるか？　やはり貴様、あの娘を愛しているのか」

「アホかっ！」

　クラウディオは思わずジルバルトを怒鳴りつけていた。

　愛している。そんな薄ら寒い言葉を聞かされて、全身には鳥肌が立っていた。

「ならばあれを消してもかまわないな？　……そうすればレオも利用できなくなるからな」

　消す？　リリアを？　反芻した瞬間、クラウディオの感情が燃え立った。目の前が真っ赤になって、いつしか全身の血が沸ふつ騰とうしそうになっている。

「いいか、あの娘には──リリアには絶対に手を出すな」

　クラウディオは無意識のうちに、腰の鞘さやから剣を抜いていた。

　その直後、海からクラウディオを呼ぶ声が聞こえてきた。

「隊長──っ!!」
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　リリアがその船を見つけた時、甲かん板ぱんには変わらず二人の青年の姿があった。

　クラウディオとジルバルト。

　距きよ離りがあるのでその姿をはっきり確認することはできなかったが、どうやら二人は椅い子すに座って話をしているようだ。同じ場所に留とどまり続けている。

　──一度、詰所に戻ろう。

　おそらくジュゼ率ひきいるネプトゥス隊は、まだ出撃していないはずだ。だったらファヴィに乗り換え、彼らをここまで連れて来たほうがいいだろう。リリアはそう考えた。

　けれどアズーリが、わくわくした様子で船に近寄ろうとしたので、ふと首を傾かしげた。

「アズーリ、どうしたの？」

「何やら揉もめ事が始まったようじゃぞ。──いいぞ、やるなら派は手でにやれ！」

　その直後、真っ青な海のど真ん中で、リリアはつい声を張り上げる。

「何してくれちゃってるの──っ!!」

　甲板の上では、ジルバルトの私的騎き士したちがクラウディオを取り囲んでいた。

　午後の陽よう光こうを受けて、きらりと光るのは幾いく本ほんもの剣だ。騎士たちはそれをクラウディオただ一人に向けている。

　その光景を目にした瞬しゆん間かん、リリアはぶち切れていた。

　もう何も考えられなくなって、ただ反射的にアズーリに願ってしまう。

「アズーリ、船に向かって！」

　先ほどクラウディオは、『ここには絶対に戻ってくるな』と命じてきた。そして一昨日の夜には、『ちゃんと頭を使え』と。

　わかっている。ただ闇やみ雲くもに突つっ走ぱしっても、状況を打だ開かいできるわけがない。

　──そう、頭ではちゃんとわかっているわ。わかっているけれど！

「隊長……っ!!」

　実際に大切な人の窮きゆう地ちを目にしたら、そんなことはあっさり吹き飛んでしまうのだ。

　結果がどうこうなんて考えている暇ひまはない。頭を使う？　なんだそれ。

　思考ではなく、心が、体が、本能で勝手に動く。ただただクラウディオの元へと。

「アズーリ、もっと速く！　お願い、もっと速く走って!!」

「おまえ何様のつもりじゃ!?　こら、妾わらわの首を叩たたくな！　その頭、齧かじられたいのか!?」

　苛いら立だったように首を振りながらも、アズーリは風を超えて走る。

　彼女が一歩を蹴ける度に、辺りに水すい晶しようのような水しぶきがきらきらと散ちった。

　薄茶色の髪が痛いくらいに揺れ、腰に下げた剣とアンカナがぶつかり合う。

　──早く。隊長の元へ、一秒でも早く!!

　リリアは今、アズーリと一つになって海の上を駆けていた。

「おい、船のどの辺りに降りればよいのじゃ！」

「前の甲板の辺りに──」

　そこまで言いかけて、リリアはハッと息をのんだ。

　いくら体毛を漆しつ黒こくに変えていても、甲板にまで跳ちよう躍やくすれば、アズーリが普通の水棲馬スイレーナではないことが明るみに出てしまう。それだけは絶対に避さけなければいけなかった。

「──だったらロンディネで上がる！」

　リリアはキッと船を睨にらんで、腰に付けていたアンカナを右手に握にぎった。

「アズーリ、船と併へい走そうするように走って。それでほどほどに飛んでちょうだい！」

「まさかおまえ、あれをやるつもりか？　海に落ちたらどうする気じゃ」

　そう、ここにはオリヴィエもいないし、救助用のフロートもない。おまけに今日、あの船を相手に挑ちよう戦せんした時には、信じられないほどの恐怖を覚えた。──それでも。

「大だい丈じよう夫ぶ！　絶対に成功させてみせるから！」

　リリアはそう決意する。

「ふん、落ちてもしらぬからの！　死にたくなければくれぐれも気をつけろよ！」

　その直後、アズーリは進路を変えた。

　大回りして船の後部を目指し、そこから船体と並行になるよう走り始める。

「リリアっ、おまえ……！」

　甲板の辺りからクラウディオの声が落ちてきた。

　ふと顔を上げると、彼は騎士たちに詰め寄られながらも、こちらに視線をくれている。

「隊長──っ!!　今、助けます!!」

「はあ!?　ていうかおまえ、ロンディネをやるつもりか!?」

「そこどいてくださ──いっ!!」

　絶対に決める。ひらりと甲板に降りる。そしてクラウディオを救ってみせる。

　恐くなんてない。恐いのは、あそこでクラウディオが斬きりつけられてしまうことだ。そしてネプトゥス隊の隊長を辞やめて、リリアから離れていってしまうこと。

　──そんなのは絶対に嫌いやだから。いつだって側そばにいてほしいから！

　アズーリは駆けた。ファヴィの何倍もの速さで。船の外がい壁へきぎりぎりの所を。

「アズーリ、飛んで！」

　リリアがそう願うと、彼女はファヴィの到とう達たつ点てんと同じくらいの高さにまで跳躍した。

　──落ち着けわたし。絶対に大丈夫！　船にはぶつからない!!

　リリアは船の縁ふちめがけてアンカナを投げた。流れるような動作でアズーリから飛び降り、勢いを殺さぬようロープにぶら下がる。

　いつもはこの後に、ロープを離して海に落下してしまう。けれどもう絶対に離さない。

　この手に摑つかんだチャンスは摑み続ける。そして未来への道は自分で切り開くのだ。

　──ロープを握る手が痛いたい！

　自分の体重を支えるのが辛つらい。何より間ま近ぢかに迫せまる船体が恐い。

　けれどリリアは、無む我が夢む中ちゆうで船の縁まで体を引き上げた。そのまま身をひるがえし、隊服の裾すそをなびかせ、ひらりと甲板に着地する。黒い翼つばさを持った、ツバメのように。

　──成功した!!

　リリアの心が喜びに震ふるえた。泣き出したいくらいの興こう奮ふんが、胸いっぱいに広がっていく。

　だが次の瞬間、リリアはその感情を捨て去っていた。

「死にたくない者は下がりなさい！」

　リリアは間近に立つ騎士めがけて、大きな一歩を踏み出したのだ。

「あっ、おまえ……！　勝手に何やってやがる！」

　クラウディオが焦あせった様子でそう叫さけんだが、もう止まらない。

　彼に向けられた幾本もの剣先。それを憎にくく思うあまりに、リリアの頭にカッと血が上る。

　腰の剣を抜いたリリアは、二、三人の騎士たちと早さつ速そく斬り結び始めた。

「こうして剣を向けるということは、もちろん斬られる覚かく悟ごがあるのでしょう!?」

　肩口めがけて振り下ろされた剣先を払はらい、相手の腹部に蹴りをお見み舞まいする。

　続いて右から出てきた別の剣を避よけ、「とりゃあっ」と脇わき腹ばらを突いた。振り返る勢いで相手の腕を斬りつけ、さらにその隣となりにいた騎士の膝ひざ裏うらに蹴りを入れる。

「手て加か減げんはしてあげるわ。──けれど、絶対に負けない！」

　本気の戦せん闘とう態勢に入ると、自然と気が強くなってしまうのはリリアのクセだ。

「ほら、さっさといらっしゃい！　次は誰!?」

　リリアは視界に入った相手を目指し、全開疾しつ走そうした。

　すると背後で、クラウディオが呆あきれたように言った。

「おまえは……！　あえて闘たたかわないようにしてたのに、台だい無なしだな！」

　彼はあざやかに剣を振りながら、リリアのほうへと近寄ってくる。

「聞け、リリア。この間の戦闘とは違う。こいつらはバルトランツの人間だ」

「ええ、それはもちろんわかってます！」

　と、すぐさま返事をしたが、実は全く意識していなかった。なぜなら戦闘時、リリアの頭の中では、人間は敵か味方かのみに分類されてしまうからだ。

「だからなるべく深ふか手でを負おわせるな。攻撃されたら返す、そのくらいにしておけ！」

「はい、わかりました！」

　そう答えた直後、ふと不安になった。──攻撃されたら返すって、どういうこと？

「そんなのやったことないっ!!」

　リリアの頭の中が、軽いパニック状態になる。

　リリアはいつだって『やられる前にやる』『疑わしきは攻撃せよ』という信条のもとに戦ってきた。だからこそ待ちの戦いの仕方がわからないのだ。

「隊長！　ぎゃあっ、わたしから攻撃しちゃいけないんですよね!?　わわっ、ちょっ、それってどうすればいいんですか危なああっ!!」

　そう問うている間にも、騎士たちはリリアめがけて次々攻撃してきた。

「アホかおまえ！　そういうのには応戦しとけ！」

　リリアは「はい！」と、再び目の前の敵に斬りかかる。

「おい、ちゃんと加減しろよ！　闘うのはそいつらの意志じゃない、殿でん下かの意志だ！」

「はっ……そうだった！」

　すっかり忘れていたが、全ての元げん凶きようは王おう太たい子しであるジルバルトなのだ。ここにいる彼らは、ジルバルトの指示にただ従っているだけ。

　それを思い出した瞬間、リリアは視線でジルバルトのことを捜さがしていた。

「え……？」

　そして啞あ然ぜんとした。

　ジルバルトはいつしか、テーブルの前の椅子に踏ふん反ぞり返っていた。

　驚おどろくべきは、こちらを眺ながめながら優ゆう雅がに紅茶の香りを楽しんでいることだ。

　おそらく彼は、この戦いを止める気も、あるいは煽あおる気もないのだろう。クラウディオが本気で攻撃しないことを、わかっているのかもしれない。

　──最低だわ！

　その時だった。視界の端はしでエルサが動いた。

　彼女はテーブルをひょいと飛び越え、リリアの目の前に着地した。レイピアの剣先をこちらに向けながら、リリアの胸ぐらに手をのばしてこようとする。

　しかしリリアは、甲板に這はいつくばるように屈かがみ込み、エルサの足を蹴った。

　ふらついた彼女の手に手しゆ刀とうを決め、レイピアを甲板に落とす。ついでに後ろから羽は交がい締じめにして、その首元に剣を突きつける。

「動かないでちょうだい！　動いたら斬るわ！」

　──って、これって完全に悪役の台詞セリフなんですけど！

　何をやっている自分、と困こん惑わくしながらも、リリアは周囲の騎士をキッと睨ねめ付けた。

　すると騎士たちは、ぴたりとその動きを止める。

「小娘、ずいぶんと卑ひ怯きような真ま似ねをするな」

「何をおっしゃいますか！　先に飛びかかってきたのはエルサさんです！」

　何よりジルバルトこそが、騎士たちをクラウディオに向けたではないか。

　卑怯なのはどっちだ。そしてたとえ卑怯だとしても、それで自分の身の安全が図はかれるのなら、使えるものはなんでも使う。剣術も体術も、武器だってどんなものでもありだ。

　それがリリアが剣術の師から学んだ戦闘スタイルだった。

「殿下、どうか騎士を下げてください。そうしましたらエルサさんを放します！」

　だがジルバルトは、「斬りたければ斬れ」と、あっさり言い放った。

　もしかすると彼は、リリアがエルサを傷つけることはないだろうと踏んでいるのかもしれない。悔くやしいことに、その予想は正解だった。

　どうしよう。そう思って唇くちびるを嚙かんだ時、クラウディオがこちらに歩み寄ってきた。

　彼はリリアの手からエルサを解放し、ジルバルトに向けて堂どう々どうと宣言する。

「──殿下、私たちは今から逃とう亡ぼうさせていただこうと思います」

　そして彼は、「行くぞ！」と、リリアの手を引いて走り始めたのだ。
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「おい、いたか!?」

「いや、こっちにはいない。念ねんのため船は止めたが、海には出ていないはずだ！」

「水棲馬が二匹、辺りをうろついてる。ということはまだ船内にいるということだ！」

「矢を海に向けておけ！　水棲馬に乗って逃げたら後ろから射うて!!」

　頭上で男たちの怒ど声せいが飛び交っている。

　甲板や船内のそこかしこを、騎士たちが騒そう々ぞうしく駆け回っていた。

　どうやら騎士たち総出で、リリアとクラウディオを捜しているらしい。近くに足音がやってくる度に、リリアは息を潜ひそめて気け配はいを消した。

「──おい、大丈夫か？　寒くないか」

「はい……大丈夫です」

　リリアとクラウディオは、船の後部の海面にぷかぷかと浮かんでいた。

　この船の後部には、出で張ばるような形で船室がついている。その下が死角になることを、クラウディオは前から知っていたらしい。二人はそこに身を潜め続けていた。

　騎士たちは、まさか二人がそこに隠れているなど思ってもいないのだろう。船室までは捜しに来るものの、窓から顔を出そうとはしない。

「大丈夫だ。見つかる心配はないから安心しとけ」

　クラウディオはリリアを安心させるように、そう言った。

　彼は船室の窓にアンカナを掛け、体と船が離れてしまわないようにしていた。そして泳げないリリアのことを支え続けてくれている。まるで、抱きしめるようにして。

　──ていうか、これは完全に抱きしめられてる。絶対に。

　冷たい水の中、リリアとクラウディオの体は、隙すき間まがないほど密みつ着ちやくしていた。

「おい、本当に大丈夫か。おまえ、病やみ上がりだろ」

「いえ、本当に大丈夫です！　ですからどうぞお気遣いなく！」

　というかむしろ喋しやべらないで！　リリアは心の中で必ひつ死しにそう願い続ける。

　お互たがいの肩に顎あごをのせ合っているため、声を発する度に、彼の吐と息いきが耳にかかる。そして彼の声が鼓こ膜まくにふれる度に、体の奥底に、突き上げるような感情が生まれるのだ。

　けれどその感情の正体がなんであるのか、リリアにはよくわからなかった。

　──でもなんなのこれちょっと密着しすぎなんじゃっ!!

　顔が見えないのはありがたいが、心臓はもう爆ばく発はつ寸すん前ぜん。全身が火ほ照てりきっている。

　だが少しでも離れてしまえば、泳げないリリアはすぐに海中行きだ。

　結局どうすることもできなくて、リリアはクラウディオに支えられ続けていた。

「おまえ……なんで戻ってきた？」

　やがてクラウディオが、そう問うてきた。

「ええと……なんで、と言われましても」

　いきなりの質問に、リリアはつい戸と惑まどってしまう。

「俺はおまえに『戻ってくるな』と言った。しかも『絶対に』と念を押して」

　その口く調ちようから察するに、クラウディオはものすごく怒っているようだ。彼は本気で怒る時、口調や雰ふん囲い気きが静かになる傾けい向こうがある。

「あの、本当は来るつもりはなかったんです。船の位置だけ確認したら、隊の皆さんを迎むかえに行こうと思って……でも隊長が囲まれてたから」

　無意識のうちに体が動いていたのだ。クラウディオの元へ行きたくて。

「それで勝手に乗り込んできて状況を搔かき乱みだして、あげくの果はてにこれか。終わってるな」

　クラウディオはリリアの髪をぐいと引っ張ってきた。

「痛っ……！　隊長、その縛しばってあるとこ引っ張らないでください！」

「アホが。痛くしないと罰ばつにならないだろうが」

　どうやらこれは、命めい令れい違い反はんを犯おかしたリリアへの体たい罰ばつらしい。

「どうしておまえはこうなんだ……なんでおとなしくしてられない？」

「それは……」

　リリアはつい声を詰まらせていた。

　結局、リリアはまた失敗してしまったのだ。

　勝手に騎士たちに斬りかかり、クラウディオのことを怒らせ、そして彼をよりいっそうの窮きゆう地ちに陥おとしいれた。クラウディオを救うために、この船に戻って来たはずだったのに。

　どうしてこうなんだろう。どうしてうまくできないんだろう。そう思ってしまったら、もう止まらなかった。やがてリリアの目め頭がしらが、痛いほどに熱くなる。

　そしてそれと同時に。

「ていうか隊長が……！　隊長が噓うそ吐つくから!!」

　怒りの感情が、ドカンッと爆発したのだ。

「元はと言えば隊長が噓を吐いたからこんなことになったのに、どうしてわたしが怒られなくちゃいけないんですか……！」

　感情を抑おさえきれずに声を震わせれば、彼は「は？」と、首を捻ひねったようだった。

「なに逆ギレしてんだおまえ！」

「だってそうじゃないですか！　王太子殿下の標ひよう的てきが隊長だって、隊長はわかってたのに。それなのに黙だまってたじゃないですか。わたしを逃がそうとしたじゃないですか。一人で船に残ったじゃないですか……！」

「あったりまえだろうが！　そもそもおまえは俺のせいでエサにされたんだぞ！」

「そんなのどうでもいいんですよ！」

　リリアはカッと目を見開いた。

「隊長は、隊長を辞めないでください……！」

　クラウディオの胸元に、ぎゅっとしがみつく。
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「だって、一いつ生しよう懸けん命めい追いかけてるのに……あの時、隊長に憧あこがれたのに……それなのにいなくなっちゃったら、わたしはどうすればいいんですか？」

　目の前の景色がぼんやりと滲にじむ。喉のどに落ちてきた涙なみだを、ごくりと飲み込んだ。

「嫌なんです。隊長に隊長でいてほしいんです。……側に、いてほしいんです」

　彼の胸元に置いたリリアの手が、いつしか小こ刻きざみに震えている。

「おまえ……」

　やがてリリアの耳元で、クラウディオが息をのむような気配がした。

　彼はリリアの腰を抱いたまま、けれど少しだけ上半身を離して、こちらをじっと覗のぞき込んでくる。

「な、なんなんですか、やめてください。見ないでください！」

　海水や涙で顔はぐしょぐしょ。おまけに火照った頰ほおや耳が、うっすらと色づいていた。

　そんなひどい顔なんて絶対に見られたくない。そう思ったのに。

「顔を上げろ。俺のために泣いてるところが見たい」

　クラウディオはそんな命令をしてくる。いくらなんでも悪あく趣しゆ味みすぎだ。

「隊長、ひどいです……」

　リリアは頑がんとして顔を上げなかった。

　顎に向かってのびてきたクラウディオの手から、懸命に逃のがれようとする。

「抵抗されると余よ計けいに見たくなるな」

　けれどそんなことを言われてしまえば、もうどうしていいのかわからなくなった。

　本当にひどい人だ。こちらのお願いなんて、ちっとも聞いてくれない。いつだってその声で、その言葉で、その眼差しで、リリアのことを好き勝手にしてしまう。

　結局リリアは、クラウディオの指に捕らわれてしまった。彼はリリアの顎をぐいと持ち上げ、リリアの顔をしみじみ見つめてきた。

　そして今度は、前もって宣言してきたのだ。

「──塩がついてるからな、取るぞ」

　その直後、リリアの額ひたいにクラウディオの唇がふれた。

「た、隊長……！」

　リリアは睫まつ毛げを震わせた。

　彼の柔らかな唇が、額に、瞼まぶたに、頰に、滑すべるようにリリアの肌はだの上を動く。

　──これは何？　塩を取っているだけ？　ていうか本当に塩がついてるの？

　疑問に思うことはたくさんあった。けれどもう何も考えられない。キスされた所がほのかな熱を持ち、そこから体中に広がっていく。甘くてくせになりそうな、毒どくのような感情。それに全身を冒おかされてしまう。

「隊長……もう、無理」

　思わずあえかな息を漏もらすと、クラウディオはハッと息をのんだようだった。

「……悪い」

　彼はそう言って、再びリリアの体をぎゅっと抱きしめてくる。

　そしてもう一度、「悪い」と囁ささやいた。──その時だった。

「おい、いたぞっ!!　船室の下だっ!!」

　頭上の船室で、けたたましい声が上がったのだ。

　声の主は、船室の窓からひょっこり顔を出した、一人の騎士だった。

　──見つかってしまった！

　リリアは一気に現実に引き戻された。そしてもちろん、クラウディオもそうだった。

「リリア、とりあえず上がれ！」

　クラウディオはリリアのことをすぐさま船室に押し上げると、さらに彼自身もアンカナを使って乗船した。直後、目の前にいる件くだんの騎士を蹴り倒す。

「おい、いくぞ！」

　二人は全身びしょ濡れのまま、とりあえず別の場所へ逃げようとした。

　しかしその時にはすでに、騒ぎを聞きつけた騎士たちが続々と船室に集まってきていた。

「こんな所にいたのか！」

「おい、ジルバルトさまにお知らせしろ！」

　いくつもの足音が、屈くつ強きようそうな男たちが、リリアとクラウディオの間近に迫る。彼らはもう逃がさないぞ、とでも言うように、船室の出入口に立ちはだかった。

　──また彼らと闘う？　いいえ、それじゃ同じことを延えん々えんと繰くり返すだけだわ。

　じゃあどうすればいい？　頭を悩なやませながら、リリアは重心を下げて戦闘態勢をとる。

「なんだ貴様ら、濡れ鼠ねずみだな」

　そうこうしているうちに、その場にジルバルトその人が現れた。

　彼は呆れたような顔をして、リリアとクラウディオの前までやってきた。

「おいクラウディオ。逃げている間に覚悟は決まったか？　隊長職を辞し、騎士団を辞め、俺様の侍じ従じゆう騎士になる決意は固まったか」

「──ダメっ!!」

　リリアは思わず、クラウディオに縋り付いていた。

「隊長は、絶対に隊長を辞めないでください！」

　それだけはどうしても譲れない、リリアの願いだった。

「お願い、隊長、それだけは約束して！　隊長を辞めないって、ちゃんと言って！」

「おまえ……」

　するとクラウディオは、面めん倒どうくさそうな顔をして、ふうっと長い息を吐はいた。そしてジルバルトに向かい、きっぱりと首を横に振る。

「申し訳ありませんが、殿下。私はやはり殿下の侍従騎士にはなりません」

「クラウディオ。よく考えろ。──その小娘を消されたくないならな」

　今度はリリアの命を盾たてにとるつもりなのだろう。ジルバルトは騎士たちに命じ、その剣先をリリアに向けさせた。だがクラウディオは、それでも首を縦たてに振ろうとはしなかった。

「ダメです。殿下には、この娘のこともあきらめていただきます」

　そう言い切った直後、クラウディオは立てた親指を自分の背後に向ける。

「殿下、ご覧らんください」

　その指の先にあるのは、開きっぱなしの船室の窓。どこまでも続く真っ青な海。そして、その海の上を──。

「ネプトゥス隊だわ……!!」

　水棲馬に騎乗し、こちらに向かって風のような速度で駆けてくる精せい鋭えい部隊がいた。

　助けに来てくれた！　リリアの胸の内がただちに色めき立った。

　しかしジルバルトは、それでも退く気はないようだった。一部隊くらいだったらどうにでもできると思っているのかもしれない。

「貴様、ネプトゥス隊を動かしたのか。この程度のことで」

「いいえ、これは歴れつきとした事件です」

「はっ！　事件！　で、あれをどう使うつもりだ？　俺様は『品ひん行こう方ほう正せいな王太子の面』を被かぶり、あいつらに命じるぞ。『今すぐ詰つめ所しよに戻ってくれるかな』とな」

　そうだ。そうなれば間違いなく、ネプトゥス隊はジルバルトに逆さからえない。

　それはまさしく、ジュゼが予想したとおりの展開だった。

「それとも貴様と小娘を救うために、俺様と戦争でもする気か？」

　するとクラウディオは、「まさか」と嘲あざ笑わらうように、唇の片かた端はしを持ち上げた。

「王太子殿下は国の未来。むしろ私は殿下をお守りするために隊の出動を要よう請せいしたんです。それから殿下がこれ以上悪さをなされないよう、この機き会かいに私的騎士を取り上げさせていただこうと思いまして」

「貴様、いったい何をバカげたことを──」

「殿下、もう一度よくご覧ください」

　クラウディオは、今度は人差し指をネプトゥス隊の背後に向けた。

「ネプトゥス隊だけでは殿下に対して力不足でしょう。ですからミネルウァ隊も騎士団長も、呼べるものは全て呼びました。──ああ、今頃、バルトランツ王にも伝わっているかもしれませんね。『殿下が賊ぞくに拉致された』という報告が」

「────っ!?　貴様……!!」

　次の瞬間、ジルバルトは弾はじかれたように窓に走り寄った。

　そしていきなり、「くそっ！」と、忌いま々いましげに船室の壁かべを殴なぐりつける。

「クラウディオ、貴様……覚えておけよ！」

　彼は呪のろいの言葉を吐き捨てると、あっという間に船室から飛び出して行った。

　その直後、クラウディオは窓から顔を出し、海に向かって声を張り上げる。

「おいおまえら、賊はここだ！　王太子殿下が危険にさらされているぞ！」

「賊!?　って、どうなってるんですか!?」

　現状の把は握あくができなさすぎて、リリアはあたふたと狼狽うろたえた。と、そうこうしているうちに、船室にいた騎士たちが駆け出して行く。ジルバルトのあとを追って。

　──ミネルウァ隊？　騎士団長？　ってどういうこと!?

　リリアは船室の窓へと走り寄った。

　ネプトゥス隊が上げる水しぶきの向こう側、地平線の辺りをじっと凝ぎよう視しする。

　するとそこに、白い帆ほを張った大型船──バルトランツの軍船が、三隻せき浮かんでいることに気がついた。あれにはミネルウァ隊の騎士たちが、わんさか乗っているはずだ。

「だって……どうやって出動させたんですか!?」

　てっきりネプトゥス隊だけだと思っていたリリアは、驚きを隠せなかった。

「おまえに渡した銀色の飾かざり帯。あれは俺が騎士団長から譲ゆずり受けたものだ。もちろんジュゼはそれを知っている」

　どうやらあれは、二人の間では騎士団長の存在を匂におわせるもの。つまり『騎士団長に知らせろ』というメッセージだったようだ。

　では何を？　それが、折れ曲がったスプーンとフォークに秘められていたらしい。

「王家の紋もん章しようが入った銀食器──つまり王家の銀。王太子ジルバルトのことだ」

　そしてスプーンをある角度に曲げて、『危険』という意味に。フォークの爪つめを数本曲げて、『一時間後に出動』という意味のコディチェを作ったのだとか。

　つまりクラウディオ曰いわく、「一時間経たっても俺が戻らなければ、『王太子殿下が危険にさらされているから捜そう索さくしろ』と騎士団長に伝えろ。そうすればミネルウァ隊も騎士団長も出るだろ」ということだったらしい。

「でも、だったらわたしに口頭で指示してくれればよかったのに！」

「おまえに？　殿下が実力行こう使しに出るかもしれないから、ジュゼにそう伝えとけ、と？」

　リリアは真剣な顔で「ええ」と頷うなずいた。

　しかし一方のクラウディオは、呆れたような顔をして、リリアの額を小突いてくる。

「そう告げたらおまえは絶対に船を降りなかっただろうが」

「そんなことは……！」

　確かに、あったかもしれないけれど。

「でも、こんな大事にしちゃって大丈夫なんですか？　騎士団長まで駆り出しちゃって」

　するとクラウディオは、「はっ」と冷れい笑しようし、船室の窓からその身を乗り出した。

「べつにかまわないだろ。いいかげんしつこくてうんざりしてたからな。──おい、おまえら！　賊は甲板だ！　さっさとロンディネで上がれ！」

　クラウディオが檄げきを飛ばした直後、三十人前後の騎士たちが、次々と海の上を飛んだ。

　副隊長であるジュゼを先頭に、黒い隊服の裾すそを、翼のように広げながら。

　その光景があまりにも圧あつ倒とう的てきで、リリアは思わず感かん嘆たんの息を漏もらしたのだった。




「王太子殿下、ご無事でいらっしゃいますか！」

「おい、この男たちを捕らえろ！　一人残らずだ！」

　リリアとクラウディオが甲板に上がると、ジュゼを始めとするネプトゥス隊の隊員たちが、王太子の私的騎士たちを引っ捕らえていた。

　やはりジュゼは、『王太子殿下が賊にさらわれた』と報告して、様々なものを動かしたらしい。そのため隊員たちは、私的騎士を賊だと信じて疑っていないようだった。

　そして当のジルバルトは、自分の部下が捕らえられるさまを黙って見ていた。

　本来、王太子が私的騎士を抱えているなど前ぜん代だい未み聞もん。その存在を明かせば、間ま違ちがいなく大おお事ごとになるのだという。だからこそジルバルトは、「ありがとう」「ご苦労様」とネプトゥス隊をねぎらいつつ、『さらわれた王太子』を演じるしかなかったのだ。

「隊長、あの騎士たちって……どうなっちゃうんですか？」

　リリアはジルバルトの様子を窺いつつ、クラウディオに聞いてみた。

「さあな。そのうち殿下がなんとかするだろ」

　クラウディオは人ごとのようにそう言って、甲板にぐるりと視線をやっている。

「……じゃあ、オリヴィエはどうなるんですか？　やっぱり罰を与えられるんですか？」

　おっかなびっくり問うてみると、クラウディオは「いや」と、首を横に振った。

「あれはただいいように使われただけだ。二度としないようにこってり絞しぼって終わりだな」

　そこでリリアは、ほっと胸をなで下ろす。

　騙だまされてこの船に連れてこられたことには、もちろん腹を立てている。後で何か仕返しをしてやらなければ、リリアの気も収まらない。けれどこれからもまた、オリヴィエと一緒に頑張っていける──そう思えば、リリアの口元は自然と緩ゆるんでいた。

「あっ、あのじじい、やっと来やがったな」

　その時、騎士団長とミネルウァ隊の隊長が、揃そろって甲板に姿を現した。

「おいジュゼ、行くぞ！」

　クラウディオはジュゼを呼びつけ、上官の元へすたすた歩いて行こうとする。

「隊長、待ってください！」

　その後ろ姿に向けて、リリアは反射的に声を投げていた。

　どうしても今ここで、クラウディオに確かめておきたいことがあったのだ。

「隊長、わたしがロンディネできたとこ……見てましたよね？」

　そう。リリアはこの船に戻ってきた際に、クラウディオの目の前でロンディネを成功させていた。必死で、無我夢中で、その時のことはもうよく覚えていないけれど。

「あの……どうでしたか？　わたし、ちゃんとできてましたか？」

　するとクラウディオは、ぴたりと足を止めて、こちらを振り返った。

　そしてその口元に、珍めずらしく満まん足ぞくげな笑みを浮かべたのだ。

「──上出来だ」
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　それから三十分後。船上の騒さわぎも、ある程度収まりつつある頃。

「おいクラウディオ。俺らは殿下と一緒に一足先に宮きゆう殿でんに戻ってるからな」

　騎士団長とミネルウァ隊の隊長が、「あとは頼むぞ」と、クラウディオに声をかけてきた。

　そしてそのすぐ後には、当のジルバルトがこちらに向かって歩いてくる。その顔に、完かん璧ぺきなまでの愛想笑いを浮かべて。

「アンフォッシ隊長、ちょっといいかな」

　やっと来たか。その時、クラウディオはそう思っていた。

　なぜなら今回の収め方は、長い目で見ればやはり一時しのぎに過ぎない。今件が大事になってしまった以上、ジルバルトはしばらくはおとなしくしているだろう。だが時がくればまた、クラウディオやリリアに要いらぬ手出しをしてくるはずだ。そう予想できたからだ。

「……貴様、覚悟しておけよ。ここからがスタートだぞ」

　その証あかしにジルバルトは、クラウディオの耳元で、宣せん戦せん布ふ告こくともとれる言葉を吐いてきた。

　どうやら手ひどくしたことで、彼の中の火がさらに燃え上がってしまったらしい。

　──まったく。どいつもこいつも俺を振り回しやがって。

　いいかげんにかんべんしてくれ。そう思ったクラウディオは、ある賭かけに出ることにした。

「確か、三年後でしたよね」

　クラウディオは、自分の左胸に下がる隊長階級の記き章しようを取り外した。

「三年後、殿下が玉座を手に入れられるまで、これを預あずけておきましょう。もちろんそれまでは誰にも──第二王子殿下にも従わないと誓ちかって」

　クラウディオは隊長記章を、ジルバルトの胸にドンッと押しつけた。

「……これが今、私がおみせできる精せい一いつ杯ぱいの誠せい意いです」

「どういうことだ」

　ジルバルトは少し驚いたような顔をして、それを受け取った。

「三年後までに、私が命を賭かける価値のある王になってください。そして三年間は私のことを放っておいてください。──もちろん彼女のことも」

　その中には、『同居してることも黙っておけよてめえ絶対に』という意味も含ふくんでいる。

「それを叶かなえていただけるのなら、三年後、私は殿下の忠実な僕しもべとなりましょう」

　クラウディオは今初めて、真しん摯しな眼まな差ざしをジルバルトに向けていた。

「貴様……」

　やがてジルバルトは、手の中にあるクラウディオの記章をぐっと握りしめた。

「おい、俺様も相そう当とうにあきらめが悪い男だが、貴様もたいがいだな」

　そして彼は、「まあ三年後でもいいだろう」と、その顔に嫌な笑みを広げる。

「では俺様からも一つ、要求だ」

「はっ、なんでしょう」

「せいぜい自覚できる男になっておけ。往おう生じよう際ぎわの悪い男は面倒だからな」

　──ちくしょう、余計なお世話だ。

　クラウディオは内心でそう呟きつつも、「了解です」と敬礼したのだった。
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　翌よく日じつ。リリアとクラウディオは、特別公こう休きゆうを与えられた。前日に巻き起こった、王おう太たい子し誘ゆう拐かい未み遂すい事件。その一件で、体を酷こく使ししたと判はん断だんされたためである。

　そしてその日、二人は朝早くから──。

「おまえは、本当に手がかかるよな……」

「うう、ごめんなさい……」

　アンフォッシ家のリリアの部屋で、揃そろって嘆たん息そくしていた。

　昨日、病やみ上がりの体を長らく冷やし続けたリリアは、またしても熱を出してしまっていた。そのため今日も、クラウディオに看かん病びようしてもらっているのだ。

「隊長、本当にごめんなさい……」

　リリアはおっかなびっくり、クラウディオの様子を窺うかがった。

　彼は「まったくだ」と言いつつも、リリアの額ひたいに冷やしたタオルを乗せてくれる。

　おそらくよほど心配してくれているのだろう。何かと理由をつけては、リリアの様子を見に部屋に来てくれていた。

「ほら、食え。パン粥がゆだ。おまえこの間、旨うまいって言ってただろ」

「わっ、ありがとうございます」

　リリアはふらつきながらも、ベッドの上で上半身を起こした。そしてふと思い立ち、こちらにスプーンを出してくれたクラウディオの腕を、ぎゅっと摑つかむ。

「なんだ、どうした」

　彼は驚おどろいた様子で、青い目を丸くした。

「隊長……わたし、昨日、ロンディネできましたよね？」

　夢じゃありませんよね？　と確かめるように問えば、彼は「ああ」と頷うなずいた。

「だから上出来だったと言っただろうが」

「ということは……ちょっとは成長できたってことですよね？」

　するとクラウディオは、手にしていたスプーンを一度、テーブルの上に戻した。

　ベッドの横に座り込んだままの体勢で、リリアの瞳をじっと見つめてくる。

「確かに、ちょっとは成長したな。──といっても本当にちょっとだけどな」

　その言葉を聞いた瞬間、リリアはこぼれるほどの笑みを顔中に浮かべていた。

「じゃあ、もしかして海上警備に参加させてくれちゃったりなんてことは……」

「ロンディネができるなら問題ない。おまえも次から加われ」

「えっ、本当ですか!?」

　まさかそこまで許ゆるしてくれるとは思っていなかったので、つい啞あ然ぜんとしてしまっていた。

　ということは彼は、リリアのことを一人前の従じゆう騎き士しとして認めてくれたのだろう。男子だとか女子だとか関係なく、一人のネプトゥス隊の隊員として。

「あの、あともう一つ聞きたいことがあるんですけど……」

　リリアは頭をふらつかせながらも、すぐに口を開いた。

　実はもう一つ、彼に確かめておきたい重大な『事件』と呼ぶべきことがあったのだ。

「あの、隊長、昨日のあれって……」

　というか、昨日のあれこそ、もう絶対に間ま違ちがいなく。

「キス、ですよね……？」

　もうどうにでもなれっという気持ちでたずねると、クラウディオは一瞬で怒ったような顔になった。そしていきなり、リリアの頭に布ふ団とんを被かぶせてくる。

「元気になったら教えてやるから今は寝とけ！」

「そんな……！　どうせなら今教えてください」

「いいから寝ろ！　今すぐ寝ろ！　寝ないとベッドごと外に放り出すぞてめえ！」

　その剣けん幕まくに恐れをなして、リリアは反射的に「はい！」と頷いてしまっていた。

　リリアが元気になったら、彼は何を教えてくれるのだろう？

　──キスだと認めてくれる？　それともまた「違う」と誤ご魔ま化かすの？

　その時のことを想像して、リリアは布団の中で頰ほおを赤くしたのだった。
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「まったく、暢のん気きなものだな……」

　いつしか彼女は、すやすやと寝息を立てて眠りはじめていた。

　クラウディオの目の前で、薄手の夜着のまま、無む防ぼう備びな寝顔を思いきりさらして、だ。

「おい、おまえわかってんのか？　第二王子に狙ねらわれてるかもしれないんだぞ？」

　柔やわらかな頰をむにっとつまむと、リリアは「ん……」と、わずかに眉まゆを寄せた。それが面おも白しろくて、クラウディオはついその行こう為いを繰くり返してしまう。

　ふと視線を動かせば、小さな手が布団から出ていることに気がついた。

　それをそっと持ち上げ、ぎゅっと握りしめてみる。

　──これをとられるのは、面白くないかもな。

　その気持ちがやがて何になるのか、クラウディオはもう、さすがにわかっていた。


〈ＥＮＤ〉
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　こんにちは、秋あき月づき志し緒おです。

　紺こん碧ぺきの騎士団カヴアリエーレ、おかげさまで二巻を出していただくことができました。

　超絶不器用だけれど、剣術だけは得意な少女──リリアと、ぶち切れながらも彼女に振り回されてしまう青年──クラウディオとの恋物語。お手にとってくださいまして、本当にありがとうございます。お会いできて嬉しいです。




　今巻の作業中、私は『紺碧のカレンダー』なるものを作りました。何かと言いますと、現実世界の普通のカレンダーに、紺碧世界の出来事を書き込んだものです。

　作中に『ひと月前』だの『○日前』だの出てくるのですが、私、これの計算がめちゃくちゃ苦手で……だったら日付を決めてカレンダーに書き込み、それを元に計算しよう、と思い立ったのです。

　で、部屋のカレンダーには、『○月×日、クラウディオの家へ』『○月×日、アズーリが来る』『○月×日、ジルバルトが視し察さつ』などと書き込んであるのですが、パッと見、イタリア系外国人との予定がてんこ盛りな人みたいで、ちょっと面白いです。

　そのカレンダーによると、紺碧世界では、この巻終了までに二ヶ月弱が経過しているはず……です。私の計算が間違っていなければ。




　ちなみに今巻は、ちょうどお正月の頃に執しつ筆ぴつしていました。

　お正月って怖いですね！　みんな遊びに来るし、部屋に籠こもっていても遠くからきゃっきゃうふふって聞こえてくるし、テレビは特番ばかりだし……。私のスルースキルが低いせいで、執筆速度が狂いまくり、大変でした。

　そしてまだ、私のお正月は始まってません。今巻の作業が終わったら、初はつ詣もうでと旅行と動物園行くんだ……！　そんなことを考えながら、このあとがきを書いてます。パンダ見たい白クマ見たいワオキツネザル見たい。




　ここからはお礼の言葉を。今回も多くの方に支えていただきました。

　硝しよう音おとあや先生。お忙いそがしい中、素晴らしいイラストの数々をありがとうございました。ラフをいただいた時、ジルバルトがかっこよすぎてびっくりしました！

　担当様。今回もほんっとうにお世話になりました。締切前日にいきなり泣きついてすみません……上手くいかなすぎてブラック秋月になっていたのですが、的確なアドバイスに救っていただきました。

　編集部の皆様、校正様やデザイナー様など、全ての関係者の皆様へ、心からの感謝を。

　支えてくれる家族。ブラック秋月になっている間、私を励まし続けてくれた姉へ、あらためてありがとう。でもちょっと私のこと甘やかしすぎだと思う。




　そして最後に、この本を手にとってくださいました読者の皆様へ、最大の感謝を。

　読んでくださる方がいらっしゃるからこそ、物語の続きが生まれました。どうか少しでも楽しんでいただけますように──そう祈っております。

　もしよろしければ、感想などお聞かせください。

　では、またお会いできる日が訪れることを願って。
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